

































俺が彼女に迫られて、妹が怒ってる？５
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　亜あ夢むを抱き起こした状態のまま、一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは強こわ張ばった首筋を軋きしませるようにして辺りを見回した。

　魔ま街がいの浄化結界内で、突然変異霊ミユーテストの少女たちが倒れた。妹と同じ上位精霊ヴアルゴであるルージュも。神仙格インモータルのクリスマスローズまで。

　なにが起こった？

　悠斗は、ツバを呑のみ込こんだ。不安と恐怖が、じわりと全身にひろがっていく。

　コメディについて魔街を出ていったタンポポたちが、事情はともかく、再び仲間たちのもとへ戻ってきた。そして数分後、突然変異霊の少女たち全員がその場にくずおれた。それこそ、なんの予告もなくバタバタと。

　悠斗のそばで、ひよりが大通りの先をにらみつけている。身につけている衣服は、白いシャツと青いパンツだけ。そんな無防備すぎる格かつ好こうとは不釣り合いな鋭い気が、彼女の全身からゆらゆらと立ちのぼっている。

　すずめも、警棒状の【鵺ぬえ震なり】を握りしめたまま、コメディが去っていった方向へ鋭い視線をむけている。

　クリスマスローズによってつくり出されていた魔街の浄化空間はいま、その力を失っている。果てが見えなかった道の先に二本の石柱が現れているのがその証拠だ。魔ま街がいに入る際、通ってきた門である。

　そしていま、ふたつの影がこちらにむかって歩いてくるのがハッキリと見えている。

　片方は、スカート幅のひろい黒のドレス。もう片方は、タンクトップに短パンという真夏を先どりしたかのような格かつ好こう。

　遠目にも、霊力保管部の部長である九く十じゆう九く里り浜はま九く九く命みと、先ほど魔街を出ていったばかりのコメディであることがわかった。

「やはり、九九命の仕業か」

　ひよりが、瞳ひとみの鋭さを倍加させた。

「ケロみのヤツ、狙いはなにかしら？」

　すずめが、倒れたまま動かないルージュとクリスマスローズへ、チラッと目をむけた。

「問とい質ただす」

「素直に教えてくれるかしら？」

「コレをつかってでも、聞き出してやる」

　ひよりが、手にしていた【徒桜あだざくら】の柄つかを軽くあげた。

「ま、場合によっては、それもアリよね」

　すずめも、【鵺ぬえ震なり】をきゅっと握り直す。

　彼女たちの会話を聞きながら、悠ゆう斗とは妹の青みがかった髪をそっと撫なでた。からだ中を這はい回っていた不安と恐怖を押おし退のけるように、心の奥底から怒りが噴き出してくる。

　歩み寄ってくるふたりに視線を固定したまま、奥歯を噛かみしめ、膨ふくれあがる怒りを懸けん命めいに抑え込みつつ、悠斗は亜あ夢むのからだをそっと地面に横たえた。そして立ちあがり、妹を背に守れる位置に移動する。

　九九命が足をとめたのは、悠斗たちから五メートルも離れていない場所だった。白銀のツインテール、そのひと房をサッと横に払ったあと、うっすらと微笑ほほえんだ。

　彼女から半歩下がったところで、ちょこんと首を傾かしげたままコメディも足をとめる。鮮紅色スカーレツトの左目と翡翠色ジエードの右目、そして真っ赤な唇が、にんまりと笑みをかたちづくっている。傍ぼう若じやく無ぶ人じんと天てん真しん爛らん漫まんさが溢あふれ出ているかのような笑みだ。

「九九命、なにをした？」

　最初に口を開いたのは、ひよりだった。爆発するのをギリギリで抑え込んでいるかのような、そんな声こわ音ねだ。

　無色の瞳を細めた九九命が、ひよりへ、すずめへ、悠斗へ、それから倒れている突然変異霊ミユーテストの少女たちへ、順番に目をむけた。表情には、どこか満足げな色が浮かんでいる。

「ケロみ、あんたがなにをしたのか、訊きいてんのよ？」

　すずめの声でようやく、九九命が紫がかった唇を動かした。

「眠らせたかったのは、ジャマなクリスマスローズだけなの。他のレンチューは、とばっちりをうけただけよ」

「眠らせたかった？　ということは、再び目覚めさせる手段があるんだな？」

「シンパイしないで」

「あるんだな？」

「しつこい女は、キラい」

「亜あ夢むくんとサイレン、それからクリスマスローズや他のミューテストたちを目覚めさせる方法があるのかないのか、その確認をしたいだけだ」

「うふふふ、あるわ。これでいいかしら？」

　九く九く命みが、目もとに微量の嘲あざけりを浮かべた。

　悠ゆう斗とは、安あん堵どと苛いら立だちを胸の中でぐちゃぐちゃに掻かき混まぜながら、九九命とコメディの動きを注視した。亜夢は、目覚めることができる。それを聞いてホッとするものの、妹が再び目を開けるまで警戒を解とくわけにはいかない。

　すずめが、疑うたぐり深ぶかそうな目を九九命に突き刺しながら、悠斗の気持ちを代弁してくれた。

「ほんと～に、大丈夫なんでしょうね？」

「九九命は、ウソがキラいなの。コメディの霊力を、魔ま街がいのケッカイを通してクリスマスローズにこれでもかってくらいギャクリューさせてあげたから、その負荷でリミッターが落ちたジョータイなの。ルージュたちは、その余波をうけただけだから、本当にシンパイないわ。用がすんだら、ギャクリューさせた霊力をスいとってあげる。そうすれば、ゼ～ンブもとどおりよ」

「もとどぉ～りぃ～」

　九九命に合わせ、コメディがにんまりと笑顔をひろげた。全開の無邪気さは、この場の空気にまったくそぐわない。

　ひよりが、【徒桜あだざくら】の柄つかをそろそろと鳩みぞ尾おち付近にあげた。

「〈皇こう魔まの卵〉のカケラは手に入れただろう。それでもまだ、魔街に用があるのか？」

　炎の刀とう身しんは、いまのところ熱を潜ひそめている。返答次第ではいつでも……、ということなのだろう。

　悠斗は、三〇分ほど前の出来事を思い出した。ひよりの魂内からとり出した〈皇魔の卵〉のカケラを巡り、コメディとぶつかり合っていたときのことを。

『〈皇魔の卵〉のカケラ、返せよっ！』

『い～や～だ～よ～。おねえちゃんがレーカイいくときつかうんだもんねぇ』

　九九命には、二年前に悪あく霊りよう事故で命を落とした双子の妹がいる、とルージュから聞いた。

　霊界にいくために必要ななにかが、まだ魔街にあるのか？　九九命は、〈皇魔の卵〉のカケラに加えて、それも欲しがっているのか？

「九く九く命みの用は……」

　九九命が、白い瞳ひとみと紫がかった唇から笑みを消し、

「あなたたちには、なんのカンケーもないことよ。手も口もださないで」

　フン、と横をむいた。白銀のツインテールも、拒絶的な光を放つ。

「ださないでねぇ～」

　コメディも、九九命のマネをして、フンと横をむく。玉虫色のミディアムヘアも、フン。しかし、可愛かわいい丸顔は笑ったままだ。

　ひよりとすずめが、そんなふたりに冷たい視線をむけている。

　九九命が、悠ゆう斗とにスッと目をむけてきた。

「一いちノの瀬せさん、あなただけは無カンケーってワケじゃないけど……でも、いまはまだ、大人しくしてて」

「オレに関係あるってことは……」

「大人しくしてて、と言ったわよ？」

「ちょ……」

　悠斗は、とっさに唇を引き結んだ。

　九九命に乱らん暴ぼうな言葉をぶつけたい衝動を抑え込みながら、頭の中を整理する。

　もし、九く十じゆう九く里り浜はま九九命という少女が、妹を生き返らせる準備を進めているとしたら？

　彼女は霊力保管部の部長で、霊業界の天才児で、狂霊種バーサーカーになりかけていたスペードと取り引きをして、鬼き造ぞう人間であるコメディを手に入れたあと、少女に〈皇こう魔まの卵〉のカケラを与えることによって、神仙格インモータルのクリスマスローズさえも圧倒するほどの霊力を得るまでに成長させている。

　喫茶店『ころべぇ』で初めて会ったときの九九命は、もう少し元気で、子どもっぽいところがあった。が、いまの彼女からは、ある種の凄すごみしか感じられない。目的を達成したいという断固たる決意が、彼女から〝子どもっぽさ〟というゆるみをきれいに消し去ってしまったのかもしれない。

　そんな九九命の計画性と行動力、そしてそれを下支えしているであろう精神力は、間違いなく悠斗では遠く及ばないレベルであると、もはや認めざるを得ない。




　亜あ夢むも……、いっしょに……。どうか……。




　胸をしめつけられるような想おもいで、悠斗は下唇を噛かみしめた。

　こちらの気持ちを察した様子もなく、九九命が不意に歩き出した。

　警戒する素そ振ぶりを見せることなく、ゴシックロリータドレスのスカートをフリフリゆらしながら、ひよりとすずめの間を通り抜けていく。

「コメディ、どこかわかる？」

「ん～とねぇ[image: ][image: ]、あっちぃ！」

「案内して」

「あっちぃ！」

　前方を指差しながら、コメディが九く九く命みを追い抜いてパタパタと走り出す。

　九九命はスカートのゆれ幅を大きくしながら、鬼き造ぞう少女についていく。

　強い力で引き寄せられるように、悠ゆう斗ともすぐに彼女たちのあとを追った。

　ひよりとすずめも、無言のままついてくる。




　三〇秒も走らなかった。

　ズラリとならんだ平屋のドア、そのひとつを無造作に開けたコメディが、部屋の中を指差した。

「ここ！」

「ここ、ね」

　九九命が、コメディの華きや奢しやなからだを押おし退のけるようにして、どこか慌てた様子で平屋の中へ入っていく。

　九九命の背にくっついて、コメディもするりとドアの奥へ消える。

　悠斗は迷うことなく、彼女のあとに続いた。

　魔ま街がいに建ちならぶ平屋の中は、どこも同じ。変わったところはなにもないはず。それなのに、コメディは確かな足どりでこの平屋を目指し、確信に満ちた顔でドアの中を指し示した。

　なにがあるんだ？

　悠斗は、ドアから入ってすぐの場所で足をとめた。すぐに、この平屋がクリスマスローズの部屋であることに気づいた。

　亜あ夢むとルージュが霊的に酔ってしまうほどの浄化空間であっても、悠斗にはその清らかさはわからない。それでも、奥の壁にあるはめ込み式の窓、その下に置かれた木き彫ぼりの人形には見覚えがあった。窓から降り注ぐ淡い光の中で、こけしに似た人形が数体、互いを支えるようにして身を寄せ合っている。

　黒いスカートをふわりとひろげ、九九命が人形のそばでしゃがみ込んだ。そして、ひとつを手にとるなり、素早く立ちあがる。

　窓に背をむけた彼女は、木彫りの人形をそろそろと自らの眉み間けんに押しつけた。そのまま、祈るように目を閉じる。

「………飛白かすり」

　彼女の唇からこぼれ落ちた名は……。





第一章　受肉の方法




「九く九く命みの目的は、あの人形か？」

「ここって、クリスマスローズの部屋よね？」

　悠ゆう斗とのそばで、ひよりとすずめが顔を見合わせた直後、背後からさらなる声が聞こえてきた。

「みゃ～、それ、大事な預かり物なんだけど」

　振りむいた先、通りの中央付近に立っていたのは、クリスマスローズだった。

　結界経由で、コメディの霊力を大量に流し込まれて気を失っていた彼女だが、早くも意識をとり戻したようだ。さすがは神仙格インモータルというべきか。それでも、ヒマワリ柄の着物に包まれた小さなからだは、微かすかにゆれている。本調子じゃないことは明らかだ。

「クリスマスローズ、ここは退ひいてもらえないかしら？」

　九九命が、いつの間にか平屋から出てきていた。コメディが、彼女を守るように立っている。

　悠斗、ひより、すずめの三人を挟んで、クリスマスローズと九九命が静かに視線をぶつけ合う。

　悠斗は、両者の間でゆっくりと視線を往復させた。

　九九命が、自らの胸に押しつけるようにしてもっている人形は、なんだ？

　彼女は、『飛白かすり』という言葉を口にしていた。

　クリスマスローズは、『大事な預かり物』と呼んでいた。

　悠斗は、一歩を踏み出せば手が届くところに立っているコメディ、そして、その半歩先にいる九九命をしっかりと視界に捉とらえた。




　亜あ夢むを人間に。




　想おもいは、片時も頭から離れない。

　おそらく、九九命はその方法を知っている。だから、いま、このときは……。

　悠斗は、ほんのわずかではあるが、気持ちを九九命に寄せた。もし、クリスマスローズが彼女から人形を奪おうとしたら……。状況は、まるで呑のみ込こめないけど……。

「飛白は、わたしがタスけるわ」

　唐突に、九九命が口を開いた。

　悠斗は、拳こぶしを握りしめた。九九命は知っている、という確信が急速に高まっていく。

　クリスマスローズが、「みゃ[image: ][image: ][image: ]」と掠かすれた声を発した。

「それが魔こ街こに保管されてるってことを見つけたんなら、経緯も知ってるんでしょ？」

「もちろんよ。オジイ様からのイライだってことも、わかってるわ。浄化が、もうほとんど終わってるってことも、ね」

「みゃ～、浄化が終わったあとは、霊れい街がいに連れて……」

「いかせない。ゼッタイ、ダンコとして霊街なんかにはいかせないから。飛白かすりは、わたしの妹よ。だから、わたしが助ける。受肉を必ずセイコーさせてみせるわ」

　聞いた。『わたしの妹』『受肉』『成功させてみせる』という強い意志が詰め込まれた言葉を、確かに聞いた。

　木き彫ぼりの人形と九く九く命みの妹である飛白に、どのようなつながりがあるのか、まるでわからない。それでも、紫がかった唇から飛び出してきた言葉に、悠ゆう斗との気持ちは奮ふるえた。

　身が引きしまるのと同時に、微かすかな、それでいて確かな光を感じることができた。

「せいこーさせるぅ」

　コメディが、のんびりとした様子で言葉を重ねる。

　ひよりとすずめが視線を交え、なんらかの意志を伝え合っている。が、ふたりとも口を開こうとはしない。

　クリスマスローズが、眉まゆ根ねに小さなシワを刻きざんだ。一〇歳前後にしか見えない顔にはとても不釣り合いな、名状しがたい苦悩の色が浮かんでいる。言葉では決して言い表せない痛みを堪こらえているようにも見えた。

「みゃ～、くくみん、あなたの気持ちは、よくわかるけど……死者の受肉なんて、みゅ～、不可能なのよ」

「フカノー？　うふふ、九九命はフカノーにチョーセンするつもりなんて、これっぽっちもないの。コメディに力をつけさせたのは、なんのためだと思ってるのかしら？　すべて、飛白をとり戻すためよ」

「かすりちゃんに〝おかえり〟っていうんだよ？」

　コメディが、悠斗にむかってにんまりと無む垢くな笑みを投げてきた。

　鬼き造ぞう少女の笑顔に引き込まれるように、あるいはその明るさを必死で求めるような心地で、悠斗はたずねた。

「霊の受肉、で、できるのか？」

　コメディが、「？」といった表情でちょこんと首を傾かしげた。さらさらと流れた玉虫色の髪が、青や緑に変色する。

「………」

　鬼造少女の後ろから、九九命が視線だけをむけてくる。が、なんのこたえもくれない。

「受肉の方法、知ってるんだろ？」

　焦しよう燥そう、懇こん願がん、希望、祈り、その他いろんなモノを混ぜ合わせながら、コメディと九九命のふたりにむかって質問を重ねる。

　コメディは「？」と首を傾かしげたままだったが、九く九く命みのほうが細い眉まゆをわずかにあげ、

「さっき、そう言ったわ」

　冷ややかな声こわ音ねではあったものの、期待通りの言葉を返してくれた。

「さっきいったぁ」

　コメディが、鮮紅色スカーレツトの左目と翡翠色ジエードの右目を細め、つるんとした頬ほおを上に動かし、にんまりと笑った。

「あ、亜あ夢むも……オレの妹も、助けてくれないか？」

　勝手に口が動いた。

「頼む」

　気づいたときは、頭をさげていた。

「ゆ、悠ゆう斗と」「悠斗くん」

　ひよりとすずめの声が聞こえても、頭を上げなかった。

「サイショから、そのつもりよ」

　九九命の声で、悠斗はパッと顔をあげた。

　彼女の白い目は、クリスマスローズをジッと見据えたまま動かない。それでも、言葉だけは悠斗にむけられていることがわかった。

「最初からって……」

「あなたや、あなたの妹さんにも手を貸してほしいの。そうすれば、受肉のセイコー率もアップするわ。お互いのため、悪いハナしじゃないでしょ？」

「あ、ああ。もちろん！」

　悠斗は、興奮気味にこたえた。

「それなら、これからクリスマスローズをセーアツするから、もしものときはサポートよろしく」

「え？」

　制セー圧アツ？　クリスマスローズを？

　間を置くことなく、ひよりとすずめがササッと悠斗の左右に移動したかと思いきや、コメディから五メートルほど距離をとった。

　すずめは警棒状の【鵺ぬえ震なり】を構えているが、ひよりのほうは【徒桜あだざくら】の柄つかをシャツが貼りついた胸の前に据えているだけで、炎の刀とう身しんを出してはいない。

『クリスマスローズを制圧する』と聞いて、ひとまず戦闘準備をしてはみたものの、先制攻撃をするつもりはないのだろう。

「九九命、キミは霊保の部長なんだぞ？　魔ま街がいを荒らすようなマネをすれば、役職を失うだけではすまないということを忘れるな」

「ニョロりの言う通り、ここで暴れるのはやめといたほうがいいわね。その人形、どうやら妹さんの魂を封印してるみたいだけど……下手に傷がついたら、とり返しのつかないことになるんじゃない？」

　ひよりとすずめへ交互に視線をむけながら、九く九く命みがしばし思いを巡らすように口をつぐむ。そして数秒後、人形を両手で包み込むようにしてもち直しつつ、妖あやしい笑みを浮かべた。

「ブチョーのイスなんて、どうでもいいの。でも、この人形こがキズつくのは、困るわ。だから、できることなら退ひいてほしいんだけど……じゃないと、テカゲンするヨユーがなくなっちゃうから」

「せんじゅ───────っ！」

　いきなりコメディが叫んだ。

　途と端たん、彼女のほっそりとした背から、幾本もの青白い腕が生えてきた。とまることなく次々と、まるでハリネズミが針をわしゃわしゃと逆立てたかのように。女性のモノと思われる、たおやかな、それでいてあたたかみのない腕が生えてくる。

　ほぼ同時に、ゴオオゥゥと【徒桜あだざくら】が炎を噴き出した。ひよりが、燃えさかる刀を中段に構えた。

　すずめも素早く動いた。警棒状だった【鵺ぬえ震なり】をシュパッと槍やりに変え、穂ほ先さきを鬼き造ぞう少女にむける。

　悠ゆう斗とは、とっさに動けなかった。コメディを抑えるべきか、それともひよりたちを……。

　クリスマスローズは……、と目をむけた先で、彼女だけが場の緊迫感から距離をとり、どこかあきらめたような顔で肩をすくめていた。

　クリスマスローズが、着物の袖そでをひょいと振ったあと、軽く両手をひろげた。

「みゃ～、くくみんがそこまで気持ちを固めてるんだったら、みゅ～、好きにやってみたらいいんじゃない？　やるだけやってみるというのも、みょ～、悪くないと思うわ」

　その言葉が、場に満ちていた緊張感を霧む散さんさせた。




　亜あ夢むたちが倒れている場所に戻ったあと、九九命がすぐさまコメディに指示を出した。

「みんなを起こしてあげて」

「は[image: ][image: ][image: ]い」

　元気な返事のあと、両手をひろげたコメディが、「くるくるぅ～」とその場で回りはじめた。どこか子どもが遊んでいるようにも見える、三回転。そして、ピタリと停止。

　変化は、すぐに現れた。

　色違いの双そう眸ぼうが鈍い輝きを放った。

　途端、呼応するかのように亜夢やルージュ、そして大勢の突然変異霊ミユーテストたちの霊体からだも輝きはじめた。目にやさしい光だ。

　近くにいたクリスマスローズの着物姿も、例外ではなかった。顔の左右に細い三つ編みをつくった薄茶色のロングヘアも、赤いランドセルも、ぼんやりと発光している。神仙格インモータルである魔ま街がいの主は、そんな光景に驚くことなく様子を見守っている。

　ひと呼吸後、まるでひとつの生き物のようにうねうねと中空に集まりはじめた光が、そのまま動きをとめることなくコメディの両眼に吸い込まれていった。

　ほどなくして、亜あ夢むがひょこっとからだを起こした。そして、巣穴から出てきた小動物のようにキョロキョロと辺りを見回したあと、すぐさま悠ゆう斗とに目をとめる。

　ふわっと微笑ほほえんだ妹に、悠斗は軽く右手をあげてこたえた。

　ルージュや突然変異霊ミユーテストの少女たちも、次々と起きあがってくる。寝ぼけ眼まなこでぼんやりしている者はだれもいない。スイッチ・オン、完全始動！　という感じで、全員がきびきびと動き出す。こんなところが、生身の人間との明確な違いなのだろう。

　人間にしか見えないが、彼女たちは全員、間違いなく霊なのだ。

　亜夢とルージュが、悠斗たちに歩み寄ってきた。突然変異霊の少女たちは、なにがどうなっているのかわからないといった表情ながらも、まるで霊的な磁力があるかのようにクリスマスローズの周りへ集まっていく。

　ルージュが、九く九く命みとコメディにジ──ッと視線を注いだあと、クリスマスローズへ顔をむけ、またジ──ッ。その後、水色の髪に指先をもぐり込ませ、カリカリと頭を掻かくような仕草を見せた。

　意識を失っていた間にひと悶もん着ちやくあったようですが、ん[image: ][image: ]、なにがどうなっているのでしょう……、という心の声が聴こえてきそうだ。

　そんなルージュの肩をポンと叩たたいたすずめが、「魔街を出たら、説明するわ」と囁ささやいた。

　仲間たちへサッと視線を投げたあと、ひよりが数歩だけクリスマスローズのほうへ近づき、深々と頭をさげた。

「いろいろ世話になった。心より感謝する」

　普段なら背や肩から流れ落ちているはずのロングヘアも、濡ぬれてからだに貼りついているため、そのサラサラ感はすっかり沈黙している。

　クリスマスローズが、目もとに寂しさを滲にじませるような微笑みを浮かべた。

「みゃ～、〈皇こう魔まの卵〉のカケラは、桜っちからそっちの鬼き造ぞうっ子に移っちゃったけど、ま、問題ないでしょ。みゅ～、鬼造っ子の霊障壁クロス、かなり厚いから邪気も外にもれてないし、ね。心配なのは……」

「しんぱいしないでねぇ」

　コメディが、敵意や嫌いや味みなどなにもない明るさで、クリスマスローズの言葉を遮さえぎった。

　鬼造少女の横で、九九命がうっすらと唇を笑みのかたちにしている。

　ルージュが、水色の髪を指に巻きつけながら、なにかを察したような表情でクリスマスローズとコメディを交互に見ている。

　きょとんとした顔の中に微かすかな不安をチラ見せしていた亜あ夢むが、悠ゆう斗とにそろそろと身を寄せてきた。そして手の届く間合いに入るなり、サッと左腕にしがみついてくる。

　倒れている間になにがあったのか、わからない。それがとても嫌だし、なんだか不安だから、とにかく兄にくっついて静かにしていよう、という慣れ親しんだ妹の思考はすぐに読みとれた。

　悠斗は、自らの左腕を通して亜夢の確かな存在感を噛かみしめながらも、ひよりに倣ならって魔ま街がいの主に頭を下げた。

　亜夢もあたふたといった様子で兄から離れ、横にならんでお辞じ儀ぎをする。

　すずめとルージュも、それぞれ頭を下げている。

　クリスマスローズの微笑ほほえみには、別れるそのときまで、なにか言いたげな色が浮かんでいた。




　亜夢とルージュが、突然変異霊ミユーテストの少女たちに借りていた着物からもとの私服に着替え、一方でシャツとパンツだけだったひよりは、クリスマスローズから「みゃ～、その着物、桜っちにプレゼントするわ」という言葉をもらったあと、ルージュが身につけていたそれに素早く袖そでを通し、慣れた手つきで帯を巻いた。

「ちょっと、〝徒桜あだざくら〟を抜きづらいな」

　というひよりの文句には耳を貸そうとせず、みんなの着替えが終わるや否や九く九く命みが歩き出す。

　悠斗たちは、クリスマスローズや突然変異霊の少女たちに大急ぎで別れを告げたあと、白銀のツインテールを追った。

　そのまま足をとめることなく、振り返りもせず、第三魔街の門を抜け、〝永久とこしえの森〟に挟まれた道を通り、現世と魔街をつなぐ門前空間フロントに入る。

　だれに言われるまでもなく、悠斗が先頭を歩いた。

　魔街にいくとき、肉体以外の物質が霊粒子に分解されたことは忘れていない。当然、女の子たちも忘れてないだろう。

　ルージュが言っていたことを思い出す。

『魔街へ入る際、その門前空間で肉体以外の物質が霊粒子に分解されたあと、穢けがれを払ってから霊的なモノに再構成されます』

　ならば、現世へ帰る際、衣服が霊的なモノから物質的なモノへと再構成される可能性も考こう慮りよしておかなければならないということだ。

　悠斗は、進む先どころか、足もとさえまるで見えない暗い空間の中をゆっくりと進み続けた。「まっすぐ。はい、そのままで大丈夫です」と後ろから聞こえてくるルージュの声だけが頼りだ。

「ゆ、悠ゆう斗と、振りむくなよ」

　五〇歩も歩かないうちに、背後から肩をつかまれた。どうやら、ひよりの着物が消えたらしい。魔ま街がいで借りた着物であっても、物質化を免れることはできなかったようだ。

「悠斗くん、ふふ、チラ見もダメよ」

　もちろん、後ろを見る度胸なんてない。

「お、お兄ちゃん、まっすぐ歩いてね」

「うちは、悠斗さんになら、べつに見られてもかまいませんけど」

「サ、サイレン、いきなり、なにを……ちょ、ちょっと大きいからって……」

「あう～、ぷにぷにぃ、おっきいねぇ」

「ぃやん、そんなに強く押さないでください」

「コメディ、ムボービに触っちゃダメよ。皮下シボーが伝う染つるわ」

「脂肪が他者に移動するわけがない。そんなウマい話が、って、なにを言わせる！」

「うふふふ、桜さくらヶが丘おかさん、女のカチはそこのふくらみだけでは計れないわ。そんなに落ち込まないで」

「ゆ、指をさすな！　それに、わたしは落ち込んでなんかいないぞ！」

「おちこまないでねぇ～」












「う、うるさいな」

　女の子たちの会話にドキドキしながら、悠ゆう斗とは踏みしめる地面さえ見えない道をゆっくりと進んだ。




　合同庁舎に帰り着いたあと、悠斗は服がもとに戻った九く九く命みと先頭を入れ替わった。というよりも、あっさりと追い抜かれた。

　黒いゴシックロリータドレスのスカートが、すべるように廊ろう下かを進んでいく。なにかに急せかされているようにも見えた。彼女はいまも、胸に木き彫ぼりの人形を抱いている。大事なモノを守るかのように。

　コメディが、跳ねるような歩き方で九九命についていく。

　悠斗は、そんなふたりに遅れないよう足を速めた。亜あ夢む、ひより、すずめ、ルージュの四人も離れることなくついてくる。

　迷路を抜け、魔ま街がい行のスタート地点となった喫茶店『ころべぇ』の前を通りすぎ、そのままエレベーターホールを通過したあと、階段で三階までのぼった。

　たどり着いたのは、『部長室』という札が下がったドアの前だった。『霊れい障しよう対策部』の部長室と同じ、どこか威圧的な趣のある茶ちや褐かつ色しよくだ。もちろん、ドアのむこうに霊対の部長である九く十じゆう九く里り浜はま九く九く狼ろうはいない。ここは、『霊力保管部』の『部長室』なのだから。

　部長室の幅は六メートル、奥行きは八メートルほどだろうか、角部屋であるため、右手に大きな出窓がある。品のいいレースのカーテンがかかってはいるものの、花や観葉植物が飾られているわけではないので、なんだか寒々しい雰囲気があった。逆に、左手の壁は天井まですべて本棚になっているため、奇妙な圧迫感がある。

　部屋の中央にドカンと陣どっているのは、長方形のテーブルとむかい合わせに置かれた革張りの黒いソファだった。ひとつのソファが、まるでベッドのような大きさだ。

　そのむこうにある巨大な机の上には、書類が山と積まれていた。

　九九命が、ソファに挟まれたテーブルの上に、木彫りの人形をそっと置いた。そしてすぐさま、毛足の長い絨じゆう毯たんに両りよう膝ひざをつく。

　コメディは、慣れた様子でソファに腰を下ろした、かと思いきやそのままころんと寝転んで目を閉じ、五秒もしないうちにスースー寝息を立てはじめる。

　そんな鬼き造ぞう少女には見むきもせず、九九命は人形と目線の高さをほぼ同じにしたまま、なにやらぶつぶつとつぶやきはじめた。

　悠斗は、〝どうすればいい？　〟といった質問を視線にのせ、窓側に移動したひよりに顔をむけた。

　白い着物姿の彼女が、ゆっくりとした動きで立てた人差し指を赤い唇に押し当てた。

　黙って待て、ということだ。

　部屋の空気に染み入るのは、九く九く命みの不ふ明めい瞭りようなつぶやきだけ。いや、あとひとつ。壁にかけられた丸時計の秒針が、確実に時を刻きざむ音も。

　現在、一六時五〇分。




　三分ほどしか待たなかった。

　テーブルに人形を置いたまま、九九命が重力を感じさせない動きで立ちあがった。そのまま、コメディの足をおしやるようにしてソファにお尻をのせる。

「みんなスワって。いろいろ訊ききたいことがあるでしょ？」

　彼女が、対面のソファを指し示したため、悠ゆう斗とは迷うことなくその中央に腰を沈めた。

　と、まるで椅子とりゲームのように、ひよりが右隣、すずめが左隣に腰をすべり込ませてきた。しかも、悠斗に肩を擦こすりつけるようにして。詰めなくても、ソファの大きさは十分に余裕があるのに……。

　ルージュが、やれやれといった表情で肩をすくめたあと、すずめの隣、ソファの左端に座った。

　最後に、亜あ夢むがジト～ッとした視線を悠斗の横顔に注ぎながら、ソファの後ろを回り、その右端に小さなお尻を押し込んだ。

　九九命が、色彩どころか感情の色まで欠落した瞳どう孔こうを悠斗にむけてくる。

「力を合わせるからには、こちらがもっているジョーホーはすべてツタえるわ。わからないことがあったら、なんでも訊いて」

「では、まずその人形について教えて頂いただけますか？　どなたかの魂が封じ込められているようですが……」

　すぐさま問いを口にしたのは、ルージュだった。細く長い人差し指で、テーブルに置かれた木き彫ぼりの人形を指し示している。

　彼女の質問に最も食いついたのは、亜夢だった。無言ながらも、ソファの右端からあからさまに身をのり出している。

　ふたりは、意識を失っている間の出来事をなにも知らされないまま、それでも黙ってここまでついてきた。疑問や好奇心をもう抑えなくていいとなれば、それがポンと口から飛び出したり、思わず態度に出てしまうのも無理のないことだろう。

　悠斗にむけられていた九九命の視線が、ゆるりと下に落ちた。人形を見つめる表情には、確かなぬくもりが感じられる。

「飛白かすりの魂がフウじコめられたモノよ」

「カスリ、さん、とは、もしかして……」

　ルージュの言葉にかぶせるように、「九九命の妹よ。双子の、ね」とつぶやいた彼女の瞳ひとみから、ぬくもりが瞬時に消し飛んだ。代わりに現れたのは、強い意志の光だった。

「あんたの妹さんって、そのぅ、二年前に……」

「悪あく霊りようジコにアって命を落としたわ。中二のときよ。一四になったばかりだったわね」

　九く九く命みは、すずめにもすべてを言わせなかった。話を無駄なく進めたいのだろうか、それとも、同情されるのが嫌なのだろうか。薄い、それでいて強力なバリアを張っているようにも見える。

「キミの妹の魂を人形に封じ込めたのはだれだ？　目的は？」

　というひよりの質問にも、九九命はほとんど感情を表に出すことなく、順を追って説明してくれた。

　悪霊事故で命を落とした飛白かすりの魂を人形に封じ込めた人物は、彼女の祖父であり、霊れい障しよう対策部の部長でもある九く十じゆう九く里り浜はま九く九く狼ろう。

　肉体を離れた魂が、なんらかの理由で四九日以内に成じよう仏ぶつできなければ、その後じわじわと現世の穢けがれに汚染され、一〇〇日を越える頃には完全な悪霊と化す。だが、悪霊に傷つけられた魂は、そうではない霊魂よりもずっと早いスピードで堕おち、三〇日を待たずして悪霊となる。この場合、霊れい街がいの浄化力では悪霊化を遅らせることはできても、その進行をとめることはできないという。

　だから、古くからの知り合いだったクリスマスローズに頼み、特例中の特例として霊街よりもずっと浄化力の強い魔ま街がいに置いてもらうことにした。

　悠ゆう斗とはここで、ルージュが魔街の浄化力について話していたときのことを思い出した。

『強すぎる洗剤は、衣服の色まで落とします。それどころか、繊せん維いまで溶かしてしまいかねません。魔街の浄化力は、普通霊にとっては強すぎるのです』

　が、すぐに人形内に封じ込めた状態であればその点は心配しなくてもいいという説明を聞き、納得することができた。自由度はゼロになるが、霊街よりもはるかに強い浄化力で霊体をきれいにできるという。

　九九命の言葉が途切れたタイミングで、ひよりが新たな質問を口にした。

「部長は、カスリくんの魂を清めたあと、どうするつもりだったんだ？」

　言外に、〝どうして斬きらなかったんだ？〟という問いが存在していることに悠斗は気づいた。

　霊障対策部の部長なら、短期間で堕正する恐れのある霊ならば、その場で浄化斬って理ことわりの流れへ送ってやるのが務めのはず。それなのに……、ということなのだろう。

　亜あ夢むが、なんらかの痛みを堪こらえているかのようにきつく目を閉じた。

　すずめが、わずかに右みぎ眉まゆをあげ、悠斗越しに横目でひよりを見た。

　ルージュが、静かな表情で対面に座る九九命を見つめた。

　コメディは、相変わらずスースーと規則正しい寝息を立てている。

　霊力保管部の若き部長が、「わからない」と短くこたえた。

　ひよりが、「だろうな」とうなずいたあと、すぐに言葉を続けた。

「他の霊なら斬きっていたはずだ。それでも、やはり……」

「孫娘にむかって、さすがに〝雉ち兎と世せ〟は抜けなかったんだとオモう」

　九く九く命みがほんのわずか、注意していないと気づけないほど微かすかに、唇の両端をあげた。

【雉兎世】とは、九く九く狼ろうが常にもち歩いている仕し込こみ杖づえの名である。【徒桜あだざくら】とは違い、霊だけでなく人も斬れる、と以前ひよりが言っていた。

「部長って、ああ見えて情にもろいから」

　すずめが、微苦笑を浮かべた。

「九九狼さんのことですから、カスリさんの魂を清めたあとは、どこかの霊れい街がいへ……と考えていたのかもしれませんね」

　ルージュが、目もとをゆるめた。

　亜あ夢むも、ホッとしたような顔をしている。

　部屋の空気が、ほんの少しだけやわらかくなった。が、悠ゆう斗とは逆に気持ちを引きしめた。

「でも、キミは妹を霊街に送るつもりはないんだろ？」

　九九命の白瞳をまっすぐに見つめた。

「そのトーりよ。だから、オジイ様が飛白かすりの魂をどこへ運んだのか、イジで調べあげたの。ここまできたら、もうゼッタイに引き下がるつもりはないわ」

　彼女のこたえには、確かな決意が込められていた。




　話している最中、テーブルに置かれていた木き彫ぼりの人形が淡い輝きを放ちはじめた。

　頬ほおを強こわ張ばらせた九九命が、ソファからそっと立ちあがる。

「シンパイないわ。封印を、ヤブっただけだから」

　封印を破った？　ということは……。

　人形から、なにかが滲にじみ出てきた。霧のような、手で払えばすぐにでも消えてしまいそうなそのなにかは、すがりつく場所を求めるかのように一度は天井付近まで立ちのぼり、その後、再び降りてきた。

　迷い、怯おびえているかのようなそのなにかが、ゆっくりと人のかたちをとりはじめる。

　ほどなくして、テーブルの横に九九命とそっくりの、しかし少しばかり幼い雰囲気の少女が姿を現した。からだが半透明であるため、ひと目で霊だとわかる。

　肩まで届くセミロングのストレートヘアは、九九命と同じ白銀色。身につけているものは、丸い襟えりもとと袖そで周りに控えめなフリルのついたクリーム色のシャツ、臙えん脂じ色と紺色のチェック柄ミニスカート。そして、細い足に黒のストッキングと焦茶色のローヒール。

　伏せた目には、なんの意志力も感じられない。瞳どう孔こうは、九九命の澄みきった白とは似て非なる白はく濁だく色だ。

　九く九く命みが、下唇を震わせながら捩ねじれたような声を出した。

「かす、り……」

　……………。

　返事はない。

　二年ぶりに会う妹へ、九九命がもう一度呼びかけた。

「九九命よ……わかる？」

　飛白かすりの肩にそろそろと右手を伸ばし、触ろうとして、霊体を素通りし、指先をしばし彷徨さまよわせたあと自らの胸もとに引き戻した。

　悠ゆう斗とは、どんな言葉をかければいいのかわからないまま、外見的にも精神的にも二年という時間差ができてしまった双子の姉妹を見つめていることしかできなかった。

　亜あ夢むも、ひよりも、すずめも、ルージュも、みんな無言だ。スー、スーというコメディの規則正しい寝息だけが聞こえてくる。

　飛白は、ショーウィンドーの中にたたずむマネキンのように、ぴくりとも動かない。指先どころか、まつげさえも。いまの彼女は、触霊能力をもたない者には決して触れることのできない、美しい展示用人形となんの違いもなかった。

　この場で霊に触れることができる者は、悠斗、亜夢、ルージュの三人だけ。直接見たことはないが、おそらくコメディも。しかし九九命は、霊を滅する技術をもってはいても、霊体を抱ほう擁ようすることはできないのだ。

　グッと右手を握った九九命が、双子の妹から目をそらし、書類が積みあげられた机まで移動した。と思いきや、書類の谷間からコードレスの受話器をとり出し、耳に当てた。

「はじめるわ」

　発した言葉は、それだけだった。




　九九命が受話器を置いたあと、一分も待つことなく霊力保管部の部員数名が部屋に入ってきた。

　その後、彼らの指示に従って亜夢が飛白の手を引いて別室へ移動することになった。コメディも、寝たまま担ぎ出されていった。

　部長室に残された悠斗、ひより、すずめ、ルージュの四人は、「今後のセツメーをするわ」という九九命と再びテーブルを挟んでむかい合った。

「まず、飛白の霊体に残ったケガれをきれいにとり除くため、特別浄化室に入れるわ」

　続けて、

「アムさんにも、疑似霊界室にはいってもらうから、そのつもりで」

　疑似霊界室？　なんのために？　という悠斗の疑問を察したのだろう。九九命が、「シンパイしないで」と瞳ひとみに微量のやわらかさを滲にじませた。

「コメディのルート６６６から霊界成分をチュー出しゆつして、霊気濃度をおよそ千倍にした部屋よ」

「千倍って……」

　悠ゆう斗とは思わず、驚きをもらした。

　そんな部屋に入って、大丈夫なのか？

　九く九く命みが、悠斗の表情をさぐるような目で、言葉を継ぐ。

「霊界にはいるまえに、からだを慣らしてもらうヒツヨーがあるの。霊界にいる時間を短縮するためよ。キケンな時間をカノーな限りチヂめるための準備だとかんがえて。フツーなら数ヶ月から数年はヒツヨーだけど、はいるまえから慣らしておけば、あとは現地で微調整するだけですむわ。予測だけど、霊界には二四時間もタイザイしなくてすむはずよ」

「その他の準備に、抜かりはないのか？　不安な点があるなら、いまのうちに言っておいてくれ」

「そうね。過去に成功例がないってことは、つまり……簡単じゃない、ってことだから」

　ひよりとすずめが、悠斗の右と左から揃そろって言葉を投げる。

　ソファの左端に座っているルージュだけが、なにかを考えているかのような表情で出窓のほうへ目をむけている。

　九九命が、両手を左右のふとももで挟み込んだ。白い十指が、ふんわりとした黒いスカートに突き立っているように見える。

「霊業界のチシキとギジュツは、日進月歩しているわ。ちょっとまえまではフカノーだと思われていたことが、きょうではフツーのことになっているのよ。不安な点なんて……」

「本当に、不安や不確かな点はないんだな？　見落としや不十分な検証、あるいは盲もう点てん。言い出したらキリがないということは、十分に承知している。それでも、あえて言わせてもらう」

　ひよりが腕を組む。が、魔ま街がいからずっと着物を身につけていたことを思い出したのだろう。すぐに腕を解とき、袖そでのシワを伸ばしはじめた。

　九九命が、色のない瞳ひとみに強い怒りの色を滲にじませた。しかし、そんな感情をぐりぐりと踏み潰すかのように目を伏せ、数秒後、再び長いまつげをあげたときにはもう、感情の読みとりづらい無色透明な光をとり戻していた。

　スカートから両手を引っこ抜き、軽く握った左右の手をふとももにのせる。

「ショージキにいえば……いまこの瞬間も、不安で胃液を吐いてしまいそうよ。トーゼンでしょ、妹の魂がかかってるんだから。でも、ゼッタイにセイコーさせるわ。九九命は、ゼッタイに……」

「うちも、亜あ夢むさんたちといっしょに、霊界へ入ります」

　九九命の言葉を遮さえぎるようにして、ルージュが口を開いた。

　え？　とみんなの視線が彼女に集まる。

「亜あ夢むさんとカスリさんが霊界に入ったあと、そこで霊体を慣らす間、そして再び人間界へ帰るまで。うちが全力で守りましょう」

「サイレン、キミも人間に戻るのか？」

「いえ。うちは、できることならクロ様の跡を継ぎ、霊たちがやすらげる場所をつくりたいと考えています。ですから、亜夢さんとカスリさんのつき添いという立場以上のことは望んではいません」

「ほんとにそれでいいの？　亜夢ちゃんをサポートするだけ？　ルージュだって、人間に戻れるチャンスなんじゃない？」

　すずめの言葉に、ひよりも小さくうなずいた。

　ルージュが、目もとだけをゆるめた。

「うちと亜夢さんたちでは、〝人間に戻る〟ということの意味合いが大きく違います。意味合いが、大きく、違います。あまりにも明確な違いがあるため、繰り返しました」

　ひよりとすずめは、それ以上なにも訊きこうとしなかった。

　悠ゆう斗とは、心の中で頭をさげた。

　ルージュと初めて会った日のことを思い出す。

『うちは、一七のときに命を失ってから、今年で五六年目を迎えます』と彼女は微笑ほほえんでいた。『生前の記憶がありませんから、人間だった頃の思い出がないのです』とも言っていた。

　人間に戻るよりも、彼女には上位精霊ヴアルゴとしてやりたいことがあるのだ。

「ホントーに、ありがたいわ」

　九く九く命みが、悠斗とまったく同じ気持ちを言葉にした。




　九九命の説明が続いた。

　現在、霊界の調査はかなり進んでいるという。それと同時に、霊体が肉体をとり戻す方法、いわゆる受肉に関するデータも随分と蓄積されているらしい。

　霊獣による受肉実験では七五％の成功率を保っている、と九九命はさらりと言ってのけた。そして、肉体をとりもどした霊獣たちは、国内某所にある幻獣パークでのんびり暮らしている、とも。

　未知の世界の話に、悠斗はただただ相あい槌づちを打つことしかできなかった。ひよりやすずめも知らなかったようで、「幻獣パークだと？」「なにそれ？」と驚いていた。ルージュだけが、「霊獣は多種多様ですから、食事や居住空間の確保がたいへんそうですね」と笑っていた。

　だがすぐに、「人間霊における受肉のセイコー例は、ないわ」という九九命の言葉を聞いて、ひより、すずめ、ルージュの表情からいっせいにゆるみが消えた。

　悠ゆう斗とは、胸の奥をねじられるような痛みを堪こらえつつ、気をぬくと一気に沈没してしまいそうな気持ちを整えた。

　わかっていたことだ。死者となった人間が魂をとり戻し、何事もなかったかのように人生を再スタートさせるなんて、本来なら理ことわりに反したことなのだから。

　それでも、

「今回は、いままでとは違うんだろ？」

　からだ中に降り積もっていたすべての希望を掻かき集あつめ、九く九く命みにたずねた。

「もちろんよ」

　泣きたくなるほど嬉うれしいこたえを、即答でもらえた。が、感かん涙るいにむせぶのも歓喜の雄お叫たけびをあげるのも、まだ早い。

　九九命が、低温の口調を崩すことなく続けた。

「さっきもいったけど、霊業界のチシキとギジュツは、日進月歩しているの。それに、今回は受肉キボー霊、及び現世への引きもどし役を担うメンバー構成がジュージツしているわ。ジョーキョー処理能力の低いシロートはひとりもいない」

「確かに、な」

　ひよりが、耳にかかった黒髪を払いながら、ほんのわずかに胸を反らした。

　だがすぐに、すずめが少々不安になることを口にした。

「確かに、みんな場慣れしてるけど、ケロみ、あんたの妹はどうなの？　普通霊だったけど、それなりにやれるのかしら？」

　瞬間、九九命の目もとがピクッと痙けい攣れんした。しかし、表情はわずかも崩れない。

「もしかして、なんの力もないんじゃない？」

　すずめが、そっと言葉をつけ足した。追い込むとか、責めるといったつもりはないのだろう、声こわ音ねには相手に寄り添うようなあたたかみがある。

「……………」

　九九命が無言のまま、悠斗たちの心理を探るような目をむけてくる。それをうけ、ひよりがわずかにからだを前へ傾けた。

「カスリくんに力がないのなら、みんなでカバーすればいい。わたしたちは、仲間を見捨てない。これだけは信じてほしい」

　ルージュも、ふんわりと薫かおってくるような仕草でソファから身をのり出した。

「ふふ、霊対の部長は、あなたのお祖じ父い様さまですよ。そして、トリプルと南なん條じようさんは彼が手塩にかけて育て、信を置いている部下です。それから、悠斗さんには亜あ夢むさんという大切な妹がいます。九九命さん、あなたの気持ちをだれよりもよくわかってくれるはずです。だから……これ以上は、なにも言う必要がありませんね」

　九く九く命みが、幾分丸くなっていた背筋を伸ばしてソファに座り直した。

「飛白かすりは、フツーの子よ。タタカいになったら、マチガいなく足手まといにしかならないわ。でも、そんな子でも……」

　ここで、スカートに顔を埋うずめんばかりに頭をさげた。ツインテールの毛先が、左右とも床まですべり落ちる。

「どうか……助けてあげて」

　妹を想おもう九九命の気持ちが、悠ゆう斗との中へ勢いよく流れ込んできた。血のように熱いそれは、なんの拒絶反応も示すことなく瞬またたく間まに全細胞へと浸透していく。

　共感にからだが熱くなる。心も共振している。想いが共鳴したのだろうか、目の奥も熱くなる。だが、熱を放出するための行動を、悠斗はいっさいとらなかった。涙も意地で堰せきとめた。

　まだ、そのときじゃないから。

　いま、この瞬間は、九九命の想いをうけとめるだけでいい。




　ちゃんとした言葉はなかったものの、部屋の中にいた全員の心が、互いに手を伸ばし合うという感覚が確かにあった。手と手をとり合うイメージが脳のう裏りに浮かぶ。

　そんな雰囲気の中、九九命が受肉までの手順を説明してくれた。

　要約すると……。

　まずはじめに、疑似霊界室で、可能な限り亜あ夢むと飛白の霊体を霊界の気に慣れさせておく。しかしそれでも、最後の微調整は、霊界に入らなければできない。

　次に、『黄泉孔道ルート６６６』の吸引力を調節して、霊界の入口付近に入る。入るのは、亜夢、飛白、ルージュ、コメディの四人。

　その後、霊気濃度が高い三さん途ずの川かわの河原付近へ移動する。そこで、現世時間に換算して、飛白は一二時間、亜夢は二四時間ほど滞在して霊体を慣らす。

　もし可能なら、霊界産の新鮮な食べ物を口にする。そうすれば、時間に関係なく即座に霊界住人の仲間入りができるという。

　霊界に慣れてしまった霊は、自力で異界間を越えることができなくなるため、悠斗たちが霊界に入って亜夢を連れ戻す。その際、霊体に触れることができないひより、すずめ、九九命の三人は、霊糸で編んだ触霊用の手袋を着用して、霊体を引っ張るための準備をしておく。

　ここで、九九命の口調に熱がこもった。

「異界間を越えるとき、かなりのフカがかかるから、サイゴのサイゴまで気を抜かないで。こればかりは、同種族じゃないとダメだから。霊獣でナンドか試してみたけど、すべて失敗したわ。霊獣は、霊獣ドーシ。人間は、人間ドーシじゃないと、サイゴの一線を越えることができないの……人間のセイコー例は……ない、けど」

　熱量は、最後までもたなかった。

　とにかく、霊界に染まりきった霊を現世へ出すことができれば、その時点で受肉成功となる。命を落とした人間が、再び生を得ることができるのだ。

　ざっくりとした流れを説明し終えたあと、九く九く命みが両手を組み合わせて拳銃をつくった。銃身を模した二本の人差し指、その先端を悠ゆう斗とにむけてくる。

　ズキュ──ン！　という効果音が聴こえてきたような気がして、悠斗は思わず左胸を押さえた。

「一いちノの瀬せさん。あなたは以前、霊い糸とがキれたコドモの魂を肉体に戻してるわね？」

　幸こう田だ正おさ夢むのことは、鮮明に覚えている。もうすぐ五歳になるという男の子だった。悪あく霊りよう事故で肉体と霊体が離れてしまい、その後、スペードの手によりからだと魂をつなぐ霊糸を切られてしまった男の子だ。

　それでも悠斗は、鼓こ動どうがとまった男の子のからだに霊体を押し込み、必死で叫び、この世に呼び戻した。

「報告書、読ませてもらったの。あなたのその力、キタイしてるから」

「あ、ああ。がんばる、よ」

　目を細めた九九命は、すぐに悠斗から視線を外して話を続けた。




　霊界に入った亜あ夢むたちが注意しなければならない点は、同行するルージュにむかって細かに伝えられた。

　霊たちを三さん途ずの川かわの対岸へ押しやろうとする鬼属たちを、どのように欺あざむき、そして排除すればいいのか。

　数は、圧倒的に鬼属たちが上。だから、逃げ隠れできるうちは全力でそうする。そのために鬼属除よけの〝お守り〟を身につけてもらうが、これは気休め程度の効果しか期待できないという。

　霊獣と比べ、人の霊はあまりにも脆ぜい弱じやくであるため、鬼属たちの眼力だけであっさりと抗あらがう意志を奪われてしまう。

　亜夢とルージュは上位精霊ヴアルゴであるため、その心配は極小だが、普通霊である飛白かすりにとっては天災にも等しい危険となる。だから、コメディに〈皇こう魔まの卵〉のカケラを与え、鬼属の眼力を凌りよう駕がするという双宝玉眼ふたたまのまなこを手に入れさせた。

　九九命が立てた飛白の受肉計画は、もともとコメディ頼りだったという。

　もし、〝お守り〟の効果も消え、鬼属たちに襲われ、逃げることも隠れることもできなくなったそのときは、霊体が霊界の気に慣れるまで戦い続けるしかない、と九九命は言いきった。

「多勢に無勢で戦うのか？　それでは、あまりにも無策じゃないか？」

　と呆あきれたように言うひよりに、九く九く命みは白い瞳ひとみを自信ありげに輝かせた。

「コメディに叫喚姫マンドラゴラたちをショーカンさせるわ。カノジョたち、現世と霊界の狭はざ間まに棲すむ妖よう花かの精だから、ショクブツ系の精霊らしく、かなり大人しいのかと思ってたけど、うふふ、イガイとケンカ好きみたいよ」

　叫喚姫って確か、コメディが「せんじゅ──っ！」と叫んで呼び出していた、無数の腕のこと？

　思い出した途と端たん、悠ゆう斗とは顔をしかめた。

　青白い、女性のものと思おぼしき腕はかなりの力をもっていた。引っこ抜いても、耳みみ障ざわりな叫び声をあげることで、神仙格インモータルのクリスマスローズを苦しめていた。

　すずめも、悠斗と同じく顔をしかめていた。

「マンドラゴラって、あのウジャウジャハンドのことでしょ？　でも、守れるのはリーチが届く範囲だけで、みんながバラけちゃったら……」

「シンパイないわ。コメディが本気でショーカンすれば、本体がゾロゾロでてくるから。セントー力も及きゆう第だい点てんよ」

　うげっ、とすずめが舌を出した。いろいろ想像してしまったようだ。

　そんな彼女の反応にかまわず、九九命が「そして……」と続けた。

「九九命を含め、迎えにいくガワが気をつけないといけないソンザイが、マンドラゴラたちとおなじ世界、現世と霊界の狭間にすんでいる鬼精、惑わく鬼きよ」

「ワクキ？」

　ひよりのつぶやきに、九九命がうなずいた。

「惑まどわしの鬼。霊体にはなんの害もないけど、生身の人間にとってはヤッカイよ」

「ふ～ん。惑わしの鬼で……惑鬼か。なるほどね。その呼び方から察するに、攻撃法は幻術系かしら？」

　すずめが、かたちのいい胸を左右から圧迫、加えて下からもちあげるように腕を組み、「幻術系って、面倒くさいのよねぇ」と身を縮めた。

　九九命が、そんなすずめからルージュへ、それから悠斗とひよりへ視線を移していく。

「ルージュはヴァルゴだから、惑鬼のことはシンパイしなくていいわ。寄ってこないから。でも、他のみんなは……そうね、コトバでセツメーするより、ジツブツを見たほうがはやいわね」

「実物？　捕ほ獲かくしているのか？」

「一体だけ」

　驚くひよりにむかって、九九命が細い人差し指をピッと立てた。





第二章　チーム結成




　合同庁舎三階の南側階段横に、その部屋はあった。

『惑わく鬼きシミュレーター室』というカマボコ板にしか見えない小さな名札が、ドアに下がっている。

　室内は、五人も入れば息苦しさを感じてしまうほどの狭さだった。

　むかいの壁には、パソコンをはじめ、よくわからない機材がごちゃごちゃとならべられ、床にはコードの束があちこちを這はい回っていた。

　部屋の左手に奥へつながるドアがあった。おそらくは、ドアの先がシミュレーター室、この空間がモニター室なのだろう。

「まずは一いちノの瀬せさんからね」

　九く九く命みが、左手のドアを指し示した。

「オレから？」

「こういうことは、ジェントルマン・ファーストよ。惑鬼の物理的なコーゲキ力は、鬼属内でも最低ランクだからアンシンして」

「よ、よし、それじゃ……」

　悠ゆう斗とは、ひより、すずめ、ルージュの三人とサッと視線を交わしたあと、重々しいドアを引き、その奥へ入った。

　真っ白い、なにもない部屋だった。大股で五歩もすすめば、奥の壁に触れることができるだろう。

『惑鬼を放すわよ。からだゼンブでその感覚をキューシューして』

　どこからともなく、九九命の声が聞こえてきた。ほどなくして、シュ───、という空気もれのような音が耳たぶにからみついてくる。

　ざわり、と空気がゆれた。そんな気がした。

　なにかが現れた。そんな感覚があった。

　だれかが見ている。そんな薄気味悪さも。

　悠斗は、そろそろと部屋の中央へ足を進めた。そして、立ちどまったそのとき、背後に確かな気配を感じ、反射的に振り返った。

　灰色がかった靄もやが、蠢うごめいていた。

「これが、惑鬼？」

『からだで覚えて』

　九九命に続いて、ひよりたちの声も部屋の中へ流れ込んできた。

『ふむ、不定形の鬼属か』

『ニョロ刀むき、ね』

『惑まどわし鬼というからには、その呼び名に相応ふさわしい能力を有していると考えるべきです』

　どこかに設置されたカメラから、悠ゆう斗との様子を見ているのだろう。だが、どの角度から撮られているのか、まるでわからない。

　靄もやが、徐じよ々じよに人のかたちをとりはじめた。

　悠斗の肩より、ほんの少し高い身長。細身。腰まで届く黒髪。白い着物姿。

「は？」

　どんな怪物が……、と思いきや、現れたのはモニター室にいるはずのひよりだった。

「ひより？」

『なんだと？　もしかして、わたしに化けているのか？　む。なんの変化もないように視みえるが……』

『惑わく鬼きの力は、カメラにエイキョーを及ぼさないわ。狙った生者の視覚や聴覚をコーゲキするだけよ』

『ふん、わたしに化けて、なにをするつもりだ？』

　どうやら、モニター室のみんなには、惑鬼の姿や動きが見えていないようだ。

　悠斗は、軽く開いた両手を胸の高さにあげ、ひよりの姿になった惑鬼の出方を窺うかがった。

　どんな攻撃をしてくるのだろう？　頭突き？　噛かみつき？　引ひっ掻かき？　鉄拳？　和服だからといって、蹴り技がこないとはいいきれない。

　攻撃をうけた場合、殴り返していいのか？

　爆風パンチを叩たたき込んだら、下手をすると一撃で消滅させてしまうかもしれない。捕ほ獲かくしているのは一体だけだと九く九く命みが言っていたから……、よし、防ぼう御ぎよに専念しよう、と両手を胸からさらに口もとまであげた。

「っ!?」

　いきなりだった。

　偽ひよりの頬ほおが、ぽわぽわ～んと紅あかくなった。恥ずかしそうにうつむきつつ、それでも上目づかいに悠斗へチラチラと目をむけながら、左右の白い手、その指を着物の襟えりもとに引っかけた。

「この部屋、少し熱くないか？」

　本人のものとしか思えない声を発しながら、襟もとを右と左へゆるゆると引っ張りはじめた。その下から現れたのは……。

「お、おい、ちょ……」

　偽ひよりが、指の先までたっぷりと色気がゆき渡っているかのような仕草で、左肩をはらり、とまることなく右肩をひらりと顕あらわにしたあと、まるでこちらを挑発するかのように女の子特有のふくらみを左右から押しあげ、決して深いとは言えないものの、あまりにも蠱こ惑わく的てきな谷間をつくり出した。

　なめらかなふくらみの先端部は、かろうじて着物の下に隠れている。が、しかし、桃色の蕾つぼみがはいているスカートの丸みが微かすかに顔を覗のぞかせていて……。

　悪魔的なチラリズムに、悠ゆう斗とはごくりとツバを呑のみ込こんだ。

「んもう、気づいてないだろ？　ゆ、悠斗の前だから、こんな格かつ好こうをしてるんだぞ」

『悠斗、大丈夫か？　顔が赤いぞ』

　偽ひよりと本物のひよりの声が、ダブルで悠斗の耳に飛び込んでくる。

　前者は、鼻にかかった、聞く者の鼓こ膜まくも心もとろけさせてしまうような甘い声。

　後者は、どこかにあるスピーカー越しの硬い声。

　悠斗は、いまにもポロッと顔を出しそうになっている少女的秘ひ奥おうの頂いただきを凝ぎよう視ししたまま、震える声をもらした。

「いや、なんというか、い、いきなり……」

『いきなり、なんだ？』

「脱ぐから、ビックリして」

『脱ぐ、だと？　おい、ちょっと待て！　わたしに化けた惑わく鬼きが……くっ！』

『ちょっと、ニョロり!?』

『桜さくらヶが丘おかさん、勝手に……』

『落ち着いてください』

　すずめ、九く九く命み、ルージュの声、その残ざん響きようが完全に消えるよりも先に、モニター室へと続くドアが勢いよく開き、そこからひよりが飛び込んできた。

　偽ひよりが、ドアのほうへ色っぽい流し目をむけたときにはもう、ゴオオォォッと炎の刀とう身しんを噴き出した【徒桜あだざくら】の一撃が繰り出されていた。

　惑鬼は、あっけなく消滅した。

　間を置くことなく、ドアから飛び込んできた九九命が、

「キャ──ッ！　桜ヶ丘さんっ！　な、なんてことを……キチョーな惑鬼を浄化するなんて、あ[image: ][image: ][image: ]も[image: ][image: ][image: ]」

　これ以上なにを言えばいいのかわからない、といった様子で自らのツインテールをつかみ、ぎゅ[image: ][image: ][image: ]っと横に引っ張った。

　ドアから室内を覗き込んでいるすずめとルージュは、やれやれといった表情である。ふたりとも、霊力保管部の部長ほど事態を重くうけとめてはいないようだ。

【徒桜】の柄つかを握ったまま、ひよりがジリッと悠斗に顔を寄せてきた。

「み、見たのか？」

「あ、えっと……」

　なにを？　と反射的にとぼけることができず、見たよ、と正直さをアピールできるわけもなく、悠斗は曖あい昧まいな笑みを浮かべることしかできなかった。

　見たといっても、厳密には鎖さ骨こつから両肩までの幅と胸の突とつ起き部が見せそうで見えないギリギリセーフラインまでだ。あくまでも、その範囲内の透明な肌を視界に収めただけ。桃色の花か弁べん、その端っこも見えたけど。

「ぬ、脱いだのは、わ、わたし自身じゃないからな。そ、そのことを忘れないでくれ。だいたい、どうしてわたしの裸なんだ。そんなことをして、惑わく鬼きになんの得がある？」

「いや、裸じゃなくて、胸もとのこのへんまでをチラッと……って、まあ、そんなことはどうでもいいけど……ある意味、攻撃力はあるんじゃないか？」

「攻撃力がある、だと？」

　ひよりの目が、スッと細くなった。

　地雷を踏んだか？

　そう思った悠ゆう斗とは、「あ、いや、べつに変な意味じゃなくて……」と慌てて胸の前で手を振った。が、すぐに気づいた。

　ひよりの頬ほおが、先ほどの偽ひよりなどまるで及ばないほど紅あかくなっていることに。

「……それは、み、魅力的だから、という意味と捉とらえても、いいのか？」

「あ、ああ、そのつもりで言ったから……」

「そうか。うん。お世せ辞じでも、悪い気はしないな」

「いや、お世辞なんかじゃ……」

「気をヒきしめなさいっ！」

　いきなり、九く九く命みに怒鳴られた。

　悠斗とひよりは、揃そろって背筋を伸ばし、素早く彼女にむき直った。

「霊界を甘くみてたら、イタいめにアうわよ！」

「惑鬼を斬きってしまったことは悪かったが、霊界を甘く見ているわけじゃないぞ。これでもプロのクリーナーだ。気をゆるめたりはしない」

「ゆるんでるじゃない！　ホカクにセーコーした惑鬼は、一体だけって言ったでしょ！　ちゃんと聞いてたはずよ！　どうして浄化するのよ!?　わけがわかんないわ！」

「少なくとも、わたしの〝徒桜あだざくら〟で仕留められる鬼属であることが判明した」

「そのくらい、サイショからわかってたわ。惑鬼は低レベルの鬼属よ。物理的にも呪術的にも、たいしたコーゲキ力はないの。チューイすべきなのは、生者を惑まどわす力なのよ」

　九九命の口調が、徐じよ々じよに落ち着きをとり戻していく。

　そんな彼女へ、すずめが声をかけた。

「ナめてるわけじゃない、ってことを先に言っておくけど……惑鬼って、それほど脅きよう威いには思えないんだけど。惑わしてくる、とわかっててその手にのるほど、わたしたちも素人しろうとじゃないわ。もしかして、何百体も相手にしないといけないの？」

「いいえ。多くても、せーぜー一度に二、三体でしょうね」

「だったらなおさら、そんなにこだわる必要はないと思うわ。気にしすぎじゃない？」

「気にしすぎ？」と九く九く命みがつぶやいた。薄紫色の唇が、冷たい笑みのかたちになる。

「気にしすぎですって？　飛白かすりの魂がかかってるのよ。やれることはゼンブやろう。どんなイレギュラにも対処できるよう、バンゼンを期そうってオモうのはトーゼンでしょ」

　悠ゆう斗とには、彼女の気持ちがよくわかった。妹の魂をとり戻せるか否かの準備段階で、手抜きをするなんて考えられない。絶対に失敗できないのだ。やれることはすべてやる。すべてやったあとも、見落としはないかと何度でも確認する。当たり前のことだ。

　ふと横を見ると、ひよりが深々と頭を下げていた。

「本当にすまなかった。貴重な惑わく鬼きを消滅させるなんて、プロとしてあるまじき行為だった。どうか、許してほしい」

　謝罪をうけるなり、九九命が顔をしかめて後ろをむいた。

「ふ、ふん。霊界にはいったあと惑鬼のタイショに時間をかけすぎたら、そのぶんだけ飛白とアムさんがキケンにさらされるわ。そのことだけは、ゼッタイに忘れないで」

「肝に銘めいじておく」

　ひよりのこたえに振り返ることなく、九九命はさっさと白い部屋を出ていった。




　霊力保管部の部長室に戻った悠斗たちは、再び大きなソファに腰を下ろした。

　壁にかかった時計の針は、六時ちょうどを指している。

　悠斗の視線に気づいた九九命が、すぐに教えてくれた。

「飛白の浄化終了まで、あと三時間くらいかしら。そのあと、アムさんがいる疑似霊界室にはいって……そうね、あすの昼頃には、ふたりの準備がトトノうはずよ」

「つまり、あすの昼以降なら、いつでも霊界に入れるというわけだな」

　ひよりが、除霊師クリーナーの目で静かに息を吐いた。

　彼女の呼吸ひとつで、場の空気が引きしまる。悠斗は、そんな気がした。しかしながら、そんな緊張感は九九命の言葉によって吹き払われた。

「霊界にはいるのは、霊波をしらべつつタイミングをはかるヒツヨーがあるわ」

「へ～、やっぱ霊界にも霊波のゆらぎってあんのね。現世と違って、星の運行や地脈の活力とは無関係なんだろうけど……いいタイミングがきそうな頃合いって、だいたいの見当はついてんの？」

　すずめが、ひょいと右の眉まゆをあげた。

「シンチョーに見定めさせてもらうわ。だから、当日になるか、一週間先になるか、一ヶ月後か、いまはまだこたえられないの」

「曖あい昧まいですが、しかたありませんね。亜あ夢むさんとカスリさんの魂がかかっていますから、慎重にいきましょう。慎重に、いきましょう。石橋を叩たたきすぎるくらい叩くべきだと考えていますので、繰り返しました」

　ルージュが、豊かな胸を下から押しあげるようにして腕を組み、うんうんと数回うなずいた。

「それじゃ、これを観みて少しでも霊界に対するチシキをつけて」

　言いながら、勢いよくソファから立ちあがった九く九く命みが、ゴシックロリータドレスのスカートをふわふわさせながらてきぱきと動き回りはじめた。

　テーブルに置かれたのは、小型プロジェクター。出入口のドアを覆おおい隠すようにして天井から降りてきたのは、大型のスクリーン。

　電気が消されると、出窓から入ってくる弱々しい陽よう光こうだけとなり、部屋全体が寂しげな灰色に包まれた。

「つい先日、九九命がサツエーしてきたの」

「撮影してきた？　まさかとは思うが、霊界に入ったのか？」

　ひよりが、目を見開いた。すずめとルージュも、え？　まさか……、といった表情だ。

「ちょっとだけよ。局には、霊界をサツエーしたいくつかの画像が保管されているけど、ぜんぶ役立たずだったの。だから、自分の目で直じかに見てきただけよ」

「なんという……いや、もうなにも言うまい。キミの決意は、先ほどうけとめたからな。よし、観せてもらおう」

　ひよりが、居住まいを正してスクリーンにむき直った。

　悠ゆう斗とも、九九命の本気度に驚き、そして心強さを感じながら、映写機から伸びた光の先へ目をむけた。




「これ、コメディのルート６６６で霊界のイリグチ、というよりヌケ道といったほうがいいかしら、とにかく正規のルートじゃないところから忍びこんだときのものなの。フツー、霊界にはいるためには、霊れい街がいの深部より巨大な霊流にのらなきゃならないわ。もしくは、ニッポン各地にいくつかある霊洞をイリグチとした門をとおるとか、ね。もちろん、それらのルートはキケン度が高いわ。コメディのルート６６６は、いわば忍びこむために開けた道よ。できるかぎりキケンを排除して、セイコー率をあげる。九九命はいま、これだけを考えてるの」

　という九九命の前置きに続き、映像がはじまった。どうやら、彼女自身がハンディカメラを構えているようだ。画面は、コメディの動きや洞どう窟くつの様子を撮りながら進んでいく。

　弱々しい不思議な光に満ちた洞窟内に、映像には薄い靄もやにしか映らない惑わく鬼きが、次々と現れた。が、コメディがどこか楽しそうに、まるで歩調を乱すことなくそんな障害物わくきを蹴散らしていく。

　洞窟のひろさは、コメディと比較して、高さが三メートル弱、幅は五メートルほどだ。

　映像がスタートして、二分ほど経たったときだった。不意に、画面が霞かすみによって灰色に塗り潰された。コメディの姿が霞み、見えなくなってしまう。

　なにが見えた？　とだれに問われるよりも先に、九く九く命みが口を開いた。

「飛白かすりだったわ。画像と音声はのこってないけど、すごい顔して、いろいろいってたわね。〝シンソコうらんでる〟とか〝にくらしい〟とか〝あなただけ幸せになるなんてゆるせない〟とか、他にも、〝この二年間ずっと……」

『おねえちゃん、だいじょーぶ？』

　画面を濁にごらせていた靄もやが瞬時に掻かき消え、代わりにコメディの愛らしい顔が現れた。

『モンダイないわ。いきましょう』

『おねえちゃん、なかないでね？』

『な、泣いてなんか……』

　キュルルルルル……、と画面内のコメディがありえないほどの高速で動きはじめた。見ると、九九命がいつの間にかリモコンと思おぼしきモノを手にしていた。

　映像を早送りしているのだ。が、だれも文句を言わない。みんな、黙って彼女の好きにさせている。

　キュルルル……、ピタッと映像がとまったときにはもう、薄気味の悪い靄は少なくとも画面内からはすっかり消えていた。四方のつるりとした岩肌も。

「早送りしたリユーは、時間のムダだからよ。惑わく鬼きが寄ってきて、コメディがパンチでハイジョして……時間にして一〇数分よ。走れば、五分もかからないでしょうね」

　という九九命の説明を聞きながら、悠ゆう斗とはあらためて画面に意識を集中させた。

　開けた場所だった。数メートル進んだ場所から先の地面が、なくなっている。崖がけの上かもしれない。遠くに見えているのは、赤紫色の寒々しい空だ。

　霊界にも空があるんだな、というちょっとした驚きが芽生えたそのときだった。

『お前っ、どうしてこんなところに……って、おいおい、生者か？』

　女性のものだろうか、跳ねるような、力強い声が聞こえてきた。

　突如、画面が激しく流れた。

『コメディ、逃げるわよっ！』

『はぁ～い』

『病やみ蝦が蟇ま、でませいっ！』

　見ていると気分が悪くなってくるほど、映像があちこちに跳ね回る。

　なにを言っているのか正確には聞きとれないが、いくつかの叫び声が入り交じっていることだけは、かろうじてわかった。

「ここ」

　九九命が、リモコンを見えない壁に突き込むようにして、停止ボタンを押した。が、「あ、ちょっといきすぎた。もう少しまえよ」と、すぐにキュルルルと映像を巻き戻す。

　悠ゆう斗とは、再び停止した画面を見て、眉まゆ根ねを寄せた。

　女の子？　……たち？

　手ブレが激しく画像が不鮮明であるため、細部まではわからないが、おそらくそうなのだろう。三人の女の子が映っている。全員が黒髪を頭の後ろできつく縛っている。上半身は、襷たすきで袖そでを縛った赤い着物。下半身は茶ちや褐かつ色しよくの袴はかま。手には、身長よりも長い棒、らしきモノをもっている。

「鬼よ。ゼンイン、見た目が女性だったから、鬼女とよぶべきかしら。カノジョたちは、九く九く命みとコメディをしつこく追いかけてはこなかったわ。サワいでたけど、霊界から追いだすことだけが目的だったみたいね」

　九九命が、リモコンをソファの上に投げ置いた。画面はとまったままだ。

「ここから先は、これといってキチョーなモノは映ってないわ」

「ふむ。鬼女か。確かに、額ひたいの辺りに角のようなモノがあるな」

　ひよりの言葉で、悠斗はあらためて画面を注視した。鬼女たちの小顔、その額付近に突とつ起きのようなモノがふたつある。

　身をのり出してスクリーンを見つめていたすずめが、ふっとからだの力を抜くようにして、ソファに背をもたせかけた。ぎゅむぅぅ、という革のこすれる音がする。

「鬼娘かぁ。数や戦闘力、それから特殊能力とかわかってんの？　三さん途ずの川かわの岸辺付近の地形も、しっかり調べなきゃ。地図をつくって、ん～、なるべくなら模型のほうがいいかしらね。そのあとで、鬼娘たちの配置なんかも細かくチェックして……」

「それ、ムダなことよ」

　九九命のひと言をうけ、〝無駄って、どういうこと？　〟とすずめが目で問う。

　ひよりとルージュも、霊力保管部の部長に視線を注ぐ。

　悠斗も、下手に口を開くことなく、九九命がこたえるのを待った。

　ひと呼吸後、彼女が静かに息を吐いた。

「霊界の地形は、日々変化しているの。生きてる、と考えたほうがわかりやすいわ。だから、地図や模型なんてつくれやしないの。そんなトコロだから、鬼女たちも配置なんてカンケーなしにウゴき回ってるみたいね。それぞれ、思い思いに。好きホーダイといってもいいわ。数も、ハアクしきれないくらいたくさんいるみたい。それから、彼女たちのセントー力は、おそらく人間なみよ。でも、霊体をセーアツする術は、そのへんのクリーナーよりもずっと上でしょうね。それこそ、ひとにらみですべての抵抗力をウバいとれるくらいに。だから、その対抗策としてコメディに双宝玉眼ふたたまのまなこを与えることで眼力を強化したってことは、もういったわね」

　聞いてすぐ、すずめが肩をすくめた。

「ほとんどぶっつけ本番ってワケね。ま、そんなことしょっちゅうだから、いいけどさ」

「だな。臨機応変は戦いの常だ」

　ひよりが、目だけで笑った。

「鬼女の戦闘力を決めつけるのは危険ですが、太た刀ち打うちできない相手ではなさそうですね」

　ルージュが、やんわりと微笑ほほえんだ。

　だが、悠ゆう斗とは違った。女の子たちのように、肩の力を抜くことができない。

　みんな、楽観的すぎないか？

　地形が毎日変わるなんて、そんなのおかしいだろ。

　数を把は握あくしきれないほどたくさんの鬼女がいるなんて、どこに隠れたらいいんだ。




「本当に、成功すんのか？」




　あ……、と思ったときにはもう、弱音と同音の質問を吐き出していた。

　九く九く命みの瞳ひとみが、ピリッと染みるような鋭さを放った。

「セイコーするのか、ですって？　そんなの、やってみなきゃわからないわ」

「わ、わからないって、そんなのおかしくないか？　失敗したらどうすんだよ？　もし、もしも、鬼女に捕まったらどうすんだ？　残念でした。また次回がんばります、ってわけにはいかないんだぞ」

「リスクをおかしたくなきゃ、降りなさい。一いちノの瀬せさんとアムさんの力を借りられないのはイタいけど、迷いをもった人とチームを組むことはできないわ」

　降りる。

　ふと、その選択肢が脳のう裏りをかすめた。

　ここで降りれば、いままで通り。亜あ夢むがそばにいる生活は手からこぼれ落ちることなく、一年後も、五年後も、一〇年後も続くはず。

　ずっとずっと……、

「オレ……」

　続くはず。

　だけど……、兄妹きようだいの外見的な年齢はどんどん離れていって……。

「オレは……」

　ひよりが、すずめが、ルージュが、なにか言いたげな顔で悠斗を見つめている。だが、なんの言葉もかけてくれない。

　自分で決めろ。

　耳の後ろで、だれかがささやいた。

「亜夢を、危険な目に遭わせるのは、やっぱり……」

　現状維持で。

　決断は、もう少し先に。

　亜あ夢むとも、じっくり相談して。

　不意に、ひよりが悠ゆう斗との右手をつかんできた。吸いついてくるようなてのひらの熱に、とくん、と心臓が跳ねた。

「九く九く命みと組むか否かを決めるのは悠斗だ。だが、ちょっと言わせてくれ」

「………？」

　悠斗の無言を了承とうけとったのだろう、ひよりが切れ長の瞳ひとみをわずかに近づけてきた。彼女の吐息が、微かすかに香る。

「わたしは、悠斗がどちらを選んでも、全力でサポートする。〝徒桜あだざくら〟にかけて、ここに誓ってもいい」

「じゃあ、わたしは〝鵺ぬえ震なり〟にかけて誓っとこうかな」

　からだを押しつけるようにして、すずめが悠斗の左腕にむきゅっと抱きついてきた。かたちのいい胸の弾力も、むきゅ。

「すずめ、誓いというものは、そんなに軽々しく……って、悠斗から離れろ！」

「わたしは、いっつも悠斗くんの味方よ。いままでも、これからも、ね」

「だ、だからといって、気安く抱きつくな！　悠斗も、ほら、遠慮なんかしなくていいから、〝離れろ〟とハッキリ言ってやったらどうだ」

「やさしい悠斗くんが、そんなこと言うはずないでしょ」

「わたしが代わりに言ってやる。いますぐ、は・な・れ・ろ」

「ニョロりは、悠斗くんの代弁者じゃないでしょ？」

「斬きられたいのか？」

「この間合いだったら、〝鵺震〟が先手よ？」

「試してみるか？」

「悠斗くんの迷惑も考えなさいよ」

　悠斗は、左右からむにむにと押され、苦笑いを浮かべることしかできない。つい先ほどまで亜夢のことで迷いに迷い、気持ちが重くなっていたのに、いつの間にか頬ほおの緊張がとれている。

　悠斗を挟んで視線をぶつけ合うひよりとすずめを、ルージュが水色の瞳を細めて眺めている。

　ひよりはいまもなお、右手を放してくれない。

　すずめも、左腕にしがみついたまま離れない。

　気づくと、ふたりとも微笑ほほえんでいた。ルージュも、心地よさそうに目め尻じりを下げている。

　あ……、わざと……。

　気づいた途と端たん、悠ゆう斗とも顔中じゆうで笑った。

「決めるのはキミだ。でもな、最終決定権をもっているのは亜あ夢むくんだ。そして、彼女なら、出すこたえは決まってるんじゃないか？」

「あ、それ、わたしも考えてた。亜夢ちゃんなら、きっと……ね」

　ひよりとすずめに、力強く背中を押してもらえたような気がした。

　悠斗は、縮んでいた気持ちをほぐした。曲がっていた背を伸ばした。うつむいていた視線をあげた。

「オレがしっかりしないと……亜夢に怒られるよな」

「一いちノの瀬せさん、チャンスの女神はカリアゲよ。九く九く命みは、ゼッタイに受肉をセイコーさせたいと思ってるわ。だから、あなたの力がヒツヨーなの」

　テーブル越しに、九九命が右手を伸ばしてきた。

　悠斗は、繊ほそく小さな手を壊さないよう、軽く握った。

　握手。

　チャンスの女神に後ろ髪はない。目の前を通りすぎる前に捕まえろ！

「よし、チャンスを鷲わしづかみにするぞ！」

　悠斗と九九命がつないだ手を、ひよりがガッとつかんだ。まるで猛もう禽きんが獲物をとらえるかのようなつかみ方だ。

「ちょ、ちょっと、桜さくらヶが丘おかさん、恥ずかしいマネしないでよね。ユージョーごっこのようなクサいマネは……」

「やるわよ！」

　九九命の文句を押し潰すかのように、すずめも勢いよく手を重ねてきた。

「うふふ。チーム結成ですね」

　ルージュも、いちばん上にすべやかな白い手をのせる。

　ほんの少しだけ、悠斗は握り合わせていた手に力を込めた。

　透き通るような頬ほおにわずかな朱色を滲にじませた九九命は、しばらくの間、自分から手を引こうとはしなかった。




　亜夢を九九命に預けたまま、悠斗たちはひとまず『ハピネスハイツ』に帰った。

　いつ霊界に入れるかわからないため、生活リズムを崩すことなく、「心身ともに平常を保つ」ことが望ましい、と九九命に言われたためだ。ひよりとすずめも、「大事なときほどいつものように」と口を揃そろえていた。

　悠斗、ひより、すずめの三人が一○三号室へ入ったときには、すでに二〇時近くになっていた。

　ひと息つくよりも先に、ひよりとすずめが近所のスーパーで買ってきた食材を台所に運び込んだ。そして間を置くことなく、亜あ夢むのエプロンをつけたふたりが、てきぱきと動き回りはじめた。

「ちょっとニョロり、ここはわたしに任せときなさいよ」

「なにを言う。刃物の扱い方なら、わたしに一日の長が……」

「包丁と刀は違うでしょ。いいから、あんたはレンジでチンやってなさい」

「む。見くびるな。わ、わたしも、このくらいなら……」

「あ～も～、ほら、かたちバラバラじゃない。料理は見た目も大切なのよ」

「た、食べてしまえば同じだ。そそ、それに、愛情さえこもってれば……」

　ふたりで仲よく？　協力して？　食事の支し度たくをしてくれた。

　本来は悠ゆう斗とと亜夢の家であるはずの『ハピネスハイツ』一○三号室を、ひよりとすずめは我が家のように、それこそ縦横無尽に動き回った。食器類や飲み物やその他小物など、必要なモノはそれぞれ置かれている場所から当たり前のようにとり出してくる。

　悠斗は、テーブルを拭いたり、座椅子をならべたり、箸を人数分用意しただけだ。

　ごはんとみそ汁。ポテトサラダ。スーパーの総菜コーナーで厳選したトリの唐揚げや山菜の天ぷらが、次々とテーブルにならべられていく。

　悠斗は、夕食の準備をしてくれたひよりとすずめに内心で感謝しながらも、妹の不在という空くう虚きよさをどうしても埋めきれないでいた。












　食事をはじめても、からだのどこかに発生した穴を塞ふさぐことができなかった。穴の場所がわからない。大きさもピンとこない。だから、塞ぎようがないのだ。

　悠ゆう斗との右側に座ったひよりが、椎しい茸たけの天ぷら、その半分ほどを噛かみきり、続けてごはんを口へもっていった。

　はむはむはむ……、こくっ、と細いノドを上下させて口の中のモノを呑のみ込こむ様は、なんだかとても可愛かわいらしい。またすぐに、天ぷらの残り半分へ箸をのばす。

　彼女の食事をぼんやりと眺めていると、左側で食事をとっていたすずめが、不意に口を開いた。

「ケロみも死者の蘇よみがえりを計画してたなんて、ちょっとビックリよね。」

　ビックリ、を強調するためだろうか、両りよう眉まゆをぴょんと跳ねあげたあと、みそ汁のお椀わんを口もとに運んだ。

　口もとに四本の指を当てたひよりが、噛んでいたモノを急いで呑み込んだ。それから、お茶でさらに食道の奥へと流し込んだあと、ようやくこたえた。

「確かに、そうだな。わたしも驚いてる。だが、九く九く命みは九く十じゆう九く里り浜はま家の娘だから、考えようによっては……こうなっても不思議はなかったのかもしれないな」

「ん～、まぁ、霊を滅するだけのクリーナーと比べたら、そうかもね。あそこの家、いろいろやってるみたいだから」

「いろいろって？」

　好奇心に気持ちを引っ張られるようにして、悠斗は女の子たちの会話に入った。

　ひよりが、すぐにこたえてくれた。

「九十九里浜が、霊獣の使役術で有名なことは知ってるだろう？　だが、あの家に伝えられている技はそれだけじゃないんだ。わたしが聞き知っている限りでは、反はん魂こんや呪じゆ殺さつの方法も伝でん承しようされているらしい」

　すずめが言葉を継いだ。

「土ど公く神じん系の方術を得意にしてた陰おん陽みよう師じの末まつ裔えいだって聞いたことがあるけど、それ以上のことは知らないし、興味もないけどね。あ、土公神ってのは、土を司つかさどる神様のことよ」

「反魂」という単語が、悠斗の心に引っかかった。「呪殺」や「土公神」や「陰陽師」といった言葉にも興味はあったが、やはり〝魂を呼び戻す〟という意味の言葉だけは聞き流せない。

「ひより、いま〝反魂〟って言ったよな？　その技が九十九里浜家に伝わってんなら、九九命、ちゃんは、その知識をもってると考えてもいいのか？」

　もしそうなら、受肉の成功率が想像していたよりもずっと高くなるのでは、という期待がふくらんだ。亜あ夢むたちが霊界へ入るまでに、気持ちを強くすることができる情報がひとつでも多くなってくれると嬉うれしい。

　だが、ひよりの反応は望んだものとは違っていた。

　彼女が、ポテトサラダにのばそうとしていた箸を引っ込め、それとわからないほど小さく息をついた。

「反はん魂こんとは本来、禁きん忌き術じゆつに属するものだ。死者を甦よみがえらせるというより、死体を動かすと考えたほうがいい。操り人形のようにな。亜あ夢むくんたちが臨もうとしている受肉とは、根本的に違うものだ」

「食事中にする話じゃないけど……動く死体リビングデツドの製造なら、世界中にいくつも成功例があるわ。でも、亜夢ちゃんと飛白かすりちゃんは、生身の、本物の人間になるんだから、反魂術はつかえないわ」

　すずめが、ハッキリと言いきった。

　心がまた、ほんのわずかに重くなる。やるしかない。それはもうわかってる。それでも、なんでもいいから心強いモノがほしかった。

　ひよりが、唐揚げとごはんをもぐもぐとやっつけ、お茶で勢いよく胃の中へ流し込んだあと、悠ゆう斗とにまっすぐ目をむけてきた。

「どんな状況であっても、もっているモノをうまくつかって切り抜けるしかない。平常心を忘れず、頭をつかって、な」

「ニョロりの言ってることもわかるけど、だれだって〝成功〟の確約がほしいもんよ」

「この世は確約されていないことばかりだ。だからこそ、いかなる状況にも対処できるよう、日々己を磨みがき続けなければならない」

「はいはい、ニョロりの〝自分磨き論〟はもう何千回も聞いたわ」

「そんなに言ってないだろう。せいぜい、数百回じゃないか？」

　数百回でも多いだろ、というツッコミを呑のみ込こんだ途と端たん、悠斗はひよりとすずめの過去が気になった。彼女たちは、知り合ってどれくらいになるのだろう。

「あのさ、いまさらだけど、ふたりは出会ってどれくらいになんの？」

　ストレートに訊きいてみた。

「ニョロりとは……去年の三月、カメリアの受験日に初めてしゃべったから、ちゃんとしたつき合いは、だいたい一年と四ヶ月くらいかしら」

「え、そのくらい？」

　もっと長いつき合いだと思っていたため、悠斗は思わず聞き返した。

　ひよりが、頬ほおにかかった黒髪を横に払いながら、すずめに目をむけた。

「初めて言葉を交わしたのは去年の三月だが、それよりもずっと以前から、互いの顔と名前は知っていた」

「そうね。ニョロりの顔を初めて見たのは、ん～、一〇年以上も前になるかしら。桜さくらヶが丘おかの一族が、総力をあげて本家の跡とり娘のからだに炎えん龍りゆうを封印したって、うちの親から聞いてたから、どんな怪物女かと興きよう味み津しん々しんだったけど……すっごい細くて、あんまり弱っちそうな子だったから、〝嘘うそでしょ〟って思ったのを覚えてるわ」

「〝弱っちそう〟とは失礼だな。わたしの仕事ぶりを見てなかったのか？」

「そりゃあ、六歳かそこらで物騒な霊刀振り回してんだから、印象に残るわよ。刀の大きさ、あんたの体格にぜんぜん合ってなかったし」

「ふん。いまはちょうどいい」

「えっと、つまり、ふたりは一〇年以上も昔から、お互いのこと知ってたってこと？」

　悠ゆう斗とは話を整理するため、言葉を挟んだ。

　ひよりとすずめが、同時に悠斗へ顔をむけ、揃そろってうなずいた。

「霊業界は狭いからな。ちょっと大きな看板をもった家の跡継ぎで、しかも同年代とくればそれなりに意識する」

「除霊仕事が被かぶるときもあるしね。南條家うちとニョロりんとこも、何回か現場でぶつかって揉めたことがあるの」

「そうだったな。桜ヶ丘家わたしのところと南なん條じよう家は、ときには味方、またときには競争相手として戦ったものだ」

「利害関係が一致するか否か。仕事って、そういうもんだしね」

「家の名を守るため、互いにやるべきことをやっただけだ」

「家の名に縛られてるって言えば、それまでだけどね。ほんと、よくよく考えると、わたしたちって不自由な生き方してるわ」

「ふん。除霊技術を身につけて当たり前という環境で育ったから、生き方を選びようがなかった、というのも事実だが……わたしはいまの仕事に誇りをもっているぞ。家族にも感謝してる」

「わたしも、まぁ、それなりに誇りはもってるし、家族にだって感謝してるわ」

　ひよりとすずめは、箸と口を絶え間なく動かし、仕事のこと、家のこと、自分たちのことなどを話し続けた。

　そんな中、悠斗は家……、家族……、という連想から、両親のことを思い出していた。

　去年の七月三〇日。交通事故で他界した父と母。亜あ夢むもそのときに命を落としたものの、突然変異霊ミユーテストとなって現世に魂を留とどめることができた。

　父と母の魂は、きっと理ことわりの流れに還かえったのだろう。そう思いたい。

　だからこそ、亜夢の魂だけは……。

　妹だけは……。

　喪うしないたくない。





第三章　お友だちになれたよ




　一いちノの瀬せ亜あ夢むは、音を立てることもなく、なんの装飾も施されていない疑似霊界室の中で必要なだけの時間が過ぎ去るのを待っていた。

　からだを覆おおっているのは、ネコ顔がいくつもプリントされたバスタオルだけ。そんな格かつ好こうで壁際に立ったまま、身じろぎひとつせず、目と口を閉じて自らの心と霊体からだを暗い淵ふちに沈めている。

　立ちっぱなしでも疲れない。それでも、強い不安とほんのわずかな退屈が払っても払っても心にまとわりついてくる。

　いまこの瞬間も、凝縮された重々しい霊気がバスタオルを素通りし、もぞりもぞりとからだの内にもぐり込んできているのがわかる。滞りなく霊化が進んでいるのだろう。

　このまま準備が整い、霊界に入り、そのあと現世に戻ってきて受肉終了、めでたしめでたし、とスムーズにことが運べばいいけれど。

　不意に、カチャ、と扉の開く音が聞こえてきた。

　亜夢は、指で弾はじかれたような勢いで、パチッと目を開けた。反射的に、バスタオルの上から胸を押さえた。隠すほどのモノでもないけれど……。

　カチャリ、とドアが閉まった。

『ぉ、お邪魔します』

　弱々しい声の主へ、亜夢はそろりと目をむけた。

　出入口から数歩入った場所に立っていたのは、飛白かすりだった。彼女も、亜夢と同じように身につけているのはバスタオル一枚だけだ。おそらく、霊糸で織られたタオルなのだろう。色とりどりの花柄が、とても可愛かわいらしい。

　飛白の表情はいま、封印されていた人形から出てきたときとはまったく違っていた。背筋が伸び、しっかりと顔をあげ、目には確かな光を宿していた。少々濁にごっていた瞳ひとみも、いまでは九く九く命みと同じ純白だ。

　寝ぼけというか、封印ぼけというか、そのような状態から覚め、加えて穢けがれも完全に浄化してもらえたのだろう。彼女の確かな瞳が、そのことを物語っている。

　半透明のからだをゆるりと折って、飛白が頭をさげた。

『飛白も、しばらくここにいさせてください』

　白銀のセミロングヘアが薄く透明な肩からふんわりと宙に浮かびあがり、その後ふわふわと落ちていく様には、思わず目が吸い寄せられた。花畑を舞う妖よう精せいを垣かい間ま見みたかのような心地になった。

　妖あやしい美しさをもつ九九命とは異なり、飛白は淑しとやかな美をもっている。

「ど、どうぞ。ひとりで退屈してたところなんです。飛白さんも霊化ですか？　って、ここ、そのための部屋なんですから、きた理由はそれしかないですよね。ふふ、この部屋って、なんだかサウナみたいですよね。バスタオルだけで入るなんて……」

　飛白かすりにむき直り、亜あ夢むは意識して笑顔をつくった。

　すぐにまた、飛白の後ろでカチャッとドアが開いた。入ってきたのはルージュだった。その後ろからぴょんと飛び込んできたコメディが、ガチャン、と乱らん暴ぼうにドアを閉めた。

　彼女たちもまた、身につけているのはバスタオル一枚だけだった。

　ルージュのからだに巻かれたバスタオルは、髪と同色の水色だ。いまにもあふれ出してきそうな胸の上部が、これでもかと深い谷間をつくっている。

　一方のコメディは、いろんな動物がプリントされた愛らしいバスタオルだ。

「ちょっとくらいの霊化なら、大丈夫ですから……少しお話しましょう」

「おはなししようねぇ」

　飛白の背を押し、ルージュが部屋の中央まで歩を進めた。

　コメディがさっさと両足を投げ出して座ったから、亜夢もつられて横座りになった。ルージュと飛白もぺたんと灰色の床にお尻をつく。バスタオルを巻いただけの姿でだれかとむき合うなんて、ちょっと恥ずかしい。

　亜夢の右手にルージュ、左手にコメディ、正面に飛白という位置だ。

　すぐにルージュが顔を寄せてきた。












「亜あ夢むさん、うちも霊界に入りますから、よろしくお願いしますね」

「え？　ルージュさんも、人間に……」

「いえ、うちはクロ様の跡を継ぐつもりなので、このままヴァルゴでいたいと思っています。今回は、あくまでも亜夢さんと飛白かすりさんを人間に戻すサポート役として同行させてください」

「ルージュさん……」

　泣いてしまいそうだ。

「ここにいる四名が、霊界突入の第一グループとなります。互いをよく知り、ひとりの脱落者も出すことなくがんばりましょう！　ひとりの脱落者も、出すことなく、がんばりましょう！　是が非でも受肉を成功させるつもりなので、繰り返しました」

　右みぎ拳こぶしを突き出た胸の前にあげたルージュだったが、すぐに顔をしかめた。

「この部屋は、制作者には申し訳ありませんが……居い心地ごこちが悪いですね。霊波に思いやりがありませんし、粗あらすぎます」

　彼女が、ぷるんと水気を帯びた下唇をむにぃ～と突き出したまま、殺風景極まりない室内を見回した。その表情からは、我慢していたけどやっぱり無理かも、といった思いがどばどばあふれ出している。

「霊気を霊界の千倍に濃のう縮しゆくしてあるそうですから、しかたないですね」

　慣れてきたとはいえ、亜夢も最初部屋に足を踏み入れたときには驚いた。

　霊力保管部の職員に案内されてやってきた疑似霊界室は、中へ入るために衣服を脱いだあと、バスタオルを巻いただけの格かつ好こうで三つのドアを通らなければならなかった。そのドアをひとつ、またひとつと抜けるたび、めまいにも似た感覚があった。霊体になって、立ちくらみや貧血なんかとは無縁だったのに。そして部屋に入ったとき、小さな虫が皮ひ膚ふの下にもぐり込んでくるかのような、耐たえ難がたい感覚に襲われた。

　そのことを思い出しながら、亜夢は正面に座っている飛白に視線を据えた。ルージュとは違い、表情を歪ゆがめることなく座っている。さすがは九く九く命みの妹であり、九く九く狼ろうの孫娘といったところだろうか。

「飛白さんは、その、気持ち悪くないんですか？」

『あ、え、はい、その……』

　いきなり話を振られて慌てたのだろう、ふとももの上に置いていた両手をあげ、ふたつのパーをつくってブンブン振りはじめた。

　亜夢も、とっさに両手をひろげた。

「ご、ごめんなさい。この部屋、嫌な霊気が充満してるから、飛白さん、具合が悪くなったりしてないのかなって、心配になったから訊きいてみたんです」

『気分、ちょっと悪いです。で、でも、我慢できます。ここ、このくらい、大丈夫です』

　飛白かすりが、再び両手をふとももの上に置き、表情を消した。

　亜あ夢むも手を下ろす。そうしながら、九く十じゆう九く里り浜はま飛白という子を前にして思った。

　九く九く命みと似ているのは顔だけで、中身はかなり違っているのかもしれない。あるいは、二年間も封印されていたのに、いきなり現世に引きずり出されたから、心が縮みあがっているのかも。

　二年前といえば、彼女が一四歳の頃だ。中学二年生のとき悪あく霊りよう事故に遭った、と九九命が言っていたことを思い出す。

　飛白は、一四歳のときに落命。それは亜夢も同じ。

　現世での実年齢は彼女がひとつ上だが、同じ一四という年齢で霊になっているから、からだの成長もそのときでとまっている。

　命を落としたあと、亜夢は一年近く突然変異霊ミユーテストとしての月日を経験している。飛白は、二年間ずっと人形の中に封印されていたようだから、時間経過の感覚はほぼゼロのはず。

　それでも、人間に戻ったあとは互いに立ちどまっていた〝人生一四年〟というラインから、なにがなんでも歩き出さなければならない。

　ひとりで歩くわけじゃない。亜夢には悠ゆう斗と、飛白には九九命がいる。そして、亜夢と飛白は似た境遇だから、共感できる部分も多いはずだ。

　飛白が、うつむいた状態のまま上目づかいにチラチラとこちらを見ている。

　亜夢はここで、自分が飛白を凝ぎよう視ししていたことにようやく気づき、慌ててルージュに目を移した。

　やさしく微笑ほほえんでいた水色の瞳ひとみが、さらにそのぬくもりを増したような気がした。

「亜夢さんと飛白さんは、いいお友だちになれそうですね」

「え？　そ、そうですね。お友だちになってもらえると、嬉うれしいです」

『あ……』

　飛白が、色のあまりよくない小さな唇を半開きにして、亜夢にまっすぐ目をむけた。が、すぐにまた視線を落としてしまう。

「コメディもね、おともだちになるよ。おともだちになるの、じょうずなんだよ」

〝お友だち〟という言葉に反応したコメディが、つるつるの頬ほおをゆるめ、色違いの瞳をこれでもかと輝かせた。

　ルージュが、亜夢と飛白の間で視線を往復させながら、

「お互い敬語をやめて、もう少し親しい呼び方をしたほうがいいと思うのですが、いかがですか？　先に言っておきますが、うちのしゃべり方はこれが地ですから、敬語をつかっているという指摘はうけつけませんので、どうぞあしからず」

　にこやかに、ふたりの距離を縮めるキッカケをつくってくれた。

「あしからず～」

　コメディが、よくわかっていない様子ながら、ニコニコと笑っている。

　左右から笑顔とパワーをもらった亜あ夢むは、さっそく正面のお友だち候補に気持ちをむけた。候補の二文字をとり除くためには、行動あるのみだ。

「えっと、それじゃあ、これを機に飛白かすりちゃんって呼んでもいい？」

　馴れ馴れしいと思われないかな？　威圧的だとうけとられないかな？

　そんな心配を押し潰し、心からの笑みを浮かべた。

『ぁ……あの……か、飛白は……』

　飛白が、バスタオルの合わせ目に指先をかけたまま、亜夢へ、ルージュへ、コメディへ、許しを請こうような、逃げるような、それでいて縋すがりつくような視線をむけた。

　亜夢は、自分のことを少しでもわかってもらうため、彼女に嘘うそ偽りのない言葉を伝えることにした。

「あたしね、ふたつ上のお兄ちゃんがいるんだけど、人間に戻ったあとは、お兄ちゃんといっしょに精いっぱい生きていきたいと思ってるの。一四年間生きてきて、これまでに考えたこともなかったくらい、毎日を精いっっっぱい生きていきたいって、本気で思ってるの。だから、必ず人間に戻ってみせるの。そのチャンスがあるなら、絶対につかんでみせる。自分のためにも、お兄ちゃんのためにも………それでね、もしよかったら、飛白ちゃんも、いっしょにどうかな？」

　飛白が、『あ、えっと……』と掠かすれるような声をもらしたあと、ようやくしゃべりはじめた。

『この部屋に入る前、九く九く命みに会ったんです……あ、んと……会った、の。簡単にいままでの経緯を話してくれたあと、あの子、泣き出して……いままで、めそめそするのは飛白のほうばかりで、九九命が、泣くなんてこと、なかったのに……二年ぶりだって言ってたけど、飛白の感覚じゃ、悪あく霊りように襲われてから、まだそんなに経たってないし……だから、よくわからなくて……怖くて、悲しくて、どこか遠くに逃げ出したくなって、でも、逃げたら、もっとひどい目に遭うって、わかってるから、足が竦すくんで……どうしようもできなくて、九九命に言われるまま、この部屋に入って……いまこうして、ここに座ってるの』

　しばし言葉を途切れさせた飛白が、再び意を決したように口を開いた。

『亜夢、ちゃん。飛白も、自分と九九命のために、どうしても人間に戻りたいの。だから、お願い。力を貸して』

「もちろん！」

　亜夢は、胸の前でパシッと手を打ち合わせた。

「お友だちですね」

　ルージュが、腕を伸ばして亜夢と飛白の手をつかんだ。

「おともだちね～」

　コメディも、すぐに亜あ夢むと飛白かすりの手を握る。

　これで、みんなの手がつながった。身につけているのはバスタオルのみ。余分なモノをほとんどとり除いた格かつ好こうの四人がつくった、輪。

　ここでふと、以前ひよりが言っていたことが記憶の底から浮かびあがってきた。

　スペードとは友だちになれない、という内容だったけど……。

　亜夢は、自分の左手を嬉うれしそうにつかんでいる、スペードと同質の魂をもった女の子の顔をまじまじと眺めた。

　視線に気づいたコメディが、ちょこんと首を傾かしげた。

「コメディはね、おともだちになるのじょうずなんだよ」

「うん、お友だちだね」

「おともだちは、バナナよりおいしい？」

「お友だちは食べ物じゃないけど、きっと、すごく味わい深いと思うよ」

「あじわいぶかいねぇ」

　さっぱりわかっていない様子のコメディだったが、それはそれでいいと思った。ゆっくりと関係を深めていけばいい。

「スペードさん、ほら、お友だちになれたよ」

　コメディに、そしてもしかしたら、魂のどこかに残っているかもしれないスペードだった部分に、亜夢は真心を込めて語りかけた。

　きょとんとしたコメディの顔があまりに可愛かわいくて、思わず微笑えみがこぼれた。


　　　　　　●　●　●



　亜夢が疑似霊界室に入った翌日、悠ゆう斗とたちはいつもと変わることなく登校した。

　妹のことが頭から離れないが、心配ばかりしていても事態はなにも変わらない。

　平常をこそ大切にする。つまり、平常心を保つことこそが、いざというとき実力を最大限に引き出すことができる。とはひよりの言である。

　悠斗も、その通りだと思ったから、こうして連れん理り学院の門を潜くぐったのだ。




　昼休み。

　学院に入ってからずっと、母に弁当をつくってもらっていた。そして、母亡きあとは亜夢が毎朝欠かさず用意してくれた。

　だが、今朝になって、「そういえば弁当……」と思い出し、三秒後には「学食で」というこたえにたどり着いた。

　というわけで、午前中の授業を普段通りにうけた悠斗は、ひよりとすずめに挟まれるようにして、学食に入った。初めて足を踏み入れたから、勝手がわからない。

　よくわからないままＢ定食の食券を購入し、生徒たちの列についてカウンターへむかった。ひよりは和風パスタ。すずめはハンバーグランチの券をもち、それぞれ専用のカウンターへ進む。

　多くの生徒たちと押し合いへし合いしたあと、ふくよかな食堂のおばちゃんから「はいよっ！」とトレーを押しつけられるようにして、悠ゆう斗とはようやくＢ定食を手にすることができた。

　大皿の上には、片手でつかんで叩たたきつけました、といったような千切りキャベツと、きつね色にテカる唐揚げが五つ、乱雑にのせられていた。いっしょに、これはなにかのジョークなのか？　と思ってしまうほど大盛りのごはん。さらには、トレーをちょっとでもゆらせばこぼれてしまいそうなほど、なみなみとつがれたみそ汁がついていた。

　大食い系や肉食系、及び体育会系生徒を狙ったメニューであることは間違いない。

　悠斗は苦笑いを浮かべながら、空いた席を探した。八人が座れる長方形のテーブルが、五〇ほどあるが、三席連続で空いているところは、どこにも見あたらない……、と思いきや、早くも食事を終えた集団が、ゾロゾロとトレーをもって席を立つ姿が見えた。

　昼休みがはじまって、まだ一〇分ちょっとしか経たってないだろ、というツッコミを呑のみ込こみつつ、悠斗はひよりとすずめに目で合図を送り、三人で素早く席を確保した。

　悠斗が中央。右にひより、左にすずめという位置だ。

　ひよりが、手を合わせながら周囲に視線を配った。

「すごい数だな。まるで縁日だ。きょうは、なにか特別な日なのか？　感謝デーとか、食券半額日とか」

「いや、たぶん、毎日こんな感じなんじゃないか？　この食堂、中等部の生徒もつかってるみたいだし」

　中等部の制服を着た子たちが、高等部の生徒たちに交ざってトレーを運ぶ姿を眺めながら、悠斗は箸で唐揚げをつかんだ。

「食べることって、ほんと、戦いよね」

　箸でハンバーグを切りわけながら、すずめがつぶやいた。学食では、ナイフやフォークといったお洒落しやれな洋食器はつかわれていないらしい。

　騒々しさの中で食べている途中、

「あのぅ、亜あ夢むちゃんのお兄さん、ですよね？」

　背後からの声に、悠斗は肩越しに振り返った。

　丸椅子に座った悠斗よりほんの少しだけ高い位置に、知らない女の子の顔があった。

「？」

「た、食べているときに、すみません。えっと、亜夢ちゃん、どんな感じなんですか？」

　女の子が、心から案じています、といった表情でたずねてきた。

　今朝、亜夢が体調を崩したため欠席する、という旨の電話を中等部の職員室に入れておいた。もしかしたら長引くかもしれない、という言葉を添えることも忘れなかった。

　声をかけてきた子は、亜あ夢むのクラスメートだろうか。

　悠ゆう斗とは、意識的に顔と声から緊張を消した。

「大丈夫。ちょっと調子を崩しただけみたいだから。二、三日ゆっくりすれば、元気になるよ。ありがとう。心配してくれたんだね」

「いえ、あの……はい、心配です。亜夢ちゃんがいないと、教室の中が、なんだか、暗くなっちゃって」

　それは、いきなりだった。

「みんな心配してます」「お見舞いにいきたいけど、迷惑になるから我慢します」「メールの返信がないから、もう心配で心配で」「生徒会の仕事、がんばりすぎです。少しはサボれって伝えといてください」「一いちノの瀬せのこと、ずっと前から好きなんです」「実は、オレも……」「男子うるさいっ！　亜夢はみんなのものでしょ！」「みんな待ってるからって、必ず伝えておいてください」「亜夢ちゃんがいなきゃ、ダメなんです！」

　悠斗たちの後ろに、いつの間にか一〇人以上の中学生たちが集まっていた。

「亜夢くん、大人気だな」

　ひよりが、心地よさげに微笑ほほえんだ。

「人徳ね」

　すずめも、唇をゆるめている。

　悠斗はふと、テーブルのむかいに座っていた男が、こちらをジッと見ていることに気づいた。襟えり章しようは、高等部の三年であることを示している。知らない顔だ。

「ボ、ボクも、心配してる」

　口に食べ物を詰め込んだまま、彼がボソッとつぶやいた。

　亜夢のファンクラブ会員か？

　悠斗は、対面に座った先輩に「あ、どうも」と曖あい昧まいな笑みを返すことしかできない。

　よくよく見ると、周りに座っていた生徒たちが、いっせいにうなずいていた。

　知らない間に、ファンクラブ包囲網ができあがっていたのか？

「ふむ。ここに座ったときから奇妙な視線を感じていたが……なるほど、みんな亜夢くんのことを気にかけていた、ということか」

「亜夢ちゃんって、高等部でも人気あんのね。まぁ、あの可か憐れんなビジュアルとやさしい性格だから、当然かぁ」

　ひよりとすずめが、チラッと視線だけを合わせた。直後、

「ん？」

　眉まゆ根ねを寄せたひよりが、素早く制服のポケットからケータイをとり出した。手で左耳を塞ふさぎながら、「はい」と右耳にそれを当てる。

　何度かうなずいたあとすぐに切り、ケータイを仕し舞まう。

「九く九く命みからの呼び出しだ」

　ひよりが、食べ終えたパスタの皿をのせたトレーをもって立ちあがる。ほぼ同時に、すずめも椅子から腰を浮かしている。

　悠ゆう斗とは最後の唐揚げを口に放り込んだあと、大急ぎで食器を片づけた。

　食堂を出る直前、悠斗はあらためて先ほどの中学生たちへ、「ありがとう」と声をかけた。さらに、周りに座っていた亜あ夢むのファンクラブ会員と思おぼしき生徒たちへ、軽く頭をさげた。

「あ、亜夢ちゃんによろしく！」「お大事に、って伝えてください！」

　そんな言葉を背にうけながら、悠斗はひよりとすずめを追って食堂を飛び出した。




　悠斗たちが霊力保管部の部長室に入ったとき、ソファにはすでに亜夢、ルージュ、九九命、飛白かすりの四人が座っていた。コメディだけが、ソファの大部分を占領してスースーと午睡をむさぼっている。

　兄の姿を目にとめるなり、亜夢が甘えを含んだ幸せそうな笑みを浮かべた。が、妹が口を開くよりも先に、九九命が素早く立ちあがった。黒いスカートがふわりとふくらむ。

「霊界突入の準備は、無事にシューリョーしたわ。というわけで、いまから第一チームを霊界に送ることにしたの。リーダーはルージュにおネガいしたから」

「いまから、って……」

　急展開に戸と惑まどい、悠斗は亜夢に助けを求めるような視線を送った。

　亜夢の唇から笑みが消え、代わりに意を決したように引きしめられる。妹は、もう、迷いを振り払っている。

　悠斗にはそれがわかった。それでも、すぐさま気持ちを整理するという器用さはもっていない。

　ルージュも、水色の瞳ひとみに強い光を宿している。飛白だけが、テーブルに視線を落とし、どこか不安げに身を縮めている。コメディは、気持ちよさそうに寝たままだ。

「ふむ。思っていたよりも早かったな」

「ま、やるしかないのなら、早いに越したことはないわね」

　ひよりとすずめは、現状を前むきに捉とらえているようだ。

　霊界突入の第一チーム全員が、首からなにかを提げていることに悠斗は気づいた。

　どこの神社でも買えるような、赤茶色のお守りだった。

　九九命が言っていた、鬼属除よけのお守りなのだろう。気休め程度の効力しかないと聞いたが、ないよりはマシだ。

　九九命が、悠斗たちに歩み寄ってきた。

「ルージュたちには、もうセツメーしたけど……霊界調査部の報告をうけて、突入にはこのタイミングがベストだと判断したの。これだけ霊波が凪なぐのは、およそ六年ぶりだそうよ。次がいつになるのか、まったくわからない、というのが調査部のケツロンよ。急な話でビックリさせたかも……」

　ガチャ。

　霊力保管部部長の言葉を遮さえぎるように、ノックもなくドアが開いた。

　入ってきたのは、霊れい障しよう対策部部長、九く十じゆう九く里り浜はま九く九く狼ろうだった。

　ひよりとすずめが、ピッと背筋を伸ばした。

「みんなでコソコソ、なんしようとや？」

　九九狼が、鋭い目をさらに鋭くして、低い声でたずねてきた。

　紺色の作さ務む衣えの上からシマウマ柄のちゃんちゃんこを羽は織おり、履はいているものもペラペラのスリッパという、およそ部長という役職に就ついている人間には見えない身なりだが、彼の手に握られているのは霊刀【雉ち兎と世せ】だ。細い杖つえにしか見えないものの、霊も人間も斬きり刻きざめるというスグレモノだと聞いている。

「ま、なんしようか知っとるから、こうやってわざわざきたんやけど……九く九く命み、いらんことしてくれたな」

「オジイ様……九九命は、サイゴまであきらめませんから」

　九九命が、三〇センチほど横に移動した。彼女の一メートルほど後ろで、飛白かすりがソファから立ちあがる。

『お祖じ父い様さま、飛白は、に、人間に……戻りたいのです。ダメ、ですか？』

　飛白が、祈るように胸の前で両手を組み合わせた。

　亜あ夢むも立ちあがり、飛白を背に守るような位置に移動する。

　悠ゆう斗とは、一歩を踏み出せば手の届く距離にいる九九狼を、黙って見つめた。

　部長の武器は、手にした【雉兎世】だけではない。入れ歯は牙獣のカクサン、スーパーリーゼントは毛獣のスケサンという強力な霊獣だ。彼が霊刀を抜き、二体の霊獣を解とき放てば、だれひとり無事に部屋を出ることはかなわないだろう。

　九九狼がそこまでやるとは思えないが、だれの妨ぼう害がいも許さず、逃げる間も与えることなく、孫娘の霊を斬り捨てることくらい、おそらく瞬時にこなしてしまうはずだ。彼には、それだけの技量があるのだから。

　ひよりが、わずかにアゴを引いた。

「部長、話を聞いてくださ……」

「黙っとれ」

「……はい」

　下唇を噛かんだまま目を伏せたひよりの隣で、すずめもふて腐くされたような顔で足もとに視線を落としている。

　おそらく、この場で九く九く狼ろうと対等に言い合える者は……、と悠ゆう斗とはルージュに目をむけた。が、彼女はどういうつもりなのか、ソファに座ったまま動いていなかった。視線は、むかいの本棚に注がれている。霊対部長の来室には興味ナシ、とでも言いたげである。

　九く九く命みが、わずかに両腕をひろげた。まるで、ここから先へは絶対に通さない、とでも言いたげに。

「もしかして、情報もとはクリスマスローズですか？」

「クロ姐ねえさんば責めるなよ。預かってたモンばとられたんやから、連絡するとがスジやろ」

「それで、どうなさるおつもりですか？　飛白かすりのケガれは、もうすべてとり除きましたから、霊れい街がいいきか……それとも、この場で……」

　斬きるのか？　と言外に匂わせながら、九九命がさらに両腕をひろげた。

　亜あ夢むが、飛白のからだに背を押しつけるようにして後ろに下がった。

　コメディは、緊迫した空気に気づくことなく、安らかな寝顔のまま動かない。

　ルージュは、本棚をぼんやりと眺め続けている。もしかしたら、目を開けたまま寝ているのかもしれない。

　九九狼が、なんの予告もなく杖つえ先さきでとんとんと床を叩たたいた。

　九九命が、ビクッと身を震わせながらも、両腕を真一文字にひろげた。

　ひよりが、スカートの裾すそに指をかけたまま動きをとめた。

　すずめが、ジャキ──ンと【鵺ぬえ震なり】を警棒状にしてしまったあと、「ぅあ」と声をもらしながら、シャッと袖そでの中に消した。

「ぴっ!?」と亜夢が身を縮めた。

　自分の部下であるひよりとすずめに鋭い視線をむけたあと、九九狼がふっと息を吐いた。途と端たん、彼がまとっていた威圧感が掻かき消えた。少なくとも、悠斗はそう感じた。

「ちょっと孫の顔を見にきただけや。二年ぶりやしね」

〝おじいちゃん〟の顔になっている、と悠斗は思った。

　九九狼がまた、とんとんと杖で床を突いた。そして、ひと呼吸ほどの間を置いたあと再び双そう眸ぼうに鋭さを宿らせた。

「みんな、よう聞いとけよ。もしものときは、生きとる者もんの命ば優先させろ。あらかじめ喪うしなわれた命を棄すてるのは、当然やからな。腹決めていけ」

　悠斗は、グッと奥歯を噛かみしめた。

　もしものときは、生者の命を優先して、亜夢と飛白を見捨てろ。

　九九狼は、そう言っている。情け容よう赦しやのない言葉だが、間違いじゃない。おそらく正しい、と思う。思うけど……。

「わかりました」

　九く九く命みが、九く九く狼ろうから決して視線を外すことなく、両腕も降ろすこともなく、素直なこたえを返した。

　彼女の本心じゃない、ということくらいすぐにわかった。つき合いの浅い悠ゆう斗とにも見抜かれるくらいだから、九九狼にはきっとバレバレだろう。

「あ、あの……」

　亜あ夢むが、吐息のような声をもらした。だれにむかってかけたものかも、よくわからない。

「飛白かすりちゃんを、大切に、心から大切に、想おもってくれてるんですよね？」

　妹が続けた言葉に、緊張が解ときほぐれていく。

　九九命は、いまもなお両腕を下ろそうとしない。

　ひよりとすずめも、もの言いたげな表情のまま動かない。

　ルージュは、座ったまま九九狼のほうへ顔をむけようともしない。

　九九狼が、ほんのわずかに目を大きくした。彼の乾いた唇が、微かすかに震えはじめた。

　亜夢の後ろから、飛白がそろそろと歩み出てきた。霊体ならではの動きで、テーブルの角にぶつかることなく進み、九九命の腕を通り抜け、そうやって祖父の前に立つ。

「飛白、さがってて！」

　という姉の言葉をそっと手で制したあと、飛白が弱々しい声を出した。

『飛白は、いま、とても怖いです。でも、人間に戻るため、霊界にいってきます。挑まないと……どんなに怖くても、挑まないと』

　そこまで言って、一度、大きく息を吸うような仕草をした。霊に呼吸は必要ないはずだが、そうすることで気持ちを整えているのかもしれない。

『大丈夫です。頼もしい友だちがいますから。帰ってきたら、また足のマッサージをしてあげますね。左足の痺しびれは、この二年で悪くなってはいませんか？　あと少しだけ、待っててください。必ず人間に戻って、ここに帰ってきますから』

　孫娘になんの言葉も返すことなく、九九狼がちゃんちゃんこの裾すそを翻ひるがえし、くるりと回れ右をした。だが、入ってきたドアにむかって足を出そうとしない。

「ワシは、手伝えんからな。霊は、霊れい街がいにいくもんや。その考えはいまでも変わらん。いままで、数えきれんほど霊ば斬きってきたけん、自分の孫にだけ甘い顔はできん」

　ひよりが、最初に頭を下げた。

　それに倣ならうようにして、すずめも。

　悠斗も、すかさず頭を下げる。

「気ぃつけていってこい。それから、ワシの首もかかっとるから、そのつもりでな」

　最後は、どこか笑みを含んだ声こわ音ねだった。

　そのままだれに顔をむけることもなく、九九狼は部屋を出ていった。

　バタン、とドアが閉まった途と端たん、いままで黙っていたルージュが唇に手を当ててクスクスと笑い出した。

「あとひと押ししていたら、九く九く狼ろうさん、泣き出していたかもしれませんね。うふふふ、彼って涙もろいですから」

　つまり、亜あ夢むの言う通り、孫娘のことを心から大切に想おもっている、ということ？

　悠ゆう斗とは、九九狼が出ていったドアへもう一度むき直り、心の中で深々と頭をさげた。




　霊れい障しよう対策部の部長が去ったあと、さっそく亜夢たちは霊界へ入ることにした。

　コメディが吸引力を調節して開いた「黄泉孔道ルート６６６」を通り、ルージュを先頭に、亜夢が飛白かすりの手を引いて、最後にコメディが暗い穴のむこうへ足を踏み入れた。

　ルージュも、亜夢も、飛白も振り返らなかった。

　コメディだけが、穴に片足を入れるなり、肩越しに振り返った。

「おねえちゃん、いってきま～す」

「コメディ、飛白をよろしくね」

「は[image: ][image: ][image: ]」

　[image: ][image: ]い、まで聞こえなかった。穴に入るなり、鬼き造ぞう少女の姿も声も、プツッと途切れてしまったから。黒い渦うずを巻いていた「黄泉孔道」の入口も、ポシュンと消えてしまう。

　その後に残ったのは、ドア横の壁から生えた青白い一本の細腕だった。

「これ、マンドラゴラのウデよ。霊化がシューリョーしたら、カベを叩たたいて合図を送るようコメディに伝えてあるわ。もしかしたら、すぐにでも霊界のショクリョーを食べられるかもしれないし、ね」

　九く九く命みの説明中も、悠斗は気が気ではなかった。

　亜夢が、つい先ほど霊界へ旅立った。死後の世界へ、自ら入っていったのだ。

　まともに考えると気が変になってしまいそうだが、自分にはどうすることもできない。

　待つことしかできない身が、なんとも苛いら立だたしい。




　悠斗たちはさっそく、細部の打ち合わせに入った。

　テーブルを挟み、九九命とむかい合わせでソファに腰を沈めた。ひよりとすずめが、悠斗の左右につく。大きなソファなのに、肩が当たりそうなほど身を寄せてくるふたりの香りに包まれたまま、霊保部長の言葉を聞きもらさないよう集中する。

「飛白は、たとえ霊界産のショクリョーを食さなくても、一二時間ほど鬼属から逃げカクれしてればいいの。それなのに、どうしてもアムさんといっしょに霊界をでたいってきかなくて……だから、二四時間まつことにしたわ。シンパイでたまらないけど、霊界内で現世にモドるモドらないでモめるのは致命的だから」

　これほど心配している九九命を説得、あるいは押しきってまで霊界の滞在時間を延ばすなんて……、飛白かすりはよほど亜あ夢むのことが気に入ったのか。

　なんだか怖いような、申し訳ないような、そして、嬉うれしいような気持ちで、悠ゆう斗とは九く九く命みの言葉を聞いた。

「亜夢くんと飛白くんは、知らないうちに確かな絆きずなを結んだようだな」

「人と人との結びつきって、時間の長さも大切だと思うけど……短時間で、この相手だったらいろいろ預けられるって、直感的にわかっちゃうことってあるわよね」

　ひよりとすずめが、悠斗を挟んで顔を見合わせた。ふたりとも、なんだか照れくさそうな笑みを浮かべている。

「ニョロりのこと言ったんじゃないわよ？」

「ふん、そういうことにしといてやる」

　幼い頃から互いの存在を知っていたのに、初めて言葉を交わしたのは一年と数ヶ月前。その日からずっと、彼女たちはいろいろ大切なモノを預け合い、結んだ絆をさらに強めてきたのだろう。

　大切な時間を共有し、大切なものを預け合ったからこそ、ふたりは互いのことを認め、信頼している。〝出会い〟の一瞬が、いまにつながっている。

　羨うらやましい関係だな、と悠斗は思った。

　だが、九九命は違ったようだ。難しい顔でテーブルの上に視線を落としている。

「キズナもケッコーだけど……オソくても二四時間後には霊界に突入するから、体調管理はしっかりとおネガいね。飛白にとって、よぶんな一二時間が、とりかえしのつかないことになったら……」

　小さく頭かぶりを振り、白銀のツインテールをフリフリゆらしたあと、パシッと両手で自らの頬ほおを挟むように叩たたいた。

「考えない。ときがきたら、ジッコーあるのみ」

　彼女も、心配でたまらないのだろう。妹が死者の国に入っているのだから。ちょっとでも気を抜くと、否定的な考えばかりが浮かんでくるに違いない。

　悠斗は、九九命の気持ちがよくわかった。彼女は自分と同じなのだ。

　頬を挟んでいた両手で、パシッとふとももを叩いた九九命が、ひより、悠斗、すずめへ順に目をむけた。

「チューイすべきことを、すべて伝えておくわ。まず、これだけは忘れないで。生者は、霊界産のショクリョーを口にしてはダメ。ひと口でも食べてしまったら、その瞬間に肉体が霊体に変換されるわ。つまり、死者と同じ立場になるってことよ」





第四章　少女たちの霊界行




　一いちノの瀬せ亜あ夢むは、淡く発光しているように見えるルージュのロングウェーブヘアにくっついて、何事もなく薄暗い洞どう窟くつを抜けた。

　チーム内で唯一、生身のからだをもつコメディだけが、ときどき灰色の霞かすみにまとわりつかれていたものの、彼女が軽く手を振っただけで霞はいとも簡単に消えていた。黄泉よもつ平ひら坂さかに現れるという惑わく鬼き程度では、鬼き造ぞう少女の歩調を遅らせることさえできなかったようだ。

　圧迫感のある上下左右の岩肌が消えると、そこは重々しい霊気に包まれた世界だった。が、疑似霊界室での経験があったため、それほど苦には感じなかった。

　頭上には、圧倒的な負を連想させる赤紫色の空が果てしなくひろがっている。

　亜夢はここでようやく、しっかりと握っていた飛白かすりの手を放した。

　彼女が、不安げな目で辺りを見回している。コメディも、洞窟から出たすぐの場所で、キョロキョロと周囲を物珍しそうに眺めている。

　亜夢たちがいる場所は、高い崖がけの上のようだった。一〇歩ほど進むと、下のほうを覗のぞき見ることができた。

　鬼属と霊たちの姿が、二〇メートルほど下にあった。大勢いる。

　不規則に動き回っているのは袴はかま姿すがたの鬼属たちばかりで、飛白と同じように不透明なからだをもった霊体は、各おの々おの同じ方向へゆっくりと進んでいる。

　亜夢は、霊たちがむかっている先へ目をむけた。

　海？　対岸がぼんやり見えるから、川だろうか？　二、三〇〇メートルほど先に、弱々しい光をちりばめた水辺が見える。

「三さん途ずの川かわ、ですね」

　隣に立ったルージュが、亜夢の背にそっと手を添えた。

「あれが……」

　昼頃、疑似霊界室を出たあと、九く九く命みとコメディが霊界に入ったときのビデオを観みせてもらった。

　悠ゆう斗とたちにも、きのう同じものを観せたのだという。飛白、そして二度目だというルージュといっしょに大きめのスクリーンを前にした。だから、霊たちの行列の周りで牧羊犬のように動き回っている袴姿の女性たちが鬼属であることは、すぐにわかった。

　映像には、自分たちがいま立っている場所も映っていた。九九命とコメディは、ここで鬼属たちと遭遇したため、一目散に現世へ逃げ帰ったのだ。

　もちろん、ルージュも飛白もビデオを観たのだから、そのことはわかっているだろう。警戒を怠おこたることなく、周りに目を配っている。

　いまのところ、近くに鬼属の姿はない。それでも、岩場の陰からいきなり出てくる可能性も否定できないため、気が気ではなかった。

　ルージュが、観察するような視線を崖がけ下したへむける。

「ここには隠れる場所がありませんから、下へ降りましょう。霊気濃度も、下のほうが高いようです」

　彼女の判断に質問も反論もせず、亜あ夢むは不安げに眉まゆ根ねを寄せている飛白かすりの手をつかんだ。

「飛白ちゃん、いこ」

『あ、う、うん』

　ルージュが、崖に添って足早に歩き出す。亜夢と飛白も、それに続く。コメディが、頬ほおをゆるめたままついてくる。




　比較的傾斜のゆるいところを見つけ、亜夢たちはようやく下に降りた。あちこちに大きな岩が転がっているため、隠れ場所には事欠かない。

　二、三〇メートルほど離れたところを、右から左へ数えきれないほどの霊たちが歩いていく。鬼属たちの姿もたくさん確認できた。

　ルージュが、亜夢に顔を寄せてきた。

「黄泉よもつ平ひら坂さかの本道から入っていたら、ここに出たはずです」

「いろんな霊ひとが、いますね」

　亜夢は、ゆるゆると、しかし確実に進んでいる行列を見て、心を絞られるような気持ちになった。

　死しに装しよう束ぞくを着ている人ばかりではない。Ｔシャツを着た幼い子どもがいた。スーツ姿の男性がいた。現世は夏に差しかかっているのに、ブレザーを身につけた女の子もいる。

　死者たちから思わず顔を背け、亜夢は隠れていた岩に背を押しつけた。

　気持ちを察してくれたのだろう、ルージュが亜夢の肩にそっと手を当てた。

　飛白も、亜夢の手を握ってくれる。

　ここでふと気づいた。

　コメディは？

「あれ？」

　亜夢のつぶやきで、ルージュと飛白もすぐに辺りを見回しはじめた。

　コメディは、どこ？

「ちょっとあんた、どこの所属？」

　いきなりの声に、亜夢は悲鳴をあげそうになった。が、なんとか抑え込むことに成功した。代わりに飛白が、『ひゃっ』と裏返った声をもらしてしまったけど。

　岩のむこうから、低い声が聞こえてきた。

「そこにだれかいんの？」

　飛白かすりの声を聞かれたようだ。

「あのねぇ、いるかもしれないけど、えっとねぇ、だれもいないよ」

　コメディの呑のん気きな声が聞こえてくる。いつの間に、岩陰から出ていったのだろう。

「あんた、とんでもない眼めもってるね。迫力あるわぁ。でも、新人が入ってくるって話、聞いてないんだけど」

「コメディもきいてないよ」

「ま、調べりゃわかるわ。で、そっちにだれかいるみたいだけど、あんたのお仲間かな？」

「おなかまじゃないよ、おともだちだよ」

　会話の途中で、ルージュの指先から水がしたたり落ちはじめた。亜あ夢むも、反射的に両手を胸の前にあげた。

　間違いなく、岩のむこうに鬼属がいる。ここを覗のぞき込まれ、仲間を呼ばれたら霊化をまつどころではなくなる。

　ごめんなさい。と亜夢は先に謝った。

　大声を出される前に全力で灯瞳サインをぶつけよう、と気持ちを固める。

　ひょい、と亜夢の横にきれいな女性の顔が飛び出してきた。額ひたいには、小さな二本の角が生えている。

「──!?」

　ぴっ!?

　飛び出そうになった悲鳴を呑のみ込こみ、両手を構え……、それを突き入れようと足を踏み出すよりも先に、鬼属の顔がスッと引っ込んだ。

「だれもいないじゃん」

　え？

「いないよぉ」

「あんたさ、どこからきたの？」

「あっち」

「あっちって……第五七七二九〇二地区のほう？」

「あっちのほう」

「ふ～ん、あんた、成りたてでしょ？」

「なりたてぇ」

「成りたてで、それだけの力もってる鬼こって、初めて見たわ。超エリートってヤツね。ほんと羨うらやましい」

「うらやましいね」

「よっしゃ、お祝いしよう！」

「おいわい？」

「飲んで食って大騒ぎすんのさ」

「ごはんだいすきぃ！」

　どうやら、鬼属の女性はコメディのことを同属だと勘違いしているようだ。

　鬼き造ぞう人間だから？

　ごはんたべるぅ、というコメディの声が遠ざかっていく。食べ物につられ、鬼属についていったのだ。

　生者は、霊界産の食料を口にしてはいけない、と九く九く命みからあれほど念を押されたのに。食べなければならないのは、亜あ夢むと飛白かすりのふたりだけなのに。

「どうやら、お守りに助けられたようですね」

　ルージュが、亜夢の耳もとでささやいた。

　亜夢は、首から提げたお守りを指先で撫なでながら、岩陰から顔を出した。見ると、すぐそばに焼けこげたお守りが落ちていた。おそらく、コメディのものだろう。

「鬼属の眼力が集中すれば、この程度のお守りはすぐに燃え尽きてしまいます。せいぜい、うちらを路ろ傍ぼうの石と似たような存在と思わせる程度の力しかありません。ですから、できるだけ声を出さず、注目を集めるような行動は慎むように心がけましょう」

「コメディは、どうしますか？」

「うちが連れ戻してきます。霊界産の食料を食べてしまえば、瞬またたく間まに霊化してしまいますからね。おふたりは、ここを絶対に動かないで……」

「服を脱げ、いますぐ！」

　降ってきた声が、ルージュの言葉を遮さえぎった。

『きゃっ!?』

　飛白がまた、小さな悲鳴をあげた。

　亜夢たちが降りてきた崖がけをすべるようにしてやってきたのは、肩と胸の谷間と手足とおへそを丸出しにした、虎とら縞じまビキニ姿の女性だった。額ひたいには、袴はかま姿すがたの鬼属より幾分大きな角が二本生えている。

「さっさと脱げ！」

　ビキニ姿の鬼属が、歩み寄ってきた。彼女の紅あかい両眼が、飛白に注がれる。

　途と端たん、飛白のお守りが火に包まれ、首から落ちた。薄っぺらな守りの効力は、二秒ほど直視されただけであっさりと突き破られてしまった。

『あ、あ、あぁ……』

　飛白の瞳ひとみから、意志の光が消えていく。

　飛白ちゃん！　と叫ぼうとした亜夢だったが、素早くルージュに口を押さえられたため、声を出すことができなかった。

　目の前で、飛白が逆らうことなく、しかしどこか不自然な動きで服を脱ぎはじめる。

　ルージュも、胸もとのボタンを外しはじめた。が、水色の瞳ひとみには確かな意志の光があった。彼女が、まだ鬼属の眼力に屈していない証拠だ。

　ルージュの視線に、〝亜あ夢むさんも脱いでください〟という言葉を感じとるなり、亜夢は躊躇ためらうことなくシャツのボタンに指をかけた。

　ほどなくして、お守り以外、身につけていたモノをすべて捨て去ると、ビキニ姿の鬼属が満足げにうなずいた。

「ほら、脱いだらいけ。渡し場はもうすぐだ」

　彼女が、霊たちの大行列を指差した。すると、飛白かすりが素直に足を動かしはじめた。ルージュもそれに続く。だから亜夢も、懸けん命めいに表情を消して歩いた。

　ビキニ姿の鬼属がついてきていることも、足音でわかった。

　外で裸になるなんて……。たとえ霊とはいえ、たくさんの目があるのに……。

　亜夢は、恥ずかしさに溺れてしまいそうな心地で、それでも歩き続けた。

　手で胸を隠したい。いろいろ隠したい。岩陰に飛び込んで縮こまりたい。という気持ちを懸命に抑え込む。

「奪衣の姐あねさん、お疲れ様です！」

　袴はかま姿すがたの鬼属たちが、すぐに集まってくる。だが、亜夢たちには見むきもしない。お守りのお陰だろうか、亜夢とルージュが上位精霊ヴアルゴであることにも気づいていないようだ。

「あんたたち、たるんでるよ！　あっちにお魂たまが迷い込んでたわ。気をつけなさい」

　どうやら、ビキニ姿の鬼属は袴娘たちより格上の存在らしい。呼ばれ方と自分たちが衣服を脱がされたことから察するに、死者から服を奪いとる役目をもった鬼属なのだろう。ほとんど裸といってもいいビキニ鬼属のほうが、袴を身につけ、しかも武器を手にしている鬼属たちより上位というのが、なんだか不思議だった。

　見ると、行列の先にたくさんのビキニ鬼属がいた。彼女たちによって、老ろう若にやく男なん女によ問わず死者たちが服を脱がされている。

　すでに服を奪われていた亜夢たちは、完全に無視された。奪衣ゾーンを難なく抜けたときには、周りの霊たちもひとり残らず裸になっていた。

　男性の霊もいるから、首からお守りを提げているだけの姿にかなりの恥ずかしさを感じた。それでも、だれも自分を見ていないことに気づくと少しばかり落ち着いてきた。

　焦点の合わないボ[image: ][image: ]ッとした顔で、飛白が一いつ糸しまとわぬ姿のまま死者の行列に交ざって歩き続ける。

　亜夢は、彼女を見失わないよう、肩と肩を擦こすり合わせるようにして進んだ。ルージュも、すぐそばにいる。ビキニや袴の鬼属たちは、列の外側をうろちょろしているだけで、中のほうまで入ってこない。

「わぁ[image: ][image: ]い、おいしそぉ～」

　右手のほうから、コメディの舌足らずな声が聞こえてきた。近くにいるようだ。

　飛白かすりの腕をつかんで、心もち歩くスピードを落とす。

　前をむいたまま、小声でルージュに話しかけた。

「聞こえましたか？」

「ええ、ハッキリと。〝いただきます〟が聞こえてくる前に、行動を起こしましょう」

　亜あ夢むは、強く願った。

　コメディ、食べないで！


　　　　　　●　●　●



「生者は、絶対に霊界の食べものを口にしてはいけないことと、もうひとつ……」

　九く九く命みが、人形のような顔の前でピッと人差し指を立てた。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、ひよりとすずめに挟まれたまま、心もちからだを前に出す。

　必要なことは、ひとつ残らず頭に叩たたき込むつもりだ。亜夢の受肉を成功させるためには、ほんのわずかなミスも許されないのだから。

　九九命が、悠斗たちの聞く姿勢が整うのを待つかのように、しばし間を置いた。

　数秒後、おもむろに口を開く。

「九九命と、一ノ瀬さん、桜さくらヶが丘おかさん、南なん條じようさんの第二チームは、霊界で第一チームと合流したあと、スミやかにヨモツヒラサカ……厳密にはその枝道へモドってもらうわ。そしてイッキに仲間の手を引いて現世まで駆けモドる。その際、ゼッタイに振り返らないで」

「振り返ったら……？」

　思わずもらした悠斗のつぶやきに、九九命が白い瞳ひとみに暗い色を滲にじませた。

「死者が、霊界へ引きモドされてしまうの。それで終わり。サガしにいっても、もう、二度と見つからないわ。おそらく、三さん途ずの川かわのむこうにナガされるんだと思う。だから、ヨモツヒラサカをのぼっている間は、ゼッタイに振り返らないで」


　　　　　　●　●　●



　一ノ瀬亜夢は、行列の流れに逆らうことなく、しかし少しずつ列の外側へ進みながら、ときどき飛白の腕を強くつかんだ。

「飛白ちゃん、聞こえる？　しっかり。飛白ちゃん」

　飛白の白い瞳が、徐じよ々じよに透明度をとり戻していく。

　ルージュが、亜夢と飛白の背に大きな胸をくっつけるようにして歩きながら、行列の外へ外へと進行方向を調節してくれる。

　裸の大行列は遅々としてなかなか前には進まないものの、それでもコメディの声が聞こえた場所からかなり離れてしまった。

　周りの霊たちは、亜夢やルージュの動きにはなんの関心も示さない。ただ、ぼんやりと前方にむかって一歩、そしてまた一歩と単純作業のように足を出し続けているだけだ。

「飛白かすりちゃん、大丈夫だからね。絶対、大丈夫だから」

　もしかしたら、鬼属の眼力に屈した霊は、もう二度と意識をとり戻せないのだろうか。いや、そんなことはない。飛白の心を引き戻す。絶対に引き戻す！

　亜あ夢むは気持ちを固め、ぎゅ、ぎゅ、と飛白の腕に絶え間なく圧力を加えながら呼びかけを続けた。

「飛白ちゃん。お願い」

　ほどなくして、品よく外に反り返った飛白のまつげがぴょこんと跳ねた。

『ア、ム、ちゃん？』

　彼女の白瞳ひとみに、じんわりと意志のぬくもりが戻ってきた。

『亜夢ちゃん、飛白、いままで……』

「飛白ちゃん、よかったぁ」

『え？　なにが……ぁう？　きゃっ』

　周囲と、そして自らの格かつ好こうを見て身を縮めた飛白の肩をルージュが素早くつかみ、後ろに軽く引いた。同時に背を前へ押す。

　飛白の背筋が、ピシッと伸びる。

「他の霊たちと違う動きをすれば、それだけで目立ってしまいます。そのまま、顔を動かすことなく、列の外にゆっくりと出てください。このへんは鬼属の数が少ないようですから好都合です。慌てず、騒がず、急ぎましょう」

　言いながら、ルージュが自分の首から外したお守りをサッと飛白の首にかけた。

『あ、これはルージュさんの……』

「大切なことはなんなのか。なにを優先すべきなのか。そう考えました」

『で、でも……』

「うちがリーダーだということをお忘れなく」

『ぁ、ありがとう、ございます』

　飛白が、前をむいたまま小声でつぶやいた。

　亜夢たちは、そのままジリジリと列の外側に進み、前後に見える鬼属たちがこちらを見ていないことを確かめたあと、近くの岩場の陰に走り込んだ。

　ここで亜夢は、視界の隅でひらひらと動くなにかに気づいた。見ると、太い根で巨岩を鷲わしづかみにしている枯れ木の枝に、虎とら縞じまの布きれが引っかかっていた。数十枚はあるだろうか。ビキニ鬼属が身につけていたモノだ。上下とも揃そろっている。

　霊界にはなんだか似合わない、洗い立ての爽やかな風を感じたような気がした。ビキニからの連想で、輝く海と白い砂浜の映像が脳のう裏りに浮かびあがってくる。

　ルージュも、虎縞のビキニに目を留めている。

　亜夢は、ルージュと飛白にそれぞれ顔をむけ、力強くうなずいた。




　あまった布を腰の両脇できつく結び、亜あ夢むはなんとか虎とら縞じまビキニをからだに合わせた。

「どうせなら、着物が干してあればよかったんだけど……」

　ビキニは、からだを隠す面積が少ないからこそ、貧弱なボリュームや凹凸の乏しいラインが余計に際立ってしまう。丸裸よりはマシと自らに言い聞かせることで、ビキニ用には育っていない自身のからだから意識をそらす。が、しかし、ルージュのビキニ姿に思わず羨望の視線をむけてしまう。むぅ。

　ルージュが、空色の瞳ひとみに笑みを浮かべた。

「たとえ着物が干してあっても、うちならビキニを選びます。動きやすいですからね」

　飛白かすりが、おへその前で両手を握り合わせながら、遠慮がちに口を開いた。

『着物や、袴はかまには、それにあった歩法があるし、刃物で足を斬きりつけられたとき、深手を負わずにすむ確率が高くなるから……わたしも、着物のほうがいいかな』

　亜夢は、自分の気持ちに寄り添うような発言をしてくれた彼女にたずねた。

「飛白ちゃんって、着物に慣れてるの？」

『九く十じゆう九く里り浜はまの家じゃ、着物が、普段着で……袴も、剣道とか薙なぎ刀なたを習ってたから、よくはいてたし……』

「着物が普段着なんて、素敵」












『着物、好き？　飛白かすりのお古でいいなら、うちにたくさんあるから、あげるよ』

「着物って、高た価かいから……」

『気にしないで。亜あ夢むちゃんにもらってほしいの。だから、飛白といっしょに、必ず、現世に帰りましょうね』

　飛白が、亜夢の手をむにっと握ってきた。

　亜夢も、彼女の透明な手を握り返す。

　ルージュが、ふたりの手にポンと右手を重ねてきた。

「うふふ。きのうも、悠ゆう斗とさんと九く九く命みさんが握手を交わしていました。人と人の気持ちが結びつく現場に二日連続で居合わせることができるなんて、うちは幸せ者です。さあ、気を引きしめていきましょう」




　鬼属のビキニを無断拝借した亜夢たちは、岩陰から岩陰へ素早く移動した。その途中、袴鬼属のひとりに姿を見られてしまったものの、拍子抜けするほどあっさりと視線をそらされたため、その後は下手に走ったりせず、静かに、それでいて堂々と進んだ。

　格上のビキニ鬼属と同じ格かつ好こうをしているためだろうか、袴鬼属たちは、亜夢たちのことを見み咎とがめる存在ではないと認識しているようだ。

　それでも、極力彼女たちには近づかず、霊たちの行列からはできるだけ距離をとり、きた方向へ戻った。

　コメディは、もう霊界産の食物を食べてしまったのだろうか……。きっと食べちゃったんだろうな、と亜夢は重苦しい気持ちをなんとかからだの隅に押しやりながら、それとなく周りを見回した。

　ビキニ鬼属たちが、霊たちから衣服を奪いとっているエリアの近くまできた。袴鬼属の数も多いため、もはや距離をとって歩くというわけにはいかない。

　ぴょんと跳べば触れることができる距離を、袴鬼属のひとりが薙なぎ刀なたを手に通りすぎていく。亜夢は横目さえむけず、黙って足を動かした。ここで騒がれたら、確実に四方から鬼眼の集中砲火を浴びるだろう。そうなれば、もう逃げ場はない。

　飛白が、ルージュからもらったお守りを両手で包み込むようにして握った。

「飛白さん、顔をあげて。大丈夫です。あなたと亜夢さんは、うちが必ず守ります」

『ルージュ、さん』

「あ、あたしも、飛白ちゃんを守るから。も、もしものときは、もう限界っていうくらいサインを撃ちまくるから、安心して」

　思わず言葉にしたあと、脳のう裏りに悠斗の笑顔が浮かんできた。

　兄に守ってもらうばかりだった自分が、だれかを守りたいだなんて……、不思議。

『亜夢ちゃん、ありがとう』

　飛白かすりが声を震わせた。そのとき、

「間に合わなかったようですね」

　ルージュが、きれいな顔をくしゃりと歪ゆがめた。

　彼女の視線の先に、虎とら縞じまビキニがかけられていた枯れ木と似た、しかしそれよりひと回りほど幹みきの太い木が立っていた。その根元で、鬼属たちが車くるま座ざになって騒いでいる様子が見てとれる。

　大きな盃さかずきを抱えている者。果物に噛かみついている者。巨大な骨つき肉を食いちぎっている者。肩を組み、歌っている者たち。大の字に寝転んでいる者たち。袴はかまとビキニ、その他ほとんど下着姿にしか見えない鬼属たちが入り交じっての宴会をやっている。

　そんな輪の中に、玉虫色の髪をもつ、からだの細い女の子がいた。鬼属たちの中にすっかり溶け込んだ様子で、大皿の上に山と盛られた食べ物を次から次へとつかんでは口に運んでいる。軽快なその動きには、なんの迷いも感じられない。

　亜あ夢むは、これでもかと眉まゆ根ねにシワを刻きざみ、白い瞳ひとみをうるうるさせている飛白と顔を見合わせた。

　コメディが霊化してしまったという事実に直面し、思考がうまくまとまらない。生身の彼女は、霊化する必要なんてなかったのに。

　昨晩、飛白だけでなくコメディともたくさん言葉を交わした。互いに「あむちゃん」「コメちゃん」と呼び合えるような関係を築くまでに、彼女のことをいろいろ知ることができた。だから、食事に対する反応が一直線であることもわかっていた。

　わかっていたはずなのに……。

　狼ろう狽ばいする亜夢。

　混乱する飛白。

　そんなふたりの背を、ルージュがポン、ポンと叩たたいた。

「九く九く命みさんのことですから、きっとコメディさんの食いしん坊ぶりは把は握あくしているはずです。おそらく、このような事態は想定の範囲内でしょう。ですから、我々はやるべきことに集中しましょう」

「やるべきこと、ですか？」

「見てください。絶好のチャンスではありませんか？」

　ルージュが指し示した先では、鬼属たちがいまも騒ぎ続けている。そしてそこには、大量の食べ物がならんでいて……。

　亜夢は、思わず飛白の腕をつかんだ。彼女が、その手を上からつかんでくる。

　霊になって初めて、ゴクッとノドが鳴った。


　　　　　　●　●　●



　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、九九命から聞いた段どりを神経質すぎるほど頭の中で整理した。

　霊界に入る第一チームが、亜あ夢む、ルージュ、飛白かすり、コメディの四人。

　室内の壁に残された叫喚姫マンドラゴラの腕経由で、亜夢と飛白のふたりが霊化したという報告をうけた後、悠ゆう斗とたち第二チームが霊界へ入る。その際、コメディに黄泉孔道ルート６６６の入口を開けてもらわなければならない。

　黄泉よもつ平ひら坂さかの枝道をゆく際、生者である自分たちには惑わく鬼きが寄ってくるが、惑まどわされることなく蹴散らして進む。そして、鬼属の群れを突破して亜夢たちと合流。その後、一目散に現世へ駆け戻る。黄泉平坂の枝道では決して振り返らない。

　九く九く命みが、さらに説明を重ねた。

「ワレワレ第二チームの役割でモットも大切なことは、第一チームの全員を現世に引っ張りだすことよ」

　悠斗は、目だけでうなずいた。

「亜夢くんと飛白くんの引っ張り役を、いまのうちに決めておいたほうがいいな」

　というひよりの言葉をうけ、九九命が立てた親指で自らの胸を突いた。

「飛白を引っ張りだすのは、九九命の役目よ。だれにもユズらないわ」

「じゃあ、亜夢の手を引くのはオレだな」

　悠斗は、握った手に汗が滲にじむのを感じた。

「まあ、そうなるわよね」

　すずめが、腕を組んで大きくうなずいた。

「あとは、ルージュを南なん條じようさんに。コメディを桜さくらヶが丘おかさんに引っ張りだしてもらうわ」

「「？」」

　ひよりとすずめが、揃そろって〝どうして？〟といった表情で首を傾かしげた。黒髪と赤髪がサラリと横に流れる。

　九九命が、壁にくっついた叫喚姫の細腕を横目で見ながら、ふたりの疑問にこたえた。

「ルージュも、多少は霊界に染まるはずだから、現世への一線を越えるのに南條さんが手をカしてやってほしいの」

「同じ理由でコメディも、ということか？」

　ひよりが、唇の端を曲げた。

「コメディの場合、多少……というレベルではすまないはずよ。あの子、ビックリするくらい食いしんボーなの。だから、霊界のショクリョーに飛びついてる可能性が高いわ。現世にでるときの斥せき力りよくも、それなりにカクゴしておかなきゃ」

「なるほどな。だが、どうしてわたしがコメディなんだ？　すずめでもいいだろう」

　スペードの生まれ変わりであるコメディと手をつなぐ、ということに複雑な思いがあるのだろう。ひよりが、チラッとすずめに目をむけた。

　すずめが、ひょいと肩をすくめる。

「ハイハイ。じゃあ、わたしがコメディの手を引くから、ニョロりはルージュを……」

「ダメよ。桜さくらヶが丘おかさんがコメディ、南なん條じようさんがルージュの担当よ」

　なにか言いたげなひよりに落ち着いた目をむけたまま、九く九く命みが言葉を継いだ。

「霊界をでようとする霊と、その霊を引っ張る人間とのあいだに、なんらかのつながりがあったほうが引きが強くなるの。桜ヶ丘さんとスペードには、浅からぬインネンがあるでしょ。コメディを引っ張るのは九九命か、桜ヶ丘さんのどちらかが望ましいわ。九九命は飛白かすり。だから、あなたがコメディ担当よ」

「む。そういうことなら……承知した」

　ひよりが、あっさりとうなずいた。

　胸の内に渦うず巻いていたスペードに対するあれやこれやを、瞬またたく間まに気持ちの外へ掃き出したらしい。心の波を静める術すべに長たけた除霊師クリーナーならではの反応だ。

　壁から生えた腕へチラッと目をむけたあと、九九命がさらに言葉を続けた。

「一度手をつかんだら、そのあとは現世にでるまでゼッタイに放さないで。放したら、そこで終わりよ」

　悠ゆう斗とは、首筋、背、そして、てのひらにじっとりと汗が滲にじむのを感じた。

　手を放してはならない。そう思うだけで、からだが強こわ張ばってくる。

「これまで、だれひとり人間の受肉がセーコーしなかったのは……引き手が素人しろうとだったから、という理由が大きいと思うの。ちなみに、霊界に入った引き手がブジに帰か世えってくる確率は七五パーセントよ。単純に考えれば、四人のうち三人がかえってこられるということになるけど……もちろん全員ブジにかえってくるつもりだから、そのつもりで」

　悠斗、ひより、すずめの三人とそれぞれしっかり目を合わせた九九命が、すぐに言葉をつなぐ。

「引き手個々人の霊力、意志力、対応力、状況判断能力、戦闘力、そしてチームの結束力。受肉をセーコーさせるためには、他にもいろんなものが必要よ。それこそ運さえも」

　彼女がまた、言葉を切った。自らの言葉が、聞き手にきちんと届いているのか、本当の意味がちゃんと伝わっているのか。それを確かめているかのように、視線の力をギリギリと絞り込んでいる。

　薄紫色の唇が、再び動き出す。

「霊界から現世にでるサイゴのサイゴで、生者の引く力が足りず、霊が生死の境界線を越えることができなかった例は、マイキョにいとまがないわ。今回も、その可能性が高いと九九命は考えているの」

「可能性が高いって……もし、そうなったら、どうすんだよ？」

「あなたが、後ろから突き飛ばして」

　悠斗の質問に、九九命が即答した。

「オレが、突き飛ばす？」

「そうよ。そのときがきたら、ためらわないで。ルージュたちにも、そうなる可能性のことは伝えてあるわ。たとえ彼女たちを傷つけることになっても、ゼッタイに力を抜いちゃダメ。サイゴのサイゴまで、押しきって」

「オレが……」

「あなたたちと組むまえは、突き飛ばし役をコメディにやってもらおうと考えていたわ。でも、そのためには、あの子がゼッタイに霊化しないという保証が必要だったの。霊が霊を押しても、目を見張るような力は加えられないのよ」

　黙って九く九く命みの話を聞いていたひよりが、不意に口を開いた。

「つまり、悠ゆう斗とが殿しんがりになるということか。それだと亜あ夢むくんの背を押すのはだれだ？　先に出たわたしたちが、再び戻るのか？」

「亜夢さんの背を押す人間は、いないわ。新たな人間が入って手伝うという方法は、過去にも何度か試されたみたいだけど、あまりおススめはできないわね。生身じゃまったく感じることができないけど、人間が生死の境界線を越えるときには、とんでもない乱霊流タービユランスが発生するの。だれかがもう一度入れば、亜夢さんを吹き飛ばすオソれがあるわ」

「悠斗くんだけの力で、引っ張り出すのね」

　すずめが、悠斗に真剣な目をむける。

「霊れい街がいや魔ま街がいに入ったとき、一いちノの瀬せさんはチョージョーの力をえているわ。だから、霊界と現世の境界線も楽に越えられるはずよ」

　九九命にそう言われても、悠斗の中に降り積もっていく不安はどんどんその厚さを増していくばかりで……。




　霊力保管部の部長室、その壁から生えた叫喚姫マンドラゴラの腕がぴくりとも動かないまま、夜を迎えた。

　二二時を過ぎたところで、悠斗、ひより、すずめの三人は部長室を出て、廊ろう下かの突き当たりにある職員用の宿泊室に入った。

　叫喚姫の腕が動いたら、内線で連絡が入ることになっている。それまで、からだを休めておこうということで、みんなの意見が一致したのだ。

　六畳の部屋には、畳の匂い以外これといって気になるものはなかった。入ってすぐ右手に磨すりガラスの小さな窓。左横に内線。その上に非常ベルと卵を半分に切ったようなかたちをした赤色の表示灯ランプ。あとは、奥に色あせた襖ふすまがあるだけ。冷房も程よくきいているため暑苦しさはない。

　襖を開けると、まるで地層のように六人分の布団が押し固められて入っていた。

　そこから三人分の敷き布団を抜き出して、川の字に手早く敷いた。その上に、サササッ、とタオルケットを置く。

　一分ほどで就寝準備完了。

　左右の布団をひよりとすずめに素早く占領されてしまったため、悠ゆう斗とは自然な流れで中央を自分のものに定めた。

　電気を消したあと、表示灯ランプの明かりを頼りにシャツだけを脱ぎ、悠斗はタオルケットを胸の位置まであげてからだを横たえた。

　固い枕に頭を預け、目を閉じた。眠気はない。枕が替わっても寝ることができるはずなのに。疲れているはずなのに。ちゃんとからだを休めないといけないのに。

　亜あ夢むのことが頭から離れない。

　妹はいま、霊界でなにをしているのだろう。危険な目に遭っていなければいいけど。霊化は順調に進んでいるのだろうか。

　思考が流れ、時間を遡さかのぼり、幼い頃の亜夢が脳のう裏りに浮かびあがってきた。

　兄について回る子だった。食べ物の好き嫌いはないけど、食べるのがとても遅い子だった。転んでケガをしても泣かないのに、他人が泣いているといっしょに涙を流す子だった。頭の回転は速いのに、損得勘定の下手な子だった。

　亜夢は、いつも笑っていた。

　父と母を喪うしない、一時期は笑い方や笑うことの意味や価値さえも忘れていた。それでも、心を許せる仲間たちと出会い、いままた笑顔をとり戻すことができた。

　もう喪いたくない。

　いまを手放したくない。

　未来から目をそらしたくない。

　悠斗は、フ───ッと静かに息を吐いた。ひよりとすずめの安眠を邪魔しないよう、もう一度ゆっくり、細く、フ───ッ。

　心が重い。なかなか軽くなってくれない。

　息を吐けば、心の湿気を、それにともなう不快さを消すことができるような気がして、悠斗は何度も息を吐いた。

　もちろん消えることはない。それどころか、呼吸を繰り返すたびに気持ちが重くなっていく。

　ころころ。

　ごそごそ。

　ぴと。

　いきなり、すずめが右腕にくっついてきた。右側の布団に寝ていたのは彼女だし、弾力のある肉感も南なん條じようすずめという少女のものに間違いない。

「すずめ、ちゃん？」

「悠ゆう斗とくん、もうちょっとリラックスしたほうがいいわよ」

「え？」

「からだの力を抜いて……ほら」

　悠斗の耳たぶに息を吹きかけるようにしてささやいたあと、すずめがさらにからだを押しつけてくる。それだけで終わらず、悠斗の右胸にてのひらをのせ、加えて右足に足をからめてきた。

　右半身に密着され、からだの力を抜くどころではない。それどころか、変なところに不必要な力が満ちていく。

「ちょ……」

　鼓こ動どうが駆け足になる。ドキドキだ。

「コソコソとなにをしている？」

　今度は左側だった。

　左腕をつかんだひよりが、ぐぐっと顔を近づけてきた。表示灯ランプからやんわりとひろがっている赤い光をうけ、切れ長の目が不気味な色を放っている。

「あ、えっと……」

「どうして、すずめがくっついてるんだ？」

　悠斗の腕を握る手に、ギリギリと力が加えられた。

　痛くないけど……、ちょっと怖い。

　すずめが、クスクス笑いながら、悠斗の右胸をゆるゆると撫なではじめた。

　くすぐったいし、なんだか変な気分にもなってくる。

「すずめ、ちゃん？」

「リラックスよ、悠斗くん。ガチガチに気合い入れまくっても、疲れるだけだし」

　どこか眠そうなすずめの声で、ひよりの握力が弱まった。

「ふん、そういうことか」

　ボソッともらしたかと思いきや、悠斗の肩に額ひたいを押しつけてきた。からだも、ふわりと寄せてくる。

「お、おい、ひよりも、なんで……」

「だ、黙って、力を抜け。す、すずめだけだと、バ、バランスが悪いだろ。だ、だから、わわ、わたしも……」

「バランスとか、ワケがわからな……」

「あまり文句を言ってると、絞め落とすぞ？」

「ふふ、ニョロりの絞め技、認めたくないけど一流よ？」

「あ～、そ、それじゃ……」

　悠斗は、もうどうにでもなれとばかりに四し肢しから力を抜いた。

　ひよりとすずめが、もぞもぞとからだの位置を微妙にズラし、悠ゆう斗ととの密着度をさらに高めてくる。

　左半身をひよりに、右半身をすずめに押さえ込まれたまま、悠斗は自分にできることをした。

　目を閉じるのだ。

　女の子たちの熱が、両脇からじわりじわりと染み込んでくるのがわかった。

　間もなく、右耳が寝息を捉とらえた。フリではなく、本当に寝入っているらしい。軽やかで、無意識だからこそ開放的なすずめの呼吸音が、悠斗の心から余計なものを少しずつ洗い流してくれた。

　意識が、ゆるゆると暗い場所へ沈んでいく。

「悠斗、キミはひとりじゃない、ぞ。忘れるな」

　手の届かないずっと上のほうから、そんな声が降ってきたような気がした。

　張り詰めていた心と凝り固まっていたからだが、泣きたくなるほど解ときほぐれていく。





第五章　少女たちの大乱戦




　コメディが、魔界産の食べ物をハムスターのように頬ほおばり、もしゃもしゃと旺盛に食べ続けている。周りで浮かれ騒いでいる鬼属たちより明らかに多い量を口へ運んでいるはずなのに、そのペースが落ちる気配はない。体格も、いちばん小柄なのに。

　一いちノの瀬せ亜あ夢むは目立たないよう、それでいて一歩一歩着実に鬼属たちが密集している場所に近づいた。ルージュと飛白かすりも、〝わたしたちは鬼属仲間です。怪しくありませんよ〟といった顔で歩を進めている。

　先頭のルージュが、コメディまで残りおよそ一〇メートルという場所で、それとなく回れ右をして亜夢と飛白にむき直った。水色の瞳ひとみが、真剣さ一色に染まっている。

「本来なら、霊と同じようにからだが半透明になるはずですが、鬼き造ぞう人間であるコメディさんの外見には、さしたる変化はないようですね。それでも、いまの彼女は完全に霊化しています。からだを覆おおっている霊波が、川のほうへたなびいていますから」

　彼女に言われ、亜夢はあらためてコメディを視みた。だが、波長の流れどころか、それが出ているのかどうかさえわからない。

　上位精霊ヴアルゴとしては、まだまだ修行不足ということなのだろう。でも、霊界を出たときには人間に戻っている、はず。

　飛白かすりといっしょに！　と気合いを入れたところで、ふと気になった。

〝霊波が、川のほうへたなびいています〟ということは、霊気がずっと三さん途ずの川かわへ引き寄せられているということだ。だったら飛白も……。

「飛白ちゃん、もしかして、ずっと川に引っ張られてるの？」

　亜あ夢むは、自分と肩を寄せ合うようにして立っている飛白の顔を覗のぞき込んだ。

『う、うん。霊界に入ったときからずっと、弱い力で引っ張られてるけど……ルージュさんと亜夢ちゃんがそばにいてくれるから、なんとか逆らえてる』

「うちらくらいの霊力があれば、川の吸魂力をはね除のけることも可能です。飛白さんも、うちか亜夢さんのどちらかひとりの近くにいれば、川の誘ゆう惑わくに絡めとられることはないでしょう」

　ルージュの言葉に、亜夢は大きくうなずいた。

　霊界に入ってからいままで、飛白が川の引力と戦い続けていたなんて、まるで気がつかなかった。

　ごめんなさい、という気持ちになってくる。

　両手をあげたルージュが、亜夢と飛白のむき出しになった肩を同時にポンと叩たたいた。

「うちらがいっしょにいれば、大丈夫です。お互い、離ればなれにならないよう、注意を払ってください」

　言ってから、しばらく間をあけ、ゆっくりと肩越しに振り返った。

「まずは、コメディさんに気づいてもらう必要があります。さすがに、あの輪の中に入っていけば、うちらが鬼属ではないことがバレるでしょう」

　そのまま、鬼属たちへむき直る。

「さて、どのような方法で、コメディさんの気を惹ひきましょうか」

「ここから石を投げてみますか？」

　亜夢は、大石小石が転がっている地面を見下ろした。

「周りの鬼属に当たる可能性があります。ですから、うちの水すい弾だんもつかえません。飛沫しぶきが飛び散れば、それだけで鬼属たちに異常を知らせてしまいかねませんから」

『手を振ってみる……なんてことは、危険だから、やめたほうがいいですよね』

　飛白が、自分で自分の意見を却下する。

　コメディにゆっくりと近づき、「ちょっときて」と彼女の手を引いて輪から出る……、という方法は、シンプルすぎて話にならない。

　亜夢も、自分の考えに自らダメ出しをした。

　しばし、なにやら考えている様子で沈黙していたルージュが、いきなり歩き出した。

「おふたりは、ここを動かないでください」

　大騒ぎしている鬼属たちへ、どんどん近づいていく。

　小細工などせず、正面から堂々と接近することにしたのだろう。

　確かに、亜あ夢むも同じことを考えた。それでも、実行に移すとなるとかなりの勇気が必要になる。

　亜夢は、飛白かすりと顔を見合わせた。

　どうしよう。互いに、不安と焦りを重ね合わせることしかできない。

　とっさに動けない亜夢と飛白にかまうことなく、ルージュが輪のすぐ外側で足をとめた。

　コメディは、それに気づくことなく手と口を動かし続けている。いったい、どれほど食べる気なのだろう。

　ルージュはその場を動かず、コメディが気づくのを待っている。

　ルージュだけに怖い思いはさせたくない。彼女の首にお守りはさがっていないのだ。自分もいかなきゃ。と亜夢は、お腹なかの前で両の拳こぶしを握りしめた。それでも、ここに飛白を残してはいけないから……、どうすれば。

　迷いは、三秒も続かなかった。

『亜夢ちゃん、いこ、ぅ』

　弱々しい声で、それでも確かな一歩を飛白が踏み出してくれたから、

「ゆっくり、ね」

　亜夢も、彼女とならんで歩き出す。

　鬼の視線が、いつ飛んでくるかわからない。周りは鬼だらけ。ここは霊界。鬼の棲すむ場所。気づかれたら、逃げるよりも先に囲まれてしまうだろう。そうなったら、もう……。

　一歩ずつ、恐怖を踏みしめながら進んだ。

　ルージュの背に近づくに連れ、鬼属たちの会話も鮮明になってくる。

「なんか人間くさいね」

「おねえちゃんは、おにくさいよ」

「アハハハ、だって鬼だも～ん」

「おにだねぇ」

「あんたの服、人間っぽいなぁ。そのせいで人間くさいのかねぇ」

「おねえちゃんのふく、ちょこっとだね」

「これが粋いきってもんさ。何枚も服着たり得え物ものもったりは、霊力の弱よえぇヤツがすることさ」

「コメディ、つよいよ？」

「うん。わかる。あんたスゲー化つ物よいよ。なのにさぁ、どうして服なんか着てんだよぉ」

「おねえちゃんにもらったんだよ」

「あたしゃ、あんたに服やった覚えないけどなぁ。お魂たまから剥はいだ服は、ぜ～んぶ宙そらに還かえすからね」

「コメディのおねえちゃんはね、もうすぐくるよ。コメディ、おねえちゃんだいすきぃ」

　コメディの声だ。昔むかし馴な染じみのように鬼属たちと談笑しながら、それでも食べることをやめようとしない。

　右手のほうで、五、六体の鬼属が仲よく肩を組んで歌い出した。なんの歌なのかわからないが、とても楽しそうだ。

　亜あ夢むたちの気配を察したルージュが首だけを動かし、顔をむけてきた。怒ったような、そして非難するような顔で、〝離れて〟という意志を伝えてくる。

　彼女の気づかいに対し、亜夢は首を振ってこたえた。飛白かすりも、微かすかに震えている両足を開き、ここを動かないという構えを示す。

　ルージュが、赤紫色の空に呆あきれたような視線を送った。が、すぐに唇の両端をあげ、再びコメディへ顔をむける。

「おなかいっぱ[image: ][image: ][image: ]い」

　両手を頭上にあげ、満足げに伸びをしている彼女の腰回りには、なんの変化もみられない。細いまま。あれだけ食べれば、それこそ臨りん月げつの妊婦も顔負けのふくらみになっていてもおかしくないはずなのに。鬼き造ぞう少女の食欲と胃袋は、常識の埒らち外がいにあるらしい。

　亜夢は、感心と呆れと驚きをごちゃ混ぜにしたような気持ちで、コメディを凝ぎよう視しした。

　気づいて！

　この場に立っているだけで、鬼属たちがチラチラと目をむけてくる。いまはまだ、ときどき視界に引っかかる三人組としか思われていないようだが、そのうち〝こいつら変〟と注意をむけられたら、お守りの効力はたちどころに消し飛ばされてしまうだろう。

　ここにいるよ！

　念じた。

　届いて！

　視線に力を込めた。

　すると、コメディが辺りをキョロキョロと見回しはじめた。そして、亜夢たちに目を留めるなり、食べ物がベタベタくっついた口をにんまりと笑みのかたちにした。

　それだけでは終わらず、

「おいしいの、いっぱいあるよ[image: ][image: ]！」

　大声を出し、さらにはブンブンと両手を振ってくれた。しかも、その手がそばにいた鬼属の頭に当たり、彼女がもっていた盃さかずきから液体がこぼれ、その前に座っていた鬼属の剥むき出しになっていた胸もとにかかり、驚いて身を引いた彼女が、後ろの鬼属と火花が飛ぶほど激しく後頭部をぶつけ……、といった具合に次々と不幸が重なったため、車くるま座ざの騒がしさが一気に険けん悪あくなものとなった。

　本能に火がついたのだろうか、楽しそうに騒いでいた鬼属たちの表情がみるみるうちに鬼のそれに変わり、連鎖爆発した。

　咆ほう吼こうする鬼属。地面に頭突きを連発しはじめる鬼属。食器を叩たたき割る鬼属。仲間の背に飛び蹴りをする鬼属。罵ののしり合う鬼属たち。互いの胸ぐらをつかみ合う鬼属たち。食べ物や食器を投げ合う鬼属たち。小突き合う鬼属たち。とっ組み合いをはじめる鬼属たちもいる。

　計算か、それとも偶然なのか、大混乱に乗じてコメディがニコニコしながら両手に果物をもち、亜あ夢むたちのほうへ駆け寄ってきた。

「はい、たべもの。これがいちばんおいしかったよ」

　手渡された果物は、一見して大きめのリンゴだった。

　亜夢は、飛白かすりとうなずき合い、ほとんど同じ動きで果物に噛かみついた。

　シャリッという歯ごたえは、リンゴそのものだった。

　味のほうは……、コメディの一いち押おしなだけあって、信じられないほど甘かった。瑞みず々みずしく、べたつかず、しつこくなく、舌の上で程よく崩れ、間を置くことなく溶けてノドの奥へトロトロ[image: ][image: ]と流れ込んでいく。

　清らかな気が、からだの隅々までひろがっていく。たったひと口で、それがわかった。

　霊になって、これほどまで強烈に味覚を刺激されたのは初めてだ。

　飛白も、目を見開いている。

「コメディさん、急いで九く九く命みさんに合図を送ってください」

　ルージュの声で、亜夢は口の中にひろがった霊界の味から、一気に現実へ引き戻された。

「亜夢さん、飛白さん、走りますよ」

　ルージュが、死者の大行列が進む方向とは逆を指差した。

　亜夢は、仲間同士で激しく争いはじめた鬼属たちを視界の外に追い出し、手にした果物を捨てて駆け出した。飛白も、遅れることなく横にならぶ。

　だが、すんなりと逃げさせてはもらえなかった。

「ちぇぇぇ───っ！」

　一〇歩も進まないうちに、薙なぎ刀なたを振りあげた袴鬼属が、鋭い気を吐きながら右前方から突っ込んできた。

　動きが速い。ダメ、避よけられない……、と思ったそのとき、ピョ──ンと信じられないほどの跳ちよう躍やく力りよくを披ひ露ろうしたコメディが、その勢いのまま「ばしっ」という声とともに袴鬼属の胸に拳こぶしを突き入れた。

　突風をうけた紙人形のように、鬼属が吹っ飛んでいく。

　驚いている暇などないため、足をとめずに走り続けた。が、

「ぴっ!?」

　すぐに足をとめなければならなかった。

　数えきれないほどの鬼属たちが、前方に集まってきたからだ。


　　　　　　●　●　●



　プルルルッ、プルルルッ、プルルルッ、というなんだか背中が痒かゆくなってくるような音に、眠気が押しやられていく。プルルルッ。カチャ。

「はい………わかった。すぐいく」

　ひよりの声で、悠ゆう斗とはタオルケットを払いのけて飛び起きた。眠気を全力で振り払う。

　ここは霊部省職員の宿泊室で、いま現在、亜あ夢むは霊界にいっていて、自分がやるべきことは……、と脳内を高速で整理する。

　ひよりとすずめはすでに、靴をはいてドアの前に立っていた。ふたりのリラックスした顔が、表示灯ランプの淡い赤光に浮かびあがっている。

「霊界突入だ」

　ひよりがドアを引き開けた。

　流れ込んできた廊ろう下かの光が、彼女の黒髪をすべり落ちていく。

「悠斗くん、いつものように、ね」

　すずめが、パチッとウインクを飛ばしたあと、赤髪と制服のスカートを翻ひるがえし、ひよりが開けたドアから飛び出していく。

「亜夢くんたちを迎えにいくぞ！」

　ひよりが、ドアを開けたまま力強く微笑ほほえんだ。

　悠斗は、彼女にむかって力強い一歩を踏み出した。

「よっしゃ、いこうか！」


　　　　　　●　●　●



　亜夢と飛白かすりが首から提げていたお守りは、ものの数秒で鬼眼に焼かれ、ふたつ揃そろって地面に落ちた。

　亜夢は、両手に霊気を集中させながらも、飛白から決して意識を離さなかった。

　数えるのが嫌になるくらい大勢の鬼属たちが、わらわらとこちらにむかってくる。

「切り抜けましょう！」

　ルージュが、水すい弾だんの雨を放ちながら駆け出した。

「飛白ちゃん、いこう！」

　水色のロングウェーブヘアを追って、亜夢も走り出す。飛白も、必死についてくる。

　コメディは、亜夢や飛白の周りを飛ぶように移動しながら、近づいてきた鬼属を一体、また一体と殴り飛ばしている。

　鬼属たちは組織だった動きをしていないため、その綻ほころびをすり抜けつつ、このまま黄泉よもつ平ひら坂さかまで駆け抜けて悠斗たちと合流できれば……、という考えはすぐに捨てた。

　前方で、まるで壁をつくるように鬼属たちが整然とならんでいたからだ。

　それとは逆に、死者の列がかたちを崩しはじめた。鬼属たちが大騒ぎをはじめたため、さすがにぼんやりと歩いてばかりもいられなくなったようだ。

　鬼属たちの壁のむこうに、自分たちが降りてきた崖がけが見えている。

　もうすぐなのに……。

「あちらへ！」

　ルージュが右のほうを指し示しながら、走る方向をほぼ直角に変えた。むかう先にあるのは、散り散りになりゆく霊たちの大行列だ。服を着た霊と裸になった霊がごちゃごちゃに交ざり合っている。

　鬼属たちが密集している場所へ突っ込むより、霊の行列に紛れ込んだほうが逃げのびる確率が高くなると考えたのだろう。虎とら縞じまビキニを身につけているため、多少は目立つだろうが、うまくいけば追っ手に紛れ込んで逃げることができるかもしれない。

　亜あ夢むは懸けん命めいに走った。

　飛白かすりも、遅れることなくついてくる。

　コメディも、ときには亜夢たちの前に、ときには左右に、そして後ろにと目まぐるしく移動しながら、寄ってくる鬼属を殴り倒しつつ、ついてくる。

　そのまま、散開しつつある霊たちの行列に飛び込んだ。直前で、亜夢は飛白の手をしっかりと握りしめた。

　大混乱の中、水色のロングウェーブヘアから決して目を放さず、前へ前へと進んだ。互いが霊体同士であるため、すり抜けることもできず、なにかの荒々しい祭りにでも飛び込んでしまったかのように、前後左右からもみくちゃにされた。

「コメちゃん、離れないでねっ！」

「はなれないよぉ～」

　コメディの声が、すぐ後ろから聞こえてくる。

　霊たちの流れに押されつつ、それでも少しずつ前進した。このまま横断し、列のむこう側へ出れば、なんとか逃げきれるはず。

　そんな思い、いや、願いを胸に亜夢は霊たちを掻かきわけ、押し、押され、よろけ、それでも負けずにルージュの背を追って進んだ。

　背が低いため、先がよく見えない。列の端はどこだろう。自分はいま、どの辺りにいるのだろう。随分と押し流されたけど、大丈夫なのだろうか。黄泉よもつ平ひら坂さかの枝道まで、きちんと戻ることができるのだろうか。悠ゆう斗とたちと合流できるのだろうか。

　いろんな疑問が浮かんでくる。それでも、気力を振り絞った。

「飛白ちゃん、コメちゃん、がんばって！」

『亜夢ちゃぁん』

「コメディ、がんばるよぉ」

　飛白の震える声。コメディの元気な声。ふたつの声が重なった。

「みなさん、あと少しで列を出ます」

　ルージュの声も、確かに聞こえた。

　そして、ようやく霊たちの密集地帯を抜け、行列の反対側へ出た。

　驚いたことに、右手の少し先に川が見えた。間違いなく三さん途ずの川かわだろう。随分と押し流されたようだ。

　川岸に、小型の船がズラリと船尾をのりあげている。一艘そうずつにぼろぼろのローブをまとった、おそらく鬼属が長い棹さおを手にしてのっている。渡し守だろうか。

　裸にされた多くの霊たちをぎゅーぎゅー詰めにした船が、川の中へ出ていく。と、すぐに代わりの船が岸にのりあげてくる。

　霊たちは、ここから霊界の深部へ運ばれていくのだ。

　でも、亜あ夢むはそんなところへいくつもりなどまったくなかった。渡し守との対面は、まだ当分先のこと。

　亜夢は船から意識を引き剥はがし、進むべき先へ首をむけた。

　霊たちの大行列が進む方向とは逆へ。自分たちが帰るべきところへ。

　見て、目を見開き、絶句した。

　鬼属たちがつくった壁が、五〇メートルも離れていない場所にあった。いったいどれほどの数が集まっているのだろう。鬼属たちが手にしている武器が、赤紫色の空から降り注ぐ光を食い千切り、そして吐き捨て、辺り一帯を絶望色に染めあげている。

　逃げられない。

　心がへし折られそうになったそのとき、コメディがだれに言うともなく口を開いた。

「おねえちゃんがね、あぶなくなったらマンドラゴラじゃんじゃんよびなさいって、いってたよ」

「マンドラゴラ？　それって……」

　すぐさまルージュが反応した。

　鬼属の壁がウゾゾゾゾゾッといった感じで動き出した。最前列にならんでいる袴鬼属の鬼面が、ハッキリと見える。

「じゃんじゃん、よんでみる？」

　コメディが、ちょこんと首を傾かしげた。

　鬼属たちが駆け足になった。全力で走ってこられたら、ものの数秒で詰められてしまう距離だ。

　亜夢は、とっさに叫んだ。

「コメちゃん、じゃんじゃんお願い！」

『じゃ、じゃじゃ、じゃんじゃん、お願いぃぃ！』

　飛白かすりの声は、完全にひっくり返ってる。

　コメディが、にんまりした。

「みんなぁ、でておいで[image: ][image: ][image: ]っ！」

　ずりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅりゅぅぅ。

　魔ま街がいで見たときは、毛虫の毛のように腕だけが出ていた。が、いまは違った。

　細くてきれいな腕と長い指の印象を裏切ることなく、顔もスタイルも美しい女性たちが、コメディの周囲、その空間から次々と飛び出してきた。ただ、つま先まで届く灰色のストレートヘアは手入れが行き届いておらず、しかも身につけている黒いドレスもあちこち破れが目立つから、美しさの三割ほどが損なわれているような気がした。

　それでも、この数は心強い。

「やっつけろぉ[image: ][image: ][image: ]っ！」

　コメディが、迫りくる鬼属の集団をズビシッと指差した。楽しくて堪たまらない、といった様子で。

　キィィィィィ、と奇声を発しながら、叫喚姫マンドラゴラたちがいっせいに走り出し、怖おそれることなく真正面から鬼属たちにぶつかっていく。

　コメディの周囲からは、ずりゅりゅりゅりゅりゅっと叫喚姫たちがとまることなく飛び出してくる。

　このまま、数で押しきれば……、と思ったそのとき、叫喚姫の一体が、近くにいた普通霊の顔面を鷲わしづかみにして、軽々と放り投げた。

「ぴっ!?」

　なぜ!?

「あ～、おねえちゃんがね、マンドラゴラだしすぎたら、せぇぎょできなくなるから、ほどほどにしときなさいって、いってた」

　のほほんとしたコメディの笑顔を前に、亜あ夢むは慌てて叫んだ。

「コメちゃん、ストップ！　マンドラゴラは、このくらいでストップ！」

「すとっぷ？」

「やめるの！　マンドラゴラを呼ぶのをやめて！」

「は[image: ][image: ][image: ]い」

　コメディの元気な返事と同時に、叫喚姫たちの出現がピタリととまった。が、そのときには、そばにいた飛白かすりが虎とら縞じまのブラをつかまれ……、「あっ!?」と亜夢が声をもらしたときにはもう、きれいな一本背負いで投げ飛ばされていた。

『ひゃああっ！』

　飛白が、驚くほど遠くまで飛んでいく。こともあろうに川のほうへ。

「飛白ちゃんっ！」

　亜夢は、反射的に走り出した。

　川岸に落下しようとした飛白のからだを、ローブ鬼属が船の上から棹さおを伸ばしてうけとめた。と思いきや、器用に棹さおをしならせ、その反動を利用して飛白かすりを船の上へひょいとのせてしまう。

　ローブ鬼属はそのまま動きをとめることなく、棹で地面を押して船を出しはじめた。

　飛白が、三さん途ずの川かわのむこうへ連れていかれる。そうなったら、もう二度と現世には戻れないだろう。

　亜あ夢むは全力で走った。このときばかりは、着物を着ていなくてよかったと心底思った。が、ビキニ姿でも足が速くなるわけじゃない。

「飛白ちゃん！」

　叫んだ亜夢を旋せん風ぷうのように追い抜いていったのは、玉虫色の髪をもつ少女だった。

　岸から離れようとしていた船に飛びのったコメディが、その勢いのままローブ鬼属に殴りかかっていく。しかしながら、他の鬼属とは格が違ったようだ。ローブ鬼属は、手にした棹で巧みにコメディの攻撃をうけ流し、すかさず反撃に転じている。

　船にのっていた裸の霊たちが、コメディとローブ鬼属の戦いに驚き慌て、川の中へ転がり落ちていく。その中にひとり、虎とら縞じまビキニの霊もいた。

　数秒間の激しい攻防を繰りひろげたあと、コメディがローブ鬼属から棹を奪いとってへし折ることに成功した。と、ローブ鬼属は両手で顔を覆おおい、その場に座り込んでしまった。ローブ越しの体型や、艶なまめかしい膝ひざの折り方から、女の鬼属であろうことがわかる。

　コメディが、すぐさま川に飛び込み、飛白の背に抱きついた。

　とにかく飛白を岸辺に引きあげ、そのあとは叫喚姫マンドラゴラの力を借りて鬼属の壁を突き破り、悠ゆう斗とたちと合流して……、と素早く流れを整理していた亜夢の目の前で、

「あぶぶぶぶぶぅ」

　とコメディが両手でバタバタと水面を打ちはじめた。水の中に顔が半分沈んでいる。

　もしかして、カナヅチ!?

　浅いように見えていて、実は急に深くなっているのかも。

　亜夢は水の中に駆け込み、コメディと飛白にむかって跳んだ。


　　　　　　●　●　●



　霊力保管部の部長室に集まった悠斗たちは、黄泉孔道ルート６６６の入口が開くのをじりじりとした気持ちで待った。

　五分ほど前、壁から生えた叫喚姫の腕が、ビシバシ壁を叩たたいたという。それこそ、壁がへこんでしまうほど強く。これは、亜夢と飛白が霊化したという報しらせに他ならない。霊界に入ってまだ一二時間も経過していないため、霊界産の食しよく糧りようを口にしたと考えて間違いないだろう。

　思ったよりずっと早く霊界へ入ることになったが、これは嬉うれしい展開だ。

　そう思っていたのに……。

　内線で呼ばれた悠ゆう斗と、ひより、すずめの三人が部長室にきてから約三分。

　黄泉孔道ルート６６６が開く様子はない。

　九く九く命みが、叫喚姫マンドラゴラの腕をポンポンと軽く叩たたいた。が、だらりと垂れ下がったままなんの反応も示さない。やる気ゼロだ。

　ひよりとすずめが顔を見合わせ、ふたり揃そろって眉まゆ根ねにシワを寄せた。

「遅いな」

「遅いわね」

「なにかあったのかしら？」

　九九命が、細いアゴを引き、叫喚姫の腕を見つめている。

　胸騒ぎを覚えながらも、悠斗はその場で屈くつ伸しんをはじめた。

　そのときがきたら、走り出す。そのためには、からだをしっかりと起こしておかなければならない。

　いつでもこい。と、アキレス腱けんものばす。

　ひよりとすずめも、触霊用の手袋をつけたまま手首を回しはじめた。そして足首も。

「飛白かすり……」

　いろんな想おもいが込められているであろう九九命のつぶやきが、耳に入ってくる。

　悠斗は、叫喚姫の腕を見つめたまま、アキレス腱をのばし続けた。


　　　　　　●　●　●



　亜あ夢むは、胸とお腹なかを強く水面に打ちつけながら川に飛び込み、コメディと飛白にむかって泳いだ。水がぬるぬると絡みついてくる。霊なのに、息苦しさのようなものを感じた。身体的な苦痛ではなく、魂を圧迫されているかのような苦しさだ。

「あぶぶぶぶぶぅ！」

　コメディが、バタバタと両手を動かし、水をむちゃくちゃに掻かき回している。

　飛白は、そんなコメディにぺしぺし頭を叩かれ、『ひゃ～』と悲鳴をあげ続けている。

「コメちゃん、落ち着いて！」

　亜夢はコメディの後ろに回り込み、彼女の腰に腕を回した。

「あぶぶぶぶぶぅ！　しずむよぉ～！」

「大丈夫だから。あたしが、沈まないようにしてあげるから、力を抜いてっ！」

　叫んでも、コメディは暴れるのをやめようとしない。

「飛白ちゃん、とにかくあなただけでも岸まで泳いでっ！」

『やぁん、だれかが足つかんでるぅ』

　飛白のからだが、徐じよ々じよに沈みはじめた。

　まさか、水の中になにかいる？

　どうすれば……、と思ったそのとき、足の裏に確かなモノを感じた。

　あれ？

　両足を伸ばすと、水面がグッと下がった。足がつく。

「コメちゃん、ここ、足がつくから、ほら、立って」

「あぶぶぶぶぶぅぅ、ん？　あ～、エヘヘ、あしつくねぇ」

　コメディが、ようやく暴れるのをやめた。

　まっすぐに立つと、水面は亜あ夢むの脇の下までしかなかった。

　亜夢は大急ぎで飛白かすりのそばにいき、水の中にもぐってみた。

　濁にごった水の中で、彼女の足に顔を近づけてみると、船からいっしょに落ちたと思おぼしきオジサン霊の頭を踏みつけていた。踏まれれば、足をどかそうとするのは当たり前だ。

　水面に顔を出した亜夢は、飛白の腕を引っ張った。

『あ、放してくれた』

　ホッとした表情になった飛白の腕をつかんだまま、亜夢は岸にむかった。

　コメディも、「しずまないねぇ」とニコニコしながらついてくる。

　隙すき間まなく霊たちをのせた船が、ぎっしりと川岸を埋め尽くしているため、船と船の隙間を通って岸にあがらなければならない。

　ローブ鬼属に気づかれることなく、川を離れることができたらいいけど……。

　そんなに都合よく事が運ぶなんてことがあるはずもなく、水面が腰まで下がったところで虎柄のパンツとお尻の間に棹さおを突き入れられ、そのまま高々と持ちあげられた。

「きゃあああん！」

『ぃやぁぁぁん！』

　近くから、か細い飛白の悲鳴も聞こえてきた。彼女も、亜夢と同じように他の鬼属に棹でパンツを引っかけられ、水の中から引っこ抜かれたのだ。

　右の船から伸びてきた棹に亜夢が、左の船から突き出された棹に飛白が捕まり、ふたり揃そろって宙に吊つりあげられてしまった。それも、パンツを引っかけられる、という恥ずかしい格かつ好こうで。

　すかさず、コメディが水面に爆はぜ口ぐちをつくって跳びあがり、船の縁へりに手、それから足をかけてさらに高い場所へと自らの小柄なからだを運んだ。そして、亜夢をつりあげていた棹を瞬時のうちに砕いてくれた。が、棹の持ち主であるローブ鬼属に素手で打ちかかられたため、すぐさま飛白を助けにいくことができない。

　右の船の上から、再び多くの霊たちが川の中へ落ちていく。

　混乱の中、川に落ちた亜夢は大急ぎで岸に這はい上がりながら、飛白を船の中へ放り込もうとしているローブ鬼属を見あげた。

　させない！

　亜夢は全力で、船首に灯瞳サインを打ち込んだ。

　ボシュッ、と木造の船に直径五〇センチほどの大穴が開く。

　いける！

　船は、魔ま街がいの建築物と同じく霊的な素材でつくられているようだ。これなら、自分の力でも十分に破壊できる。

　確信するなり、亜あ夢むはデタラメに灯瞳サインを放った。

　開いた穴から、どばどばと水が流れ込んでいく。

『亜夢ちゃん、危ないっ！』

　飛白かすりの声で、亜夢はとっさに横へ転がった。直後、コンマ数秒前まで立っていた場所に、棹さおの一撃が落ちてきた。

　顔をあげると、高々とジャンプしたローブ鬼属の姿が目に飛び込んできた。

　赤紫色の空をバックに降ってくるのは、暗いフードの中で怒りに燃えた紅あかい眼めと、振り下ろされるスピードで大きくしなった棹。

　動きの速さや戦闘技術は、とてもかなわない。けど……。

　飛白ちゃんを助けなきゃ！

　強い想おもいを胸に、亜夢は両手を頭上に突き出した。

　ローブ鬼属が、棹を地面に叩たたきつける。だが、なんのダメージもない。棹は、亜夢の灯瞳によって途中がすっぱりと消滅し、長さ、という利点をすっかり失っていた。

　ローブの中で、紅玉ルビーのような瞳ひとみが見開かれているのがハッキリとわかった。黒い唇が半開きになっているのも。間近に見ると、色っぽい美人鬼だ。

『亜夢ちゃん！』

　亜夢が大穴をいくつも開けた船の上から、飛白がひらりと飛び降りてきた。

　視線を彼女に移した直後だった。短くなった棹で鳩みぞ尾おちを突かれ、同時に足も払われ、ほんのひと呼吸で地面に転がされてしまった。

　起きあがろうと手を突いたときにはもう、亜夢のすぐ目の前で、ローブ鬼属が短い棹を振り下ろすべく身構えていた。

『やめてぇ！』

　ローブ鬼属に、普通霊である飛白が抱きついていくものの、鬼眼でにらまれもしない。それこそ、とるに足らない存在だと思われているのだ。

　亜夢は、座ったまま両手を前に構えた。下手に立ちあがれば、その隙を狙われると思ったからだ。しかし、流れるような動きで両手を蹴り払われ、棹の強烈な一撃を額ひたいに………、うけようとしたそのとき、ローブ鬼属の顔面が横に流れた。

　亜夢の顔に、飛沫しぶきがかかる。

「ハアアアアアァッ！」

　ドバアアアアアッ！

　水すい弾だんというより、水すい砲ほうと呼んだほうがいいような攻撃が、ローブ鬼属をあっさりと川の中へ押し流す。

「亜あ夢むさん、飛白かすりさん、大丈夫ですか？」

　ルージュが駆け寄ってきた。

「だいじょうぶ？」

　コメディも、隣の船から飛び降りてきた。船上では、一〇体ほどのローブ鬼属が折り重なるようにして倒れている。

　亜夢が一体を相手にあたふたと不器用に戦っている間、コメディはその一〇倍ほどの数を叩たたき伏せていたのだ。しかも、自身は無傷で。明るい笑顔を消すことなく。

　亜夢と飛白は顔を見合わせた。こんな状況なのに、フフッ、と笑みがこぼれ出てくる。

「さあ、もたもたしてはいられません。マンドラゴラたちが道をつくってくれています。うちらは、突き進むのみです」

　ルージュの力強い言葉に、亜夢と飛白は大きくうなずいた。

　コメディだけが、「エヘヘ」と嬉うれしそうに笑いながら、叫喚姫マンドラゴラと鬼属たちが激突している大乱戦の場へ目をむけた。いや、見ているのはもっと先か。

「おねえちゃんがよんでるね」





第六章　第二チーム突入！




　音もなく黄泉孔道ルート６６６が開いたのは、待つという時間は、ときとして拷ごう問もんにも等しくなるものだ、と悠ゆう斗とが本気で思いはじめていた頃だった。実質、二〇分も待ってはいないけど。

「いくわよっ！」

　黄泉孔道内へ真っ先に飛び込んだのは、九く九く命みだった。

　悠斗も、遅れることなくあとに続いた。すぐに、【徒桜あだざくら】の柄つかを手にしたひより、そして警棒状にした【鵺ぬえ震なり】を握ったすずめもついてくる。

　当たり前だが、黄泉孔道の中はビデオで観みた洞どう窟くつと同じだった。お陰で、ここを知っているという感覚が先に立ち、見ず知らずの場所に踏み込んで戸と惑まどうというようなことはなかった。

　うっすらと明るいため、足もとにそれほど気をつかう必要はない。先のほうは闇に霞かすんでいるため、どこまで続いているのかわからない。

　この先に亜夢がいる。そう思うだけで未知への怖おそれが消えた。

　悠斗は、霊れい街がいや魔ま街がいに入ったときと似た感覚を覚えた。からだが軽くなったような、周囲の色彩や音質が微妙に変わってしまったかのような、意識すればするほどその素晴らしさが明確になっていくという、内的な変化だ。

　手頃な石を拾いあげ、グッと握ってみた。すると、ビシビシッとヒビが入り、あっさりと砕けてしまう。

「やっぱり、霊界でもその力がつかえるのね。ふふ、悠ゆう斗とくん頼りにしてるわよ」

　すずめが、【鵺ぬえ震なり】でコツコツと岩肌を叩たたきながら、唇の両端をあげた。

「ふむ。それなら、悠斗とわたしが前衛、九く九く命みとすずめが後衛で進もう」

「リーダーは九九命よ。忘れないで。ゼンエーは、九九命と一いちノの瀬せさんでいくわ。桜さくらヶが丘おかさんと南なん條じようさんは、離れずについてきて。すぐに惑わく鬼きがくるわよ。気をヌかないで」

「む。惑鬼に慣れた九九命が前衛、というわけだな。承知した」

　反論することなく、ひよりがすぐさま悠斗の後ろについた。すずめが、するりと九九命の背後に移動する。

　悠斗は、九九命と肩をならべて小走りで進んだ。すぐ後ろから、ひよりとすずめの息づかいと足音が聞こえてくる。

　一〇秒も進まないうちに、洞どう窟くつの先からだれかがやってくるのが見えた。

　四つの人影が、近づいてくる。

「お兄、ちゃん？」

　そのひとつが、ポソッと声をもらした。

　亜あ夢む？

「迎えにきてくれたの？」

　間違いない。妹の声だ。

　青みがかったポニーテールが、ぴょんと跳ねた。

　薄闇のむこうから現れたのは、亜夢、ルージュ、飛白かすり、コメディの四人だった。みんなで力を合わせ、ここまでやってきたのだ。

　だれも大きなケガはしていないようだが、亜夢と飛白が霊化をしているのかどうかは一見しただけではわからない。それでも、無事に霊化できたからこそ、こうして戻ってきたのだろう。だから、あとはこのまま現世に出て受肉、と計画に添って動けばいい。

「亜夢、よかった」

　悠斗は、亜夢に駆け寄った。

　妹も駆け寄ってくる。

「……………」

　悠斗は迷った。どこからどう見ても亜夢だ。自分の妹だ。殴れるわけがない。

　そう思った直後、悠斗を素早く追い抜いたひよりが、洞窟内に紅あかい炎せ線んを刻きざんだ。

　間を置くことなく、亜夢が霧む散さんした。ルージュ、飛白、コメディも、パッと弱々しい光を放って掻かき消える。

「本物の亜夢くんじゃないぞ」

【徒桜あだざくら】から炎の刀とう身しんを消したひよりが、「お先にどうぞ」と言わんばかりに洞どう窟くつの先を指し示しながら、小さく息を吐いた。

「わ、わかってたけど……」

「亜あ夢むちゃんの顔と声だもん。やっぱり殴やりづらいわよねぇ」

　すずめが、悠ゆう斗との気持ちを代弁してくれた。

　だが直すぐに、九く九く命みが鋭い言葉を突き刺してくる。

「一いちノの瀬せさん、一瞬の迷いが命とりになりかねないわ。次は、タメラわないで」


　　　　　　●　●　●



　桜さくらヶが丘おかひよりは、再び前衛として急ぎ足で進みはじめた悠斗の背を見つめた。

　甘すぎる。やさしすぎる、と言ってもいい。

　仕事に臨む除霊師クリーナーとしては、大きなマイナスだ。

　いま、このとき、この場所で甘さは必要ない。やるべきことをやり、不必要な感情は家に置いてくるべきだった。人として大切なやさしさは、ときと場合によっては枷かせになることもある。

　ことさらに悠斗を責めるつもりはないが、伝えておくべきことは、本格的な戦闘に入る前にきちんと言葉にしておこうと思った。

「悠斗、どんな外見をしていても、相手は害意をもつ鬼属だ。九九命が言うように、決して躊躇ためらうな」

「うん。そうするよ」

　悠斗が、ペースを落とすことなく、顔を前にむけたままこたえた。

「責めているわけじゃないぞ？　もし一歩間違えば、悠斗が傷つけられるかもしれないから、わたしは……」

「ありがとう、心配してくれてるんだろ？　ひよりはやさしいな」

　悠斗が、肩越しに笑みを放ってきた。

「や、やさしいとか……な、仲間として当然の気づかいだろう」

「ひよりがついてきてくれて、本当に嬉うれしいよ。キミがそばにいてくれたら、オレ、いくらでもがんばれるから」

「そ、そうなのか？　がんばれるんだったら、いくらでもそばにいてやるから、な。なんなら……」

　一生、そばにいてあげても……、なんて言葉が、ついつい口からこぼれ落ちそうになったため、ひよりは慌てて「あ～、コホン」とわざとらしい咳せき払ばらいでごまかした。

　ごまかした、はずなのに。

「なんなら……一生そばにいてあげる、とか言ってもらえたら嬉しかったのにな」

　彼の言葉が耳から入ってくるなり、胸の奥にポッと火が点ついた。頬ほおが熱くなる。愛いとおしさが、からだじゅうにひろがっていく。

　ひよりは、握っていた【徒桜あだざくら】へ反射的に霊力を送り込んだ。

　触霊用の手袋越しに炎えん龍りゆうがこたえ、その舌先が刀とう身しんとなって吐き出されてくる。

　一瞬だけ躊躇ためらったあと、その切っ先を悠ゆう斗との背に突き入れた。

　途と端たん、彼の姿がボシュッと消滅する。

　視界全体にひろがっていたスクリーンを瞬時に張り替えられたかのように、五メートルほど先に悠斗の背が現れた。ほんのわずかだが、彼から離れている。

　悠斗と九く九く命みの間も、わずかにあいている。真横にいたはずのすずめは、ひよりと足並みを揃そろえることなく右前方を進んでいる。

　ひよりは、内心で舌打ちした。

　不覚にも、惑わく鬼きに誑たぶらかされる一歩手前だった。

　惑鬼は、視界を偽り、任にん意いの相手だけに声を届ける術をもっているようだ。

　この手の鬼属の対処法は……。


　　　　　　●　●　●



「すずめ、気をつけろ」

　南なん條じようすずめは、肩を寄せてきたひよりに横目をむけた。

「気をつけてる」

　手袋ですべらないよう【鵺ぬえ震なり】をきつくにぎり直し、あらためて四方に気を巡らせる。が、いまのところ、自分たち以外に動いているモノはない。

「わからないのか？　惑鬼の攻撃は、もうはじまってるんだぞ。わたしと歩調を合わせてくれ。右側は任せたぞ。左側はわたしがカバーする」

「ねえ、どうしたの？」

「気を抜くな。ヤツらは視界を操作する術をもっているぞ」

「ふ[image: ][image: ][image: ]ん、そうなの？」

「こら、わたしを見てないで、右の方に注意を払ってくれ」

「ところで、殴っていい？」

「なに？」

　ゴッ！　と【鵺震】の一撃をひよりの側頭部に叩たたき込んだ。

　途端、彼女の姿がボシュッと掻かき消え、すぐに薄膜が剥はがれ落ちたように見えていたものの色が幾分鮮明になる。

「すずめ。惑鬼の対処法に気づいたか？」

　本物のひよりが、すかさず肩をならべてくる。目と目を合わせ、うなずいた。

「このタイプなら、楽勝よ」

　自分の相棒なら、『殴っていい？』と警戒心を刺激したあとの一撃なら、目を瞑つぶっていても避よけることができたはずだ。

　ひよりの動きを意識しながら、すずめは前をいく九く九く命みの背に目を留めた。


　　　　　　●　●　●



『飛白かすりの気持ちは、人間に戻ることじゃないの。そんなこと、考えてない！』

　九く十じゆう九く里り浜はま九九命は、目を剥むいて叫び続ける飛白を無視して足を進めた。

　惑わく鬼きが化けているということは、重々承知している。瞬時に滅することも可能だ。

　それでも、九九命はしばらく飛白の言葉に耳をかたむけることにした。

　惑鬼は、こちらの弱さにつけ込んでくる。それはつまり、自らの脆もろい部分を映す鏡に他ならない。

『もう、本気で嫌なの！　なんの不安も苦しみもない場所にいきたいの！　九九命の気持ちを一方的に押しつけないで！　あなた、自分勝手すぎるのよ！　いい加減に気づきなさいよね！　どれだけ周りに迷惑をかければ気がすむのよ！』

　なるほど。

『飛白は、理ことわりの流れに還かえりたいのよ！』

　ありがとう。

「病やみ蝦が蟇ま、でませいっ！」

　ぬめぬめとした巨大な塊が、宙からむくむくっと現れ……、たかと思いきや、その蝦が蟇ま口ぐちをカパッと開き、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた飛白をパクリと食べてしまった。直後、黄土色の煙となって消える。

　九九命は、口の中でつぶやいた。

「九九命は、したいようにするわ。飛白がいなきゃ、九九命は生きていけないの。だから、飛白をとり戻す」

　まだ、九九命の中に微かすかな迷いが残っている、ということを惑鬼が教えてくれた。

　九九命は、心を研とぎつつうっすらと笑みを浮かべた。

　妹の受肉を成功させるそのときまで、解とき放った刃やいばを収めるつもりはない。


　　　　　　●　●　●



　悠ゆう斗とは、横にならんで色っぽい流し目を送ってきたひよりの肩を、ごくごく弱い力でポスッと叩たたいてみた。すると、可か憐れんな横顔がぐにゃりと歪み、ボシュッと消えてしまう。

　間を置かず寄ってきたすずめが、「ねぇ、ちょっと惑鬼対策を考えたんだけどさ……」と話しかけてきたため、またポスッ。

　彼女も、ボシュッと消える。

　表情をきちんと観察みる。そして声を注意して聞く。そうすれば、惑鬼たちが放つ微妙な違和に気づくことができた。

　それでも、まだ完全じゃない。もしかしたら本物かも、という気持ちがぬぐえないのだ。

　自分の力はいま、霊界に入ったことで岩をも砕くほど強くなっている。だから、ポスッと軽く叩たたいても、下手をすると骨に響くほどの一撃になりかねない。誤って本物の女の子たちにポスッとやってしまえば、下手をするとケガをさせてしまうかもしれないという怖さがあった。

「そろそろヨモツヒラサカの出口よ。正面から出たら鬼属の集団とぶつかるから、そっちのワキ道に入って……」

「悠ゆう斗とっ！」

　後ろから、大きな声で名前を呼ばれた。途と端たん、ゆれていた九く九く命みのツインテールが、不自然に跳ねた。

　だからまた、ポスッ。

　ボシュッと掻かき消えた九九命のむこう側に現れたのは……、やはり九九命だった。今度は本物か？

「悠斗、怪しいと思ったら大声を出せ。変へん化げや感覚操作術に長たけたヤツは、大きな音や声に敏びん感かんだ」

　後ろから、ひよりがそう教えてくれた。この声は、おそらく本物だ。気持ちがこもっている。

　言われた通り、変だなと思ったら大きな声で呼びかけてみることにした。加えて、互いに声を出して名前を呼び合い、全員の位置を確認しながら進んだ。

「惑わく鬼き退散っ！」と叫ぶひよりに続き、驚いたことに「飛白かすり、いまいくからねっ！」と九九命も大きな声を出した。彼女の声が、洞どう窟くつの壁に反はん響きようする。

　悠斗も負けじと、「亜あ夢むぅ！　待ってろよぉ！」と声を張りあげた。「ガオ──ッ！」とすずめも。

　そうやって寄ってきた惑鬼を蹴散らしながら進むうちに、洞窟の先にうっすらと丸い光が見えてきた。

「出口よ」

　九九命の強い声で、悠斗は気持ちに火を入れ直した。拳こぶしを握りしめる。あそこから先が、本格的な霊界だ。

　亜夢が待っている。

「ん？」

　正面にふたつの人影が現れた。

　疑いようもなく惑鬼だから、あっさりと殴りつけて、出口へ……、と固めた拳に力を込めたそのとき、悠斗は気づいた。

「おい、ふざけんな、よ」

「どうした？　あれは、だれだ？」

「悠ゆう斗とくんの、知ってる人？」

　ひよりとすずめの声にも、とっさにこたえを返すことができなかった。

「一いちノの瀬せさん、だれであろうと、話しこんでる時間はないわよ」

　九く九く命みの言葉にも、反応できない。

　立っていたのは、四十代半ばの男女だった。

　ふたりは、山間にある町で生まれ育ち、幼稚園の頃からの友人で、小中高と同じ学校に通い、大学は別々になったけれど、社会人になったあと高校の同窓会で再会し、そこで互いに幼稚園の頃から好きだったことを告白し合い、つき合うことになって……、その後、めでたく結婚。一男一女を授さずかり、息子と娘に呆あきれられるほど仲なか睦むつまじく、贅ぜい沢たくはできなくても幸せに満ちた家庭を築き……、そして……、そして……。

　まぎれもなく父と母だった。

　驚き、怒り、悔しさ、悲しさ、怖おそれ、その他、いろんな感情がごちゃ混ぜになり、冷静ではいられなくなる。

　悠斗は足を速め、両親に近づいた。

「悠斗、もしかして……」

　投げられたひよりの声が、悠斗の背に力なくぶつかり、はらはらと散っていく。

「悠斗、久しぶり」

　悠斗より少しだけ背の高い父が、生前となにも変わらない笑みを浮かべた。軽くあげられた左手、その薬指でシルバーの指輪が鈍色にびいろの光を放っている。

　父の声だ。間違いなく……、父の声だ。

「悠ちゃんに話したいこと、たくさんあるのよ」

　実年齢より一〇歳以上は若く見える母も、慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべている。亜あ夢むは、どこからどう見ても母親似だ。青みがかった髪の色も、線の細い小柄なからだも、大きな瞳ひとみも、本当にそっくりだ。

　母の声も、耳に残っているものとまったく変わらない。ゾクゾクと寒気がしてくるほどやさしさに満ちた声だ。

「悠斗、いままでよくがんばったな」

　やさしげな父の微笑ほほえみ。

「悠ちゃんったら、がんばりすぎよ」

　やさしすぎる母の声。

「たまには、ゆっくり休め」

「気を張ってばかりじゃ、心の糸が切れてしまうわ。ほら、そんな顔しないで、お母さんに笑顔を見せて」

　父と母の存在すべてが、悠斗をあたたかく包み込んでくれた。

　刹せつ那なの心地よさに、幼い頃は日常的に抱いていた愉たのしさに、親子の絆きずなを原料としなければ決して生み出せない安心感に、からだの芯が震えた。

　両親の笑顔には、紛まごうかたなき無償の愛があった。純粋無む垢くな愛があった。愛だけに満たされていた。

　いますぐ、この場で嫌なモノすべてを投げ捨ててしまいたい。そんな衝動にかられた。

　心が激しくゆれ動く。

「もう、いいから」

「お疲れ様。いままでよくがんばったわね」

「立派だったぞ」

「あとはお父さんとお母さんに任せて、ゆっくりしてなさい」

　つらいこと。嫌なこと。苦しいこと。自分の気持ちにプラス作用を及ぼさないこと。いろんな重荷をこの場で放ほう棄きしてしまいたい……、という欲求を心に押し込みながら、悠ゆう斗とは両腕をひろげ、父と母のからだを抱き寄せた。

　懐かしい匂いはしなかった。それなのに、ぬくもりだけは残ざん酷こくなまでに伝わってきた。

「父さん、母さん、オレも、亜あ夢むも元気だよ」

「そうか、いろいろ聞かせてくれ。悠斗のこと、亜夢のこと、もっといろいろ……」

「オレ、亜夢を、助けるから。絶対、なにがあっても、助けるから」

　言うなり、思いきって両腕を交差させた。自分自身を抱きしめるように。

　目の前で、父と母の顔が霧む散さんする。

　胸の中で弾はじけた鋭い痛みが、両手両足に拡かく散さんし、短い痺しびれとなって消えていく。

　泣きたい。叫びたい。逃げたい。忘れたい。座り込みたい。なにかを殴りつけたい。なにもしたくない。苦しみを消したい。楽になりたい。

　心が、いろんなモノを渇かつ望ぼうしている。

　助けて。

　からだの奥底で、懸けん命めいに気づかないフリをし続けてきた自分の弱さが、とうとう泣き言をもらした。もらして……、しまった。

　ダメだ。もう無理だ。崩れる。悠斗は半ば観念した。そのとき、

「悠斗、大丈夫か？」

　ひよりの声が聞こえてきた。




『悠斗、キミはひとりじゃない、ぞ。忘れるな』




　耳の奥に残っていた彼女の言葉が、いままさに瓦が解かいしそうになっていた心を支えてくれた。覚悟を、立ち位置を、前へ進む理由を思い出させてくれた。

　灯ともし火び。

　亜あ夢むの灯瞳サインが、彷徨さまよえる霊たちを導く光であるように。

　ひよりの声が、悠ゆう斗とにとっての道みち標しるべとなった。

　桜さくらヶが丘おかひよりという女の子が、こんなにも近くにいてくれる。それこそ、互いに手をとり合えるほど側そばに。そのことを思い出しただけで、萎しおれかかっていた気持ちが瞬またたく間まに力をとり戻す。

　状況はなにも変わらない。

　それでも、我知らずうつむけていた顔をあげることができた。

　救われる、ということを実感できたような気がした。

　悠斗は、洞どう窟くつの出口へ目をむけた。そうして、

「いこっか」

　一歩を踏み出す。

　幻の父と母が深々と刻きざみつけていった傷を抱きしめ、直視できないほどの不安や恐怖を握りしめ、弱々しい光にむかって足を進めた。

　見ると、出口の明かりの中で動いている影があった。何人もいるようだ。

　また惑わく鬼きか？　と思ったのも束つかの間ま。

「きたきたっ、人間きたっ！　やっぱ、ここ、娑しや婆ばとつながってる！」

　そんな声が聞こえてきた。

　どうやら、枝道の出口を発見されたようだ。

「まさか、もう見つかるなんて」

　九く九く命みが、痛つう恨こんの極みといったように顔をしかめた。

「退ひく？」

　すずめが、短い問いを口にした。

　ひよりが、すぐに言葉をつけ足す。

「それとも、斬きり込むか？」

「そんなの、決まってんだろ！」

　九九命のこたえは、待たなかった。

　悠斗は、地面をえぐるように蹴って駆け出した。
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　一いちノの瀬せ亜夢は、迫りくる鬼属たちにむかって、懸けん命めいに灯瞳を放ち続けた。

　ルージュは絶え間なくバンバン水すい弾だんを撃ち、コメディは素早い動きと反応でポコスカ殴り続けている。

　飛白かすりを守らなきゃ。

　いっしょに帰りたい。

　その一心で、亜あ夢むは怖さも忘れ、迫りくる鬼属たちに両手をむけた。

　霊たちの行列は千ち々ぢに乱れ、もはや秩ちつ序じよもなにもない。

　服を着ている霊や身ぐるみを剥はがされた霊たちが、あちらこちらへ逃げ惑まどっている。

　コメディが召しよう喚かんした叫喚姫マンドラゴラ、そして袴はかま、ビキニ、ローブの鬼属たちが入り乱れ、大混戦の様よう相そうを呈ていしている。

「飛白かすりちゃん、鬼と目を合わせないでねっ！」

『ぃぅああぁ、亜夢ちゃん、うう、後ろっ！』

「えいっ！」

　背後で薙なぎ刀なたを振りあげていた袴鬼属に飛びつき、はだけた胸に両手を押しつけた。

　消し飛んだのは上着の一部だけで、鬼属女性は消滅することなく、その場にくずおれる。「うぅ……」と呻うめいているため、気絶しただけのようだ。

　倒れた鬼属には、すぐさま数体の叫喚姫たちが競うように覆おおいかぶさり、すぐそばで一体の叫喚姫が地面をビシッ、バシッ、ピシャンと三回叩たたいたあと、みんなでいっせいに立ちあがってガッツポーズをとったりハイタッチをしたりしているから、もしかしてプロレスごっこ？　と見ていて思わず笑ってしまいそうになる。

　気を抜くことのできない危険な大乱戦の場ではあっても、叫喚姫たちには独自のルールや戦い方があるのだろう。

「飛白ちゃん、離れないで」

『亜夢ちゃ[image: ][image: ][image: ]ん』

　飛白が、泣きそうな顔で背にくっついてくる。

　守らなきゃ！　という想おもいを強くする。

　素早く周囲に視線を走らせ、仲間たちの位置を確認する。

　ルージュは、水すい弾だんを放つ音が聞こえる方角。直線距離にしておよそ五メートルのところで、白い肌と水色のロングウェーブヘアが躍っている。

　コメディは、「ばきっ」「ぼかん」「ずど～ん」と絶えず効果音を口にしているから、近くにいることだけはわかるけど、小柄だし動きが速いため姿を見つけるのが難しい。

　ルージュとコメディの活躍もさることながら、叫喚姫たちの動きには目を見張るものがあった。

　なんの言語も用いることなく、表情を動かすこともなく、身振り手振りで互いに意い思し疎そ通つうを図っているようにも見えないのに、彼女たちの連携は素晴らしかった。

　亜夢と飛白に近づいてきた鬼属に対しては、必ず複数で攻撃。しかも上下左右からいっせいに攻撃するため、やられたほうはたまらない。

　それでも、大混戦の中でとりこぼしがゼロになるわけもなく、亜夢自らが灯瞳サインを放つ場面もたくさんあった。

　亜あ夢むは、叫喚姫マンドラゴラたちの網をすり抜けてきたビキニ鬼属へ、躊躇ためらうことなく突っ込んだ。そして、つかみかかってくる腕の動きにかまうことなく、彼女の鳩みぞ尾おち辺りへ両手を押しつける。

　虎とら縞じまビキニを身につけたグラマラスな鬼属女性を気絶させたあと、亜夢はすぐさま飛白かすりにむき直った。

　このままのペースで鬼属たちと戦いつつ、少しずつ川から離れ、黄泉よもつ平ひら坂さかの枝道付近までたどり着き、悠ゆう斗とたちと合流して一目散に現世へ逃げ帰る……、という大おお雑ざつ把ぱな流れを思い描きながら、再び飛白のそばへ戻ろうとしたそのとき、宙に吹き飛ばされる叫喚姫たちの姿が目に飛び込んできた。

「飛白ちゃんっ!?」

　叫んだときには、遅かった。

　突如として現れたローブ鬼属が、飛白の細い腕をつかみ、ひょいともちあげた。

「っっっ!!」

　亜夢は考えるよりも先に、ローブ鬼属にむかって走った。前に出した両手に、ありったけの霊力を注ぎ込む。

　間違って、飛白に当たらないように……、と気をつける間もなく、横からの一撃をうけ視界が激流に呑のみ込こまれた。

　ローブ鬼属が、手にしていた棹さおを真横に払っただけ。たったそれだけで、亜夢は近くにいた叫喚姫や鬼属たちを巻き込み、一〇数メートルもの距離を飛ばされた。が、痛みはほとんど感じない。霊となり、生者には必要不可欠な痛覚をからだが忘れてしまったのだろう。とはいっても、それなりのダメージはうけたらしく、手足をうまく動かすことができなくなった。歩調や歩幅が乱れ、世界がゆれる。

『亜夢ちゃ～ん！』

　ローブ鬼属に腕をつかまれたままの飛白が、川のほうへ遠ざかっていく。

　亜夢は、なかなか言うことを聞かない両足を叱しつ咤たし、フラフラと走り出した。

　四方八方から伸びてくる鬼属たちの手を振り払い、薙なぎ刀なたを横に避よけ、頭をさげて鋭い爪をやり過ごし、叫喚姫たちに道をつくってもらいながら、飛白を追いかけた。

「飛白ちゃん！　待ってて！　いまいくから！　すぐにいくから！」

　叫びながら、飛白を連れていくローブ鬼属を追いかけた。

　亜夢よりも先に、叫喚姫たちがローブ鬼属に襲いかかっていく。が、左手に飛白、右手に棹をもった鬼属は、流れるような動きでそのすべてを地に叩たたき伏せてしまった。

　明らかに、他のローブ鬼属とは動きが違っていた。速くて、力強くて、正確だ。似たようなローブを身にまとってはいるものの、中身は別格なのだろう。

　亜夢はそれでも、怖おそれることなく走った。

　ローブ鬼属の背後から、灯瞳サインを繰り出す。が、両のてのひらが接触する直前、棹さおで払われた……、と思ったときにはもう、突き飛ばされていた。

　棹で突かれた胸の痛みは、それほど感じない。感じないのに、からだが思うように動いてくれない。

　砂地に倒れたまま、亜あ夢むはとっさに顔だけをあげた。

　川まで、走れば三秒ほどでたどり着く距離だ。それなのに遠い。あまりにも遠すぎると思った。

　からだが言うことを聞かない。

　立ち上がれない。

　飛白かすりが、船の中に放り込まれた。

　守ら、な、きゃ。

　それなのに、自分はなにもできない。

　不ふ甲が斐いなさに身がすくんだ。

　砂を握りしめた。

　もう、どうすることもできない。

　お兄ちゃん。

　依存心からだろうか、こんなときなのに大好きな悠ゆう斗との顔が脳のう裏りに浮かんだ。

　兄が、いま、ここにいてくれたら……。

　お兄ちゃん。

　砂を握りしめたまま、上体を起こした。

「亜夢ちゃ、きゃっ!?」

　船から飛び降りようとした飛白が、ローブ鬼属の棹で突かれ、船の上に倒れ込む姿が目に飛び込んできた。

　亜夢は、心のままに叫んだ。

「お兄ちゃ──────────ん！」


　　　　　　●　●　●



　一いちノの瀬せ悠斗は、群がってきた鬼属たちをひよりたちとともにものの数秒で払いのけたあと、黄泉よもつ平ひら坂さかの枝道を出てすぐの崖がけの上から、霊界の景色を一望した。

　ビデオで観みた赤紫色の空。崖下には、地面を埋め尽くすほどの霊たちが密集していた。数百メートル先に見えるのは大きな川だ。その手前で、なにやら大勢がごちゃごちゃと動き回っている。

　もしかして、あの中に亜夢がいるのか？

「手前のほうは霊の縁日で、むこうのほうは、まるで戦いくさだな」

　横に立つひよりが、ぼそりともらした。

「下の霊たちは、あっちの騒ぎのせいで先へ進めないでいるみたいね。大渋滞じゃない。もしかして、あっちのアレ、ルージュたちがからんでるのかしら？　ま、からんでるんでしょうけど……あの中に入るの、ちょっと無む謀ぼうかも」

　すずめが、九く九く命みを横目で見た。

「イヤなら、ここで待ってて。手を引くのは、ヨモツヒラサカを逆行するときだけだから。ルージュにここまできてもらえば、それでいいでしょ」

「ハイハイ。いきますから、そんな目で見ないでよね」

　九九命のジトッと湿り気を帯びた視線をうけ、すずめが肩をすくめた。

　そのとき、聴こえたような気がした。

　お兄ちゃん。

　ひよりが、「まるで戦いくさ」と評した集団の先。川かわ縁べりから。

「亜あ夢む」

　悠ゆう斗とは躊ちゆう躇ちよせず、崖がけの先に足を踏み出した。

「お、おい、悠斗……!?」

　驚きに染まったひよりの声を置き去りにして、悠斗は崖をすべり降りた。崖というより、わずかに傾斜のある急な坂だったから、なんとかなったのだが、もちろん静かにはいかない。

　ガラガラと音を立て、小石や砂もいっしょに崖下まで運んだため、とんでもなく目立ってしまった。

　霊たちの関心は、それほど引かなかった。みんなぼんやりと中空を眺めている。しかし、袴はかま姿すがたの女性たちが、薙なぎ刀なたを手にゾロゾロと集まってきた。

　相手をしている暇はない。

　悠斗は、霊たちと崖の間にある隙すき間まを全力で走った。

　お兄ちゃん。

　亜夢につながった糸をたどり、とにかく走った。飛びかかってきた鬼属は、ぶつかるままに跳ね飛ばした。

　邪魔な霊は、横に、上に、とにかくできるだけかわした。かわせなかった霊は、悠斗が駆け抜けたときにできた突風に巻き込まれ、派手に吹っ飛んでいく。

　ごめん、と心の中で謝りながらも、悠斗は走る速度を落とさなかった。

　服を着た霊もいれば、素っ裸の霊もいた。裸のきれいな女性霊を目の前にしたときは、思わず「ぅお!?」と息を呑のんでしまったものの、それも一瞬だけ。彼女のふくらみや曲線を無視して走り続けた。

　川が、みるみるうちに近づいてくる。

　川岸付近に、霊たちの姿はほとんどなかった。鬼属と灰色の長い髪を振り乱した女性たちが、激しく争っている。

　灰色のロングヘア女性たちは、敵か味方か？　という疑問のこたえを見つけることよりも先に、悠ゆう斗とは懸けん命めいに糸をたどった。

　亜あ夢む。亜夢。亜夢。と呪文のように妹の名を連呼する。

　入り乱れているのは、薙なぎ刀なたをもった着物姿の鬼属、虎とら縞じまビキニ姿の鬼属、みすぼらしいワンピース姿の女性たち。この中に、亜夢がいるはず。

　数秒後、青みがかったポニーテールが視界の中に現れた。どういうわけか、ビキニを身につけている。

「亜夢っ！」

　数体の鬼属が武器を振りあげ、いままさに地に両りよう膝ひざをついた亜夢へ打ちかかろうとしていた。

　オレの妹にっ！

「なにしやがんだっ！」

　悠斗は、フライング・ボディアタックの要領で、からだを横にして跳んだ。

　顔面、胴体、両手両足のすべてをつかって、亜夢を攻撃しようとしていた鬼属たちを一いつ掃そうする。そして砂の上を転がり、素早く立ちあがって妹にむき直る。

「お兄ちゃん、あの船に飛白かすりちゃんが……」

　兄妹きようだい感動の再会、の前に火急の仕事が飛び込んできた。

　亜夢が指差した先へ、悠斗は反射的に足を踏み出した。

　ズラリとならんだ船。その中の一艘そうが、川へ出ようとしている。

　フードを目ま深ぶかにかぶり全身をローブで覆おおった鬼属が船ふな縁べりに立ち、長い棹さおで水底を押して船を進めている。

　悠斗は川の中へ駆け込み、船に手を伸ばした。が、ローブ鬼属が棹で突いてきたため、それをつかんで奪いとり、濁にごった水の中に捨ててやった。

　浮くかと思われた棹は、そのまま水中に沈んでしまった。長い木の棒にしか見えない棹だったが、見た目や手触りからは想像もできない質量があったのか、あるいは三さん途ずの川かわの不思議な力によるものなのか。

　そんな疑問をコンマ数秒で頭の外へ蹴り出しながら、悠斗はザブザブと太ももまで川へ入り、薄汚れた船の横っ腹に拳こぶしを打ち込んだ。そうやって開けた穴に手をかけ、船の進行を引きとめる。

　そのとき、腕と肩、そして水の中にある膝がなにかにぶつかった。

　不可視の壁……？

　ぐぐっ、と肩で押してみた。が、わずかも動かない。切っても突いても破れない鉄のような強固さを感じる。ここから先は死者の国。生者は立ち入り禁止。そう告げられたような気がした。

　ここから先へは絶対に進めない。だから、飛白かすりが手の届かないところへ連れ去られる前に、と悠ゆう斗とは両手両足に力を込めて船を引こうとした。と、そのとき、船上からローブ鬼属が飛びかかってきた。

「っ!?」

　思わず船から手を放してしまう。

　あ……、と思ったときにはもう、船が不可視の壁のむこう側へ入ってしまった。

　見あげた船の上に、虎とら縞じまビキニ姿の飛白がいた。恐怖と諦てい念ねんをまぜ合わせたかのような表情で、悠斗を見下ろしている。

　ローブ鬼属の胸もとをつかみ、放り投げながら叫んだ。

「飛白ちゃん！　飛び込めっ！」

『この川は霊を引き寄せるの！　もう、無理よっ！』

「あきらめんなっ！」

『九く九く命みに伝えてっ！』

「なに言って……」

『大好きって！　双子に生まれて、本当によかったって！　必ずっ、必ず伝えてっ！』

「ざけんなっ！」

　飛白の涙声にこたえず、悠斗は水の中へ頭からもぐった。

　目を開ける。水底の泥が好き放題に舞っているため、透明度はほとんどない。でも、このへんだった。このへんに……。

　川底を必死で手探りした。泥が暴れに暴れ、余計に水が濁にごってしまう。

　このへんだ。頼む。頼む。と息が続く限り手を動かし続け、ようやくそれに指が当たった。つかむ。ローブ鬼属から奪いとり、水面に叩たたきつけた棹さおだ。

　悠斗は、急いで立ちあがった。棹の端をしっかりと握りしめ、もう一方の端を飛白にむかって伸ばす。不可視の壁は、すんなりと棹を通してくれた。

　手が壁にぶつかるまで、棹を押し出す。

「飛びつけ！」

　棹の長さではもう、船には届かない。

　飛白が、泣きそうな顔のまま船ふな縁べりから身をのり出している。

『九九命に伝え……』

「自分で言えっ！」

『九九命、九九命……九九命ぃ……』

「姉ちゃんのために、跳べっ！」

『………っ！』

　ぎゅっと目を瞑つぶった飛白が、船上から跳んだ。が、そのまま棹さおをつかみ損ねて川に落ちてしまう。

　悠ゆう斗とは慌てることなく、彼女の手もとに棹の先を伸ばし、しっかりとつかんだのを確認したあと自分のほうへ引き寄せた。その最中も、棹をとられたローブ鬼属がしつこく襲いかかってきたが、片手で肩口をつかみ、また放り投げてやった。

　不可視の壁から飛白かすりを引っ張り出すとき、粘ねばつくような、かなりの抵抗を感じたものの、それでもどうにか彼女をこちら側に引き戻すことができた。

　霊界から現世への境界を越えるときも、もしかしたらこういった粘つき感があるのかもしれない、とそんなことを考えながら、悠斗は飛白の薄い肩に手を回し、亜あ夢むが待つ岸辺に連れていった。

「飛白ちゃん！」

『あ、む、ちゃぁぁん』

　駆け寄ってきた亜夢が、飛白のほっそりとしたからだを抱きしめる。

　兄妹きようだい感動の再会は、もう少しおあずけのようだ。

「悠斗さん、他のみなさんは!?」

　ルージュが、右手から迫ってきた鬼属に水すい弾だんを放ちながら、駆け寄ってきた。彼女も、虎とら縞じまのビキニ姿だ。亜夢や飛白とは違い、胸部のいろんなところがこれでもかと溢あふれ出ている。しかも〝走る〟という行為によって、上下左右に激しくゆれ動いているため、見ているほうは不安になってくる。大丈夫か？　爆発しないのか？　ぽ、ぽろり……、とか。

「お兄ちゃん、桜さくらヶが丘おかさんたちは？」

　我知らずルージュの胸もとに吸い寄せられていた視線を、慌てて亜夢に移した。

　ジ───ッと兄を見あげてくる妹瞳しせんが痛い。

　悠斗はとっさに、自分が走ってきた方向へ目を逃がした。

　炎の輝きが、みるみるうちに近づいてくる。

「悠斗、先走りすぎだぞ！　無事か!?」

　ひよりの声に続き、

「飛白っ！」

　九く九く命みが、ゴシックロリータドレスのスカートをふわふわさせながら走り寄ってきた。戦いの場には相応ふさわしくない格かつ好こうだと、あらためて思う。

『九九命っ！』

　亜夢から離れた飛白が、姉にむかって走り出す。

　双子が、手と手をとり合った。

「あ～、おねえちゃんだぁ～」

　ローブ鬼属のからだを引きずりながら、コメディも現れた。

「全員揃そろってるみたいね。んで、霊化も終わったんなら……」

　ひよりの後ろで、【鵺ぬえ震なり】をヌンチャクに変えたすずめが、仲間たちを見回した。

「逃げましょ！」




　鬼属の集団が、しつこく追ってきた。

　それでも、コメディが叫喚姫マンドラゴラたちをばらまきながら逃げたため、亜あ夢むのスピードに合わせて走っても追いつかれることはなかった。しかしながら、最後まで気を抜くわけにはいかない。逃げている途中、単独で挑んでくる鬼属が何体かいた。それぞれ、かなりの戦闘技術をもっていた。

　そんな鬼属たちも、ひよりとすずめの連携、九く九く命みの病やみ蝦が蟇ま、コメディの単純な右ストレート、悠ゆう斗との爆風タックルの前では、なんの障害にもならなかった。

　黄泉よもつ平ひら坂さかの枝道へ入るための最後の関門である崖がけも、ちょっと回り道をするだけで楽にのぼれる場所が見つかった。亜夢たちがきたときに通った道だという。

　現世へと続く黄泉平坂、その枝道の入口前でも数体の鬼属たちと戦闘になったが、悠斗たちの敵ではなかった。

　そしてとうとう、洞どう窟くつの入口前に立った。

　悠斗と亜夢。九九命と飛白かすり。ひよりとコメディ。すずめとルージュ。それぞれ手をつなぐペアを手短に確認し、九九命を先頭にして洞窟へ入った。

「絶対に振り返っちゃダメよ」

　強こわ張ばった九九命の声が、岩肌に跳ね返り、薄闇の中に溶け込んでいく。

「はぁ[image: ][image: ][image: ]い」

　気の抜けるようなコメディの返事も、闇に吸い込まれていく。




　悠斗たちは、可能な限り急いで微妙な上り坂になっている洞窟を進んだ。

　九九命と飛白の後ろに、すずめとルージュ、ひよりとコメディが続いている。

　悠斗は、みんなの背から注意を逸そらすことなく、足もとに気を配った。

　なんでもないところでつまずいてしまったら、その拍子に妹とつないだ手が離れるかもしれない。前との距離を詰めすぎてコメディの踵かかとを踏んでしまえば、大おお事ごとになってしまうかもしれない。そんな心配が頭から離れない。

　振りむくな、決して振りむくな、と考えれば考えるほど、背後への誘ゆう惑わくが強くなる。

　つないだ手だけが、亜夢の存在を教えてくれる。手もとに視線を落とすことさえ、怖くてできない。妹は直すぐ後ろを歩いている。大丈夫。しっかりとついてきている。

　悠斗は、自分自身にしつこく言い聞かせながら進んだ。

　進めば進むほど、亜夢の歩調が遅くなっていくのがわかった。

「亜あ夢む、どうした？」

　前をむいたまま、たずねた。

「からだが、だんだん重くなっていくの。後ろから、引っ張られているような感じ。でも大丈夫。心配しないで」

　亜夢の掠かすれた声が聞こえてくる。

　悠ゆう斗とは、妹の手をしっかりと握った。

「もうすぐだ！　亜夢、もうすぐ人間に戻れるからな！」

　妹を元気づけるため。仲間を勇気づけるため。自分を鼓舞するため。悠斗は大きな声を出した。

　亜夢が、悠斗の手をしっかりと握り返してくる。

　もうすぐ。

　妹の人生が、再び幕を開ける。




　とうとう出口までやってきた。

　様々な姿となって寄ってきた惑わく鬼きに大声と拳こぶしを叩たたきつけ、亜夢の手を放すことなくここまでたどり着くことができた。

　黒い渦うずのあちら側、ほんの数メートル先に現世がある。もうすぐ、大切な妹の受肉が成功する。もうすぐ、もうすぐだ。

　考えるだけで、指先が震えてきた。

　落ち着け。あと少し。気を抜くな。あと少しなんだから。

　九く九く命みが、飛白かすりの左手を脇に抱えるようにして渦の中へ入っていく。だが、続けて入ろうとした飛白が、なかなか先へ進まない。頭だけを入れ、もたもたやっている。

「悠斗、頼む！」

　ひよりの強こわ張ばった声にこたえ、脇にどいた仲間たちを追い越し、飛白の背に左手を当て、ぐ～っと渦の中へ押し込んだ。

　間を置くことなく、すずめとルージュが入り、また同じようになかなか渦のむこうへ消えないルージュの白くすべすべした背を押してやる。

　続けて、「先にいく」とひよりが渦の中へ。

「さきにいくよぉ」とコメディも。

　鬼き造ぞう少女の場合は、押してやるよりも先にぐりぐりぐりぃと渦のむこうへ消えてしまった。たとえ霊化していても自力が桁違いなのか、それとも霊獣と似たような力をもっていたのか、あるいは、ひよりの引っ張る力が強かったのか。

　そんなことよりも、と悠斗は息を整えた。

「亜夢、いくぞ！」

「うん！」

　亜あ夢むの力強い返事を背に、悠ゆう斗とは黒渦の中へ足を踏み入れた。

　霊界側から亜夢の背を押してくれる者は、だれもいない。兄と妹の力だけで抜けるしかない。

　渦うずから顔を出すと、霊力保管部の部長室が見えた。

　ひより、すずめ、ルージュ、九く九く命み、飛白かすりが、渦の周りに集まっていた。みんな、息を凝らしたような表情だ。ソファの手すりに座ったコメディがひとりだけ、にんまりと頬ほおをゆるめている。

　悠斗は、渦の外に出た。が、まだ振り返らない。まだそのときじゃない。亜夢が、まだ出ていない。まだまだ。

　ぐ[image: ][image: ][image: ]っと妹のからだを後ろ手に引っ張った。右脇の下に、亜夢の左手が見えた。自分の手をしっかりと握っている。

　さらに引いた。

　ひよりたちの瞳ひとみが、輝きに満ちていく。

　ひと呼吸後。

　いままでの苦労すべてが報われるような声が、直すぐ後ろから聞こえてきた。




「お兄ちゃん、ほらっ、人間に戻ったよ！」




　やった！

　いまにも爆発しそうな歓喜を胸に、思わず振り返った悠斗の目に映ったのは、目を閉じ、唇をしっかりと引き結んだ妹の顔だった。

　え!?

　亜夢のうしろ、黒い渦から、うっすらと嘲わ笑らうもうひとりの亜夢が顔を出していた。が、すぐに消えてしまう。

　惑わく鬼き!?

　寒気を感じたときにはもう、亜夢の右足が宙に浮いていた。

「きゃ──っ!?」

　亜夢の悲鳴が、悠斗の鼓こ膜まくを貫いた。

　妹の右足首は、まだ完全に霊界と現世の境界線を越えてはいなかったのだ。

　亜夢の足首をつかむ五指が、渦の中にうっすらと見えた。

　つないでいた兄妹きようだいの手が強引に引き剥はがされ、亜夢が瞬またたく間まに渦の中へ引き込まれてしまう。

　跳んだ。












　迷わず、悠ゆう斗とは渦うずの中へ飛び込んだ。

　薄暗い洞どう窟くつの中、亜あ夢むの四し肢しを幾本もの手がつかんでいた。鋭い爪をもつ青白い手は、闇のむこうから長い腕を伸ばしている。

　悠斗が黄泉よもつ平ひら坂さかの枝道へ完全にからだを入れた途と端たん、亜夢と、妹のからだをつかんでいた手が強風に煽あおられたかのように、洞窟の天井に叩たたきつけられた。

『人間が生死の境界線を越えるときには、とんでもない乱霊流タービユランスが発生するの』

　九く九く命みから聞いた言葉が、脳のう裏りを過よぎる。

　悠斗は、歯は噛がみしながらもビキニ姿の亜夢に飛びついた。霊流が激しく乱れてくれたお陰で、妹を連れ去るスピードが弱まったのだ。

　いまのうちに……、という思いも虚むなしく、亜夢の四肢、そしてポニーテールをつかんだ五本の手が、再び霊界にむかって妹のからだを引っ張りはじめた。

　亜夢を放せっ！　と両足を踏ん張ろうとした悠斗だったが、それよりも引く力のほうが早かった。

　足が、地面から浮いた。

「亜夢！」

「お兄ちゃん！」

　霊界へ逆戻りする中、悠斗は妹のからだをしっかりと抱きしめた。





第七章　バッドエンド




　亜あ夢むが、霊界へ引き戻された。

　悠ゆう斗とが、間かん髪はつをいれず妹を追っていった。

　桜さくらヶが丘おかひよりは、ビリビリッと胸に電流を流されたかのような痛みを覚えた。

　それなのに、ゾクゾクッと背筋を走り回ったのは強い悪寒だ。

　心臓が、何者かの見えざる手によってギリギリと絞られているような心地になった。血の最後の一滴まで搾しぼりとられてしまいそうな、そんな恐怖を覚えた。

　激痛に歯を食いしばる。

　それでスイッチが入ったのかもしれない。

　足が勝手に動いた。

　かつてないほどの速力で、心が疾しつ走そうする。


　　　　　　●　●　●



　亜夢が、霊界へ引き戻された。

　悠斗が、間髪をいれず妹を追っていった。

　ひよりも、黄泉孔道ルート６６６の中へ飛び込んでいった。

　南なん條じようすずめは、とっさに動くことができなかった。

　無計画に突っ込めば、そのツケは必ずあとで回ってくる。

　それでも、ときには拙せつ速そくも必要で。

　どうする？

「そうだね。おともだちだから、いかなきゃね」

　間ま延のびした声が聞こえた。と思った直後、玉虫色の線を引いて、コメディも黒い渦うずの中へ駆け込んでいった。

「コメディ！」

「コメちゃん！」

　九く九く命みと飛白かすりの声が重なった。

　自分も！

　すずめは計算や打算を放り投げ、ジャキ──ンと【鵺ぬえ震なり】を警棒状にしながら黄泉孔道にむかって跳んだ。が……、黒い渦が目の前で消えてしまい、勢いのまま重厚なドアにバシ──ンと激突してしまう。

　そのままずるずると床に座り込み、天井を見あげた。

　どうして、ほんの一瞬でも足を踏み出すことを躊躇ためらったのだろう。

　拭い去ることのできない悔しさが、じわりと身の内にひろがった。


　　　　　　●　●　●



　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、亜あ夢むを抱きしめたまま、五本の長い腕に引っ張られて空を飛んだ。

　黄泉よもつ平ひら坂さかの枝道を飛び出し、霊たちが乱れていた行列を整えはじめている頭上を飛び越え、つい先ほどまで鬼属たちと戦っていた三さん途ずの川かわの岸辺が見えてきたとき、このまま川のむこう側へ連れていかれてしまうのか……、と言いようのない恐怖を覚えた。

　それでも、亜夢のからだは放さなかった。妹を決して独りにはしないという強い思いは、いま、このときも、しっかりと胸に秘めている。

「お兄ちゃん、お兄ちゃぁぁぁん」

　轟ごう々ごうと音を立てて迫りくる絶望に、とうとう耐えきれなくなったのだろう。亜夢が、悠斗にしがみついたまま泣き出した。

　悠斗は、右手で妹の小さな頭を、左手で弱々しいからだを、やさしく、それでいて絶対に離れないように抱き寄せた。

　水面が真下にきた。と思ったとき……、

「っ!?」

　無音の強い衝撃が全身を駆け巡った。

　不可視の壁にぶつかったらしい。

　亜夢のからだは、壁の影響をうけることなくむこう側へ抜けることができるようだ。証拠に、青白い手につかまれているポニーテールや手足が、悠斗の感じている壁よりも先へ引っ張られている。

　悠斗のからだが不可視の壁に拒絶され、ここから先の領域へいくことができないからこそ、亜夢もまたこのラインでとまっているのだ。

「これ、って……」

　亜夢が、涙に濡ぬれた目を見開いた。

「亜夢、しっかりとオレにつかまってろ！　絶対に離れるな！」

　両腕に力を込めながら、悠斗はこれからできることを懸けん命めいに考えた。

　なにができる？　生きて現世に戻るために、なにができる？

　青白い五本の腕は、川の対岸から伸びている。どれほど長い腕をもった鬼属なのだろうか。あるいは、霊界の引力が具現化したモノなのだろうか。

　不可視の壁を通り抜けるということは、亜夢のからだがまだ受肉していない、ということに他ならない。

　中空に貼りつけられたまま、悠斗は妹のからだをつかんで放さない手をにらみつけた。

　なにができる？　と悠斗は自身にしつこく問いかけた。

　靴の先が届くか届かないかのところに水面がある。川底は、さらにその下だ。深さは、太ももくらいだったはず。

　足がつけば、亜夢を引っ張ることが可能だろうか？　固さのない川底だが、宙にいるよりはずっといいはずだ。

　いまもなお、悠ゆう斗との首にしがみついている亜あ夢むを引き剥はがそうと、青白い手がぐいぐい引っ張っている。わずかも力をゆるめようとしない。

　亜夢の両足首をつかんでいる手も、兄妹きようだいの恐怖などお構いなしに引っ張るため、妹の腰骨はいま、折れそうなほど反り返っている。

「お、にぃ、ちゃん」

　亜夢の顔が苦しそうに歪ゆがんだ。

　悠斗は、素早く周囲に視線を巡らせた。

　ずらりとならんだ船、そこへ次々とのりこんでいく裸の霊たち、船上からこちらを見ているローブ鬼属、岸辺に集まってきた袴はかまやビキニ姿の鬼属たち。亜夢が五本の腕に引っ張られているため、手出しをするつもりはないようだ。

　助かる道は？　目先の危機を脱するためには、なにをすればいい？

　さらに先のことは考えない。考えてしまえば、気力が萎なえてしまいそうになるから。

　いま、やれることだけをやろう、と悠斗は不可視の壁に両足をつけ、そのまま足を伸ばす力をつかって、亜夢のからだをぐぅ[image: ][image: ][image: ]っと壁から引き離した。

　すんなりいくかと思いきや、重力につかまり、バランスを崩して頭から水の中へ落ちてしまう。が、妹のからだは放さない。

　水の中でも五本の手に引っ張られ、また壁に貼りつけにされた。が、今度は両足が川底についている。

　不可視の壁に肩を擦こすりつけるようにして水面に顔を出し、前髪を額ひたいにぺったりとくっつけた亜夢と目を合わせた。

　つい先ほどの引き合いで、五本の腕より悠斗のほうがわずかに膂りよ力りよくで勝まさっていることがわかった。だが、予想通りというか、懸け念ねんは現実のものとなった。川底がやわらかく、踏ん張れない。妹を抱いたまま川岸にあがりたくても、ずるずるとすべってしまい壁から一センチも離れることができない。足を動かせば動かすほど、靴底で泥を掘って水を濁にごらせるばかりだ。

　亜夢はいまも、兄の首に必死で抱きついている。もともとなめらかな肌をしている妹のからだはいま、濡ぬれたせいでかなりすべりやすくなっている。さらには、虎とら縞じまのビキニしか身につけていないため服をつかんで引き寄せることもできない。

　それでも、あきらめるつもりはなかった。

　亜夢のからだを右腕でしっかりと抱き、悠斗は左腕を近くの船に伸ばした。水面のゆれ具合で、舳へ先さきが手の届く距離に入ってきたり、また出ていったりを繰り返している。

　間合いに入ってきたときを見計らい、殴りつけた。その衝撃で、船にのっていた霊の何体かが川に落ちてしまう。

　ごめん、と心の中でつぶやきつつ、ドカンとまた殴りつけた。

　船の破壊が狙いではない。

　船上に現れたローブ鬼属が、棹さおで悠ゆう斗とのからだを突いてきた。

　これを待っていたのだ。

　チャンスを逃すことなく、胸でうけとめた棹をつかみ、力ずくで奪いとった。それですかさずローブ鬼属をなぎ払って船から落としたあと、すぐさま川底に深々と突き立て、杖つえの代わりにした。

「亜あ夢む、いくぞっ！」

「う、うん」

　ポニーテールにした髪、両腕、両足首をぐいぐいと対岸へ引っ張られ続けている亜夢が、悠斗の首筋に顔を押しつけるようにして小さくうなずいた。

　棹をつかって、ジリジリと岸へむかった。

　亜夢をきつく抱きしめ、船と船の間を通り、鬼属たちが集まっている岸を目指した。

　よし、このままいける！　砂地で待ちうける鬼属たちが群がってきても、なぎ払いながら進んでやる。うまくいけば薙なぎ刀なたを奪いとれるかもしれない。それを振り回して、意地で進み続けてやる。可能なら、奪った武器で五本の腕をぶった切って……、という思考が、

「や、ぁ、お、お兄ちゃぁぁん」

　亜夢の悲鳴によって掻かき消された。

　見ると、亜夢をつかんでいた五本の腕が、ひとつにくっついていた。五つの手が、もごもごとかたちを変え、それぞれ指となり、

「大鬼の右手、かっけぇ──っ！」

　鬼属たちのだれかが甲高い声で叫んだのとほぼ同時に、巨大な一本の腕に変化した。

　亜夢のからだが、太く武ぶ骨こつな五指につかまれる。

　引っ張る力が、一気に強くなった。

「いやぁっ!?」

　悠斗はとっさに棹から手を放し、悲鳴ごと妹のからだを抱きしめた。が、五本だったときとは比べものにならないほど強くなった腕力に為なす術すべもないまま、水面をすべるようにして、また不可視の壁にぶつかった。

　あっさりとフリダシに逆戻り。

　だったら、また最初からサイコロを振り直せばいい。

　悠斗は絶望から目をそらし、〝無駄な努力〟とささやいている弱い自分の声が聞こえないよう心の耳を塞ふさいだあと、もう一度壁に両足をついて踏ん張った。ふとももに力を注ぎ込み、背筋を軋きしませる。

「お、にぃ、ちゃん」

　悠ゆう斗とと巨大な手の両方から、それぞれ逆方向へと引っ張られている亜あ夢むが、苦しげに呻うめいた。

　悠斗は、亜夢の肩と腰の部分を抱いている。

　巨大な手は、亜夢のあばら骨を背後から包み込むようにして長い指を回している。

「オレは絶対、あきらめない。だから、亜夢もあきらめるな」

　悠斗は、苦しそうに顔を歪ゆがめる妹に声をかけ続けた。

「あきらめるな。亜夢、あきらめるな。ふたりで、帰ろう。みんなのところへ、いっしょに、帰ろう」

　両足を踏ん張った。が、妹のからだを一ミリも壁から引き離すことができない。

　突然、濁にごった波は紋もんが壁を伝って四方へひろがった。亜夢を中心にして、音もなく、何度も、何度も。

　どこまでもひろがっていく波紋が、ゆるやかに蛇行している三さん途ずの川かわに沿って不可視の壁が延々と続いていることを教えてくれた。波紋は、赤紫色の空にものぼっていく。

　悠斗は、壁が軋きしんでいることを肌で察知した。自分と巨大な腕による亜夢の奪い合いは、それほどまでの力を壁にぶつけ、そして妹に注ぎ込んでいるのだ。

　このままでは亜夢がもたない。どうすれば……、と奥歯を噛かみしめたときだった。

　不可視の壁に接している部分から、自らのからだに、じわり、じわりと染み入ってくるなにかの存在を感じた。この薄気味悪さは、なんだ？

「あ、あ……そんな……」

　亜夢が、大きな瞳ひとみを震わせた。

　悠斗のからだが、徐じよ々じよに壁のむこう側へ引き込まれはじめたからだ。

　三途の川の岸辺に集まっていた鬼属たちが、いっせいに騒ぎはじめた。

「大鬼スゲ───っ！」「好き嫌いなしかいっ！」「生者引きずり込むって、どんだけの霊力ちからだよっ！」「あれくらい霊力があったらなぁ」「わたしも引きずり込んでぇ[image: ][image: ]！」

「お兄ちゃん……もういいから」

　悠斗の耳もとで、亜夢がつぶやいた。

「亜夢っ！」

「もういいのっ！」

「黙ってろっ！」

「あたしは、もういいから！　早く逃げて！」

　言わせた。とうとう言わせてしまった。

　悠斗は歯は噛がみした。

「お兄ちゃんだけでも……」

　亜夢が、悠斗の首に巻きつけていた腕から力を抜く。

　それでも、悠ゆう斗とは妹を抱く力をわずかもゆるめなかった。

　愛らしい亜あ夢むの顔が、くしゃっと歪ゆがんだ。

「やだぁ、お兄ちゃん、やだよぉ、逃げてよぉ！　逃げてよぉぉ！」

　可愛かわいい瞳ひとみから、大粒の涙がぼろぼろとこぼれ落ちてくる。

　悠斗は、妹の濡ぬれた頬ほおに自分のそれをくっつけ、ぎゅっと押しつけた。

「お兄、ちゃん、逃げ……」

「絶対に放さない」

「なに言って……いま、逃げなきゃ、お兄ちゃんも……」

「オレは、亜夢の兄ちゃんだから、な」

「そんなこと、わかってるよぉ。あたしのお兄ちゃんは、この世で、たったひとりだけだもん。だから、お願い。逃げてぇ」

　悠斗は、さらにきつく亜夢に頬を押しつけた。

　この調子で引き込まれ続けたら、あと数分で壁のむこうへ入ってしまうだろう。それでも、大切な妹を放すつもりはない。

「この世でたったひとりの妹がいなくなったら、兄ちゃんの世界は意味を失うだろ。オレは、そんな世界で生きていきたくない」

「………」

「亜夢、怖がらなくていいんだぞ。オレが………兄ちゃんが、最後の最後までいっしょにいてやるからな」

「…………………うん。お兄ちゃん、大好き。生まれ変わっても、ずっと、大好きだよ」

　亜夢も、再び悠斗の首を強く抱きしめ、頬をぐりぐりと押しつけてくる。

　その後、一分も待つことなく妹のからだのほとんど、そして悠斗の腕のつけ根までが、不可視の壁のむこう側へ引き込まれた。壁を伝う波は紋もんは、いまもまだ四方にひろがり続けている。

　妹といっしょなら。

　悠斗は、亜夢のからだをさらに強く抱きしめた。そのときだった。

「痛いてぇ～！」

　岸のほうから、そんな声が聞こえてきた。

「コメちゃん！」

　顔をあげた亜夢が、悠斗の耳もとで叫んだ。

　悠斗は、肩越しに振り返った。

「あむちゃ～ん、むかえにきたよぉ」

　鬼き造ぞう少女の姿が、目に飛び込んできた。にんまりして片手をあげている。そんな少女の足もとに、手で後頭部を押さえてうずくまるビキニ鬼属の姿があった。

　すぐさま、玉虫色のミディアムヘアが鈍い光を放ちながらゆれた。と同時に、コメディの周りにいた鬼属たちが、強烈な爆風に煽あおられたかのように吹き飛んだ。

　間を置くことなく、

「みんなぁ、もいっかい、でておいで～！」

　甲高い声で、心強い味方を召喚よぶ。

　叫喚姫マンドラゴラの大集団が、コメディの周囲、その空間から滲にじみ出てくるようにわらわらわらわらわらっと姿を現した。

　灰色のロングヘアをなびかせた美しい少女たちが、猛然と鬼属たちに襲いかかっていく。

　川岸は、瞬またたく間まに大乱戦の巷ちまたと化した。

　そんな混乱を背に、コメディがバシャバシャと川の中へ入ってくる。身長の低い子だから、悠ゆう斗とのそばへくるまでに半ズボンから伸びた生足は、すっかり水の中へ入ってしまう。

　ちょこんと首を右に傾かしげたコメディが、巨大な手につかまれた亜あ夢む、そして、妹を必死に抱きしめている悠斗へそれぞれ目をむけた。

　鮮紅色スカーレツトの左目と翡翠色ジエードの右目が、なんだか楽しい予感を覚えているかのようにキラキラと輝いている。

　助けてくれるのか？

　悠斗は、生き糸いとのような細さではあっても、いまにも切れそうな危うさがあったとしても、どうにか望みがつながったと思った。

「コメディ、オレごと亜夢を引っ張って……」

　くれ、という言葉を悠斗は呑のみ込こんだ。

　コメディの紅あかい左目が、すぅ～と暗紅色ブローデイになった。とほぼ同時に鬼き造ぞう少女の隣に姿を現したのは、




　スペードだった。




　狂霊種バーサーカーになりかけていた最凶の突然変異霊ミユーテストだ。

　スペードが、水気のない唇の両端をニィィィと吊つりあげた。

　邪悪さを凝縮させたかのような笑みに、悠斗は一瞬、とり返しがつかないほど混乱してしまいそうになった。が、かろうじて踏みとどまり、歯を食いしばる。亜夢の魂を腕に抱いているというこの局面で、我を失うわけにはいかない。

　大切な妹の存在が、気持ちを強くしてくれた。腹筋と背骨に力を注いでくれた。いまにも折れ、砕け、四散してしまいそうな心を固めてくれた。

　悠斗は懸けん命めいに考えた。

　スペードは、鬼造少女コメデイをつくりあげ、自らの魂をそのからだに移し換えて人間に戻ることに成功したはず。

　それなのに、どうして、いま、ここで、出てきたのか？

　スペードの狙いはなんだ？

　コメディの狙いはなんだ？

　そもそも狙いなんてあるのか？　まさか、自分と亜あ夢むを引き離すつもりじゃ……。妹と最後の最後までいっしょに、という想おもいを踏み潰す気なのか？

　悠ゆう斗とは、妹を抱く腕に力を込めながら、スペードをにらみつけた。現状では、にらみつけることしかできない。もうからだのほとんどが壁にめり込んでいるのだ。動こうにも動けない。

　スペードの顔はいま、悠斗よりも頭半分ほど高い位置にある。ジッと見下ろされているだけで、焦りと怒りが加速度的に膨ふくれあがっていく。

「あ、あ、ぁ……」

　亜夢が、スペードを見つめたまま震える唇を動かした。が、言葉を紡ぐことができないでいる。

　コメディが、右に傾けていた首をカックンと左へ倒し、〝この人、だぁれ？　〟といった表情でスペードの青白い顔を見あげている。

　タキシード姿のスペードが、ニィィと邪悪な笑みを浮かべたまま、金色の癖毛を両手で掻かきあげた。その一挙一動が癇かんに障さわる。

「やあ、おひさしぶり」

「………」

　穢けがれきった突然変異霊ミユーテストの馴れ馴れしさに歯は噛がみしながらも、悠斗は必死に考えた。

　どうやったら、スペードを退けることができる？　コメディに助けを求めるか？

「このままじゃ、バッドエンド確定だね」

　エンド、の直前でスペードの嘲ちよう笑しようを目に焼きつけることになるなんて……。

「コメちゃん」

　亜夢が、コメディに震える瞳ひとみをむけている。

　コメディは、倒していた首をもとに戻しただけで、亜夢になんの言葉も返さない。ただただ、スペードの顔をまぶしそうに見あげているだけだ。

　ニィィというムカつく笑みが、ジリ、ジリ、と悠斗の横顔に近づいてくる。

「ボク的には、バッドエンドもＯＫなんだけど」

「うるせぇ！」

　という悠斗の怒鳴り声は、ひらりとかわされた。赤く澄んだ瞳に笑みを浮かべたスペードが、コメディへ顔をむけたからだ。

「やぁ、ボクの来世ちゃん。はじめまして」

「はじめましてぇ」

　コメディが、暗紅色ブローデイの左目と翡翠色ジエードの右目を細め、にんまりと笑みをひろげた。

　突然、スペードが両腕をひろげた。

「ハグさせて」

「逃げ……」

　ろ、と悠ゆう斗とが言いきるよりも先に、スペードがコメディの背にふんわりと腕を回した。まるで、親鳥が風雨から愛いとおしい雛ひなを守るかのように。

「ありがとねぇ」

　なにがどうなったら〝ありがとう〟になるのか、悠斗にはさっぱりわからない。が、コメディには、その言葉を口にする理由と気持ちがあったのだろう。細い腕をスペードの腰に回して、ぎゅっと抱き返している。

　不思議な光景だった。

　一九〇センチ以上はあろうかという長身のスペードと、亜あ夢むよりも背の低いコメディの抱ほう擁ようは、本来なら絶対にありえないことだ。前世と現世の接触なんて。

　だがしかし、ありえないことが、いま、目前で起きている。

　コメディから離れたスペードが、不可視の壁をいとも容易たやすく通り抜け、亜夢のすぐ隣に立った。

　悠斗は、言いようのない怖おぞ気けを感じながらも、にらむ目から力を抜かなかった。

　兄の首筋に頭を押しつけるようにして、亜夢がしっかりと抱きついてくる。

　視界のど真ん中で、スペードがニィィと邪悪な笑みを浮かべている。

　頭の中ではずっと、恐怖と焦しよう燥そうと失望が暴れ回っている。

　正常な思考ができなくなる半歩手前まで追いつめられながらも、悠斗はスペードをにらむ目に力を注ぎ続けた。にらんでいないと、子どものように泣き叫んでしまいそうだ。

　妹といっしょに壁のむこう側へいく。そう決めた。だから、兄妹きようだいを引き離すようなマネは絶対にさせない。視線に、その思いだけを強く強く込めた。

　スペードが、黒々とした笑みをニィィとひろげながら、亜夢の肩に手を伸ばしてきた。

「バッドエンド、いってみる？」

　コメディは、きょとんとした顔のまま動こうとしない。

　全身が痛くなってくるほどの寒気を覚えながら、悠斗も動けなかった。スペードの手を振り払いたくても、いまの状態では不可能だから。

　コメディは突っ立ったまま動かない。が、少女の愛らしい唇だけが、ぷるんと動いた。

「あむちゃんは、おともだちだよ」

　スペードが、不可視の壁越しに鬼き造ぞう少女へ目をむける。直後、水気のない紫色の唇から、信じられない言葉がこぼれ落ちてきた。

「だったら、ボクと亜あ夢むちゃんもお友だちだね」

「うん。おともだちだね」

　途と端たん、スペードの笑みが、やわらかい、本当にやわらかいものに変わった。憑つきものが落ちたかのような表情だ。

　悠ゆう斗とに顔を押しつけていた亜夢が、わずかに頭をあげてスペードへ目をむける。

「バッドエンドも、見方によってはハッピーエンドになるんだよ」

　突如、狂霊種バーサーカーになりかけていた突然変異霊ミユーテストの姿が、渦うずの中へ溶け込むように歪ゆがんだ。

　悠斗は、両目を見開いた。

　亜夢も、大きな目をさらに大きく見開いている。

　歪んだ影が亜夢に覆おおいかぶさった……、ように見えたときにはもう、コメディによってズボンのベルトを引っ張られ、悠斗は妹を抱いたまま背中から水の中へ落ちていた。

　水面に落下する直前、確かに見た。

　ニヤッと笑みを浮かべたスペードが、巨大な手につかまれ川かわ面もを切り裂くようにして対岸へ連れ去られていくのを。

　まさか、身代わりになってくれたのか？

　川底を蹴りつけるようにして、大急ぎで立ちあがった悠斗は、腕の中の亜夢、そしてそばに立つコメディに急いで目をむけた。

　にんまり顔の鬼き造ぞう少女が、亜夢の腕を引いて悠斗から引き離した。

「あむちゃん、いこっ！」

　水の抵抗を感じさせることなく、コメディが岸にむかって跳んだ。当然、「きゃっ」と亜夢も飛ぶ。

　悠斗も、手で水を掻かき、ふたりのあとを追った。
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　桜さくらヶが丘おかひよりは、人の脚力では到底追いつけない速度で走っていったコメディのあとを、全力疾しつ走そうで追いかけた。

　黄泉孔道ルート６６６に飛び込み、黄泉よもつ平ひら坂さかを駆けはじめたのは自分のほうが先だったのに、鬼造少女にあっさりと追い抜かれ、そのまま引き離され、瞬またたく間まに後ろ姿を捉とらえることさえできないほど距離をあけられた。

　歯は噛がみしながら、霊の行列を横に見ながら、ときどき打ちかかってくる鬼属をものの数秒で退けながら、とにもかくにも走った。

　数分も走ると、鈍い光を敷きつめたかのような川面が見えてきた。三さん途ずの川かわだ。岸辺には、ずらりと霊たちをのせた船がならんでいる。

　悠斗たちは？　どこだ？

　川に入ってすぐの場所に、透明な、そして巨大な膜が見えた。なんらかの波は紋もんが、右から左にむかって次々と移動している。

　ひよりは、右前方へ目をむけた。まっすぐに走ってきたつもりだが、どうやら微妙にずれてしまったようだ。『霊界の地形は、日々変化しているの。生きてる、と考えたほうがわかりやすいわ』と九く九く命みが言っていたことを思い出す。

　内心で舌打ちしながら、右斜めへと走るむきを変える。

　裸の霊たちをかわし、打ちかかってくる鬼属を退けながら進んでいると、いつの間にか叫喚姫マンドラゴラと鬼属たちの乱戦に飛び込んでいた。

　この戦いの中心に悠ゆう斗とたちがいる、とひよりは確信した。

【徒桜あだざくら】を手に突き進む。

　斬きることより、いなすことを優先した。倒すことより、かわすことを選んだ。

　前へ。先へ。悠斗のいる場所へ。彼の存在を肌で感じられるところへ。

　どうか無事であってくれ。

　希こいねがうような気持ちで足を進めた。そんな中、叫喚姫や鬼属たちのむこう側に見たものは、

「っ!?」

　タキシードを身につけた長身の突然変異霊ミユーテストだった。

　遠目ではあっても、あの忌いまわしい悪あく霊りようを見間違えるはずがない。

　スペードだ。

　下げ卑びた悪霊の側そばには、コメディが大人しく立っている。そして、悠斗も。

　彼は、抱きしめている亜あ夢むともども透明な膜に貼りつけられ、身動きがとれないでいるようだ。信じられないほど長く、そして巨大な手が亜夢をつかまえている。

　悠斗たちを中心にひろがっている波は紋もんが、透明な膜の位置と気の遠くなりそうな雄大さを教えてくれた。

　あの膜のむこう側へ引き込まれてしまえば、もう二度と……。

　そんなマイナス思考を振り払い、ひよりは全神経を進むためだけに集中させた。

　行く手を遮さえぎろうとする袴はかまやビキニ姿の鬼属は、躊躇ためらわずに斬った。しかしトドメは刺さず、そのための一挙を次の一歩にした。

　からだすべてを【徒桜】に直結する。

　炎の動線を必要最小限にとどめる。

　劫ごう火かを呑のむ蛇神とともに飛か翔ける。

　悠斗のところへ。彼の近くへ。スペードから守るために。

　速く。少しでも早く。

　だが遠い。まだ遠い。

「スペードォォ！」

　腹の底から叫んだ、そのときだった。

　スペードのからだが、くにゃりと歪ゆがんだ。

　直後、コメディが悠ゆう斗とを膜から引き剥はがした。

「なっ!?」

　巨大な手が、どういうわけか長身の突然変異霊ミユーテストをつかんだまま対岸へ去っていく。

　背から川に落ちた悠斗が、すぐに立ちあがった。

　コメディが間を置くことなく彼から亜あ夢むを引き離し、その腕をつかんだまま岸にむかって跳んだ。悠斗もそのあとを追う。

　スペードは、自ら亜夢の身代わりになったのか？

　どこまで無軌道なヤツなんだ！

　胸の奥で、苛いら立だちと怒りが膨ふくれあがる。と同時に、微かすかではあるものの決して認めたくない感情が芽吹いていることに、ひよりは気づいた。

　感謝。

　絶対、口に出しはしないけど。

　唇を引き結び、ひよりは走った。

　悠斗たちが川からあがった場所は、自分がいるところから一〇メートルほど離れている。彼らが、こちらに気づくことなく叫喚姫マンドラゴラと鬼属たちの乱戦に飛び込んでいく。

「悠斗っ！」

　鬼属たちをかわしながら、ひよりは大声で彼を呼んだ。

　コメディは、亜夢の手を引いたままどんどん走っていき、すぐに鬼属たちの陰に隠れて見えなくなった。が、悠斗には届いたようだ。

　走る速度をわずかにゆるめ、こちらにむかって首を動かしてくれた。そのときだった。

　ひよりは、それに気づいた。

　身の内で弾はじけた恐怖に引きずられ、叫んだ。

「逃げろっ！」
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　コメディに亜夢を任せ、一いちノの瀬せ悠斗は岸に駆けあがった。

　叫喚姫たちが、鬼属たちを押おし退のけて道をつくってくれる。

　悠斗っ！

　どこからか、声が聞こえてきたような気がした。ひより？

　悠斗は思わず、声の出どころを探した。

　まさか、コメディと同じようにひよりも助けにきてくれたのか？　と視線を巡らせた直後、「逃げろっ！」という悲鳴にも似た叫びが耳に飛び込んできた。

　ゾクゾクゾクッと背筋を這はいのぼってきた悪寒は、ひと呼吸後には物理的な圧力となり、悠斗のからだを背後から鷲わしづかみにしていた。

「大鬼の左手ぇぇ、カッケェェェ─────ッ！」

　鬼属のだれかが、声を裏返らせた。

　悠ゆう斗との腕ほどもある太い親指が、右側から。同様に太い人差し指が、中指が、薬指が、小指が、左側から。悠斗の両腕ごと、ギリギリとしめつけてくる。

　一秒後には、不可視の壁に背中からぶつかっていた。

　またフリダシに……、いや、今度ばかりは、もうオシマイか。

　全力で両腕を開こうとしても、巨大な五指はわずかもしめつけをゆるめない。

　じわり、じわり、と不可視の壁にからだが引き込まれていく感触が、濡ぬれた肌に染み込んでくる。

　視界の中央に、青みがかったポニーテールが見えた。ぴょんぴょんゆれている。どんどん離れていく。ぴょんぴょん跳ねている。そして、乱戦にまぎれて見えなくなった。

　全身から力を抜いた。

　これでいいと思った。

　コメディがいてくれるから、きっと大丈夫だ。

　妹の代わりに兄が逝いくだけ。

　これでいい。本心だった。兄は、妹のためならなんだってできるのだから。

　亜あ夢むのためなら、自分はどうなってもいいのだから。自分は、もう、これで……。

　じわり、じわり、とからだが壁のむこう側へ引き込まれていく。

　悠斗は、静かに目を閉じた。

　暗い世界に気持ちを逃がすことで、恐怖をほんのわずかでも抑え込もうとした。下手に現状を直視してしまえば、無様に泣き叫んでしまうかもしれない。もし、万が一、そんな声が亜夢に届いてしまえば、きっと引き返してくるだろう。そんなことなど、あってはならない。

　妹は人間に戻るのだから。

　これから先、充実した人生を歩むのだから。

　普通でいいから。贅ぜい沢たくなんてできなくてもいいから。苦しみや悲しみが少なめで、喜びや楽しみの多い、信頼できる友人に囲まれた人生を。どうか。どうかお願いだから。

　亜夢。幸せになって……。

「悠斗っ！」

　声によって、強引にまぶたをこじ開けられた。

　炎を噴き出す【徒桜あだざくら】を手にしたひよりが、川の中へ駆け込んでくるのが見えた。

　ザブザブと水の中を進み、悠斗に近づいてくる。

「ひより、どうして……」

「待っててくれ、すぐ自由に……」

　炎の刀で、悠ゆう斗とをつかんでいる巨大な手を斬きりつける。が、浅い傷しかつけることができない。かすり傷だ。

「くっ」

　ひよりが、メチャクチャに【徒桜あだざくら】を振るった。

　炎の線が、悠斗の視界に数えきれないほど刻きざまれる。が、巨大な手を覆おおっている皮ひ膚ふにはわずかな裂け目もできない。

「もういい。いいから、早く逃げろ」

　このままでは、ひよりが逃げる機会を失ってしまう。そう考えた悠斗は、精いっぱいの強がりを口にした。

「オレは、亜あ夢むが助かれば、それで……」

「嫌だっ！　そんなの、絶対に嫌だっ！」

　それはいきなりだった。

　炎の刀とう身しんを消したひよりが、悠斗の頭を両手で挟み込んだ。そして、懸けん命めいに背伸びをして、悠斗の唇に自分のそれを押しつけてくる。

「…………ん、む」

　溶け合うには短く、響き合うには長い時間を経て、ひよりが顔を離す。

「お、おい……」












　心臓が、肋ろつ骨こつをへし折ってしまいそうなほど大きく跳ねた。

　彼女のとった行動の意味は？　お別れのキス？

　頬ほおを紅あかに染めたひよりが、悠ゆう斗とを見あげている。

「気づいたんだ。悠斗がいなくなってしまうって考えたとき、わたしは、気づいた」

「ひより……」

「気づいたんだっ！」

　切れ長の目から涙をあふれさせながら、ひよりが悠斗にからだを押しつけてきた。だが、ふたりの間には、巨大な五指がある。

　助かりたい。

　彼女の想おもいをぶつけられた途と端たん、悠斗の心が本音をもらした。

　亜あ夢むと、ひよりと、みんなと、ともに生きていきたい。いっしょに泣いて、いっしょに笑って。寄り添って、ずっと、命の終わりがくるその日までずっと、生きていきたい。

　生きたい。本当は、生きたい、よ。でも、いまは……。

　悠斗は、心の片隅で無様に震えている自分をしっかりと抱きしめながら、からだ中から意地を絞り出して笑った。頬が強こわ張ばっている。それでも、口もとを笑みのかたちに押し固めた。

「ひより、亜夢のこと、よろしくな」

「嫌だっ！　何度も言わせるな！　わたしは悠斗を連れて帰る！　すべてを犠牲にしてでも！　絶対に帰ってみせる！　だから、あきらめるなっ！」

　ひよりの強い瞳ひとみが、悠斗の胸を刺し貫いた。その痛みが消えるより早く、

「解っ！」

　悠斗の腕と巨大な親指の隙すき間まに【徒桜あだざくら】を差し込み、彼女が鋭い声を吐き出した。

　熱い流れが、自分の背にひろがっていく感触があった。直後、五指のしめつけがゆるんだ。そのタイミングを逃すことなく、ひよりが悠斗の胸ぐらをつかみ、全体重をかけて壁から引っ張り出してくれた。

　彼女に抱きつくような格かつ好こうで、悠斗は水の中に落ちた。水底に両足がつくなり、反射的に振り返った。見えたのは、巨大な手につかまれた炎えん龍りゆうが、三さん途ずの川かわの対岸へ遠ざかっていく光景だった。

　スペードと炎龍は、むこう側へ。

　自分とひよりは……、

「ひより！」

「悠斗っ！」

「「いこう！」」

　仲間たちが待つ世界へ！

　悠ゆう斗とは、ひよりの手をつかんで走り出した。

　ひよりが、炎の刀とう身しんを失った【徒桜あだざくら】をバトンのように握りしめたままついてくる。

　水を蹴り、岸辺の砂を蹴り、飛びかかってきた鬼属たちを跳ね飛ばし、走った。

　いくらも進まないうちに、

「お兄ちゃん！」

「あ～、いたねぇ」

　駆け寄ってくる亜あ夢むとコメディの姿が見えた。

　やはり、引き返してきた。

「さ、桜さくらヶが丘おかさん？」

「マンドラゴラ、もっとよんでみる？」

「いいから走れっ！」

　ひよりを見て驚く亜夢、そしてこんな状況でもにんまりしているコメディに声をかけ、悠斗は両足に力を注ぎ込んだ。

　いまの自分の脚力は、常人のそれをはるかに凌りよう駕がしている。だから……。

　悠斗はひよりの腰に手を回して、ひょいと抱きあげた。お姫様抱っこだ。

「きゃっ!?」

　驚きに両りよう眉まゆをはねあげたひよりだったが、なんの文句も口にはしなかった。それどころか、落ちないよう悠斗の首にしっかりと抱きついてくる。

　それを見たコメディも、亜夢を軽々と背負って走り出す。

　走っている最中、横顔に妹の視線がベタ───ッとくっついていることに気づいていたが、目を合わせるような冒険はしなかった。前だけに意識をむける。

　亜夢の体重を苦にする様子もなく、コメディは悠斗に負けず劣らずのスピードで走った。

　ひよりの黒いロングヘアが、亜夢の青みがかったポニーテールが、常人には決して出せないスピードによって激しくなびく。

　ひよりが、悠斗の首にしっかりとしがみついたまま顔を紅あかくしている。

　亜夢が、コメディの背でジト──ッとした目をしている。

「コメディ、はしるのはやい？」

　コメディの表情には、微み塵じんの緊張感もない。

　悠斗は、ひよりの細いからだをしっかりと抱えたまま、コメディと競走するようにして走った。鬼き造ぞう少女と抜きつ抜かれつ走りながらも、周囲への警戒は怠おこたらない。

　鬼属たちがいつ襲いかかってくるかわからない。

　最後まで気を抜くわけにはいかない。

　霊界と現世の境界線を完全に出てしまうその瞬間まで。

　最後の最後まで。




　黄泉よもつ平ひら坂さかを駆け、

　惑わく鬼きを蹴散らし、

　コメディが開けてくれた黄泉孔道ルート６６６に、

「みんな、いくぞぉっ！」

　悠ゆう斗とは頭から突っ込み──










　──世界に光が満ちた。





エピローグ




　霊界から帰ってきて、きょうで七日め。つまり、一週間が経たったということだ。一週間も、と言い換えたほうがいいだろうか。

　一いちノの瀬せ亜あ夢むは、テーブルの対面に座ったすずめとルージュにチラチラと視線を送りながら、練れん乳にゆうをたっぷりかけてもらった宇う治じ金きん時ときにスプーンをさした。きめの細かな氷、そこに染み込んだ抹まつ茶ちやシロップと練乳、そして小倉あんを同時にすくいあげて口の中へ。

　はむ。

　からみ合う冷たさと甘さが、舌の上で仲よく溶けていく。やわらかな、それでいてしっかりとした歯ごたえのある小豆あずきを噛かみ潰し、抹茶シロップと練乳と小豆、甘みの三重奏を思う存分に楽しんだ。

　味を堪たん能のうできるのは生者の特権だ。

　連れん理り学院の校門から徒歩五分ほどの場所にある喫茶店は、裏通りに面しているため他の生徒たちが入ってくる可能性は低い。コーヒー一杯のお値段も、ファストフード店の三倍以上だから、放課後になっても学院の生徒たちはまず寄りつかない。

　それでも、中等部の生徒会長という役職に就ついている身だから、学校帰りにこんなところでかき氷を食べるのは少々気が引ける。

　気が引けるけど……、食べ物を味わえるということを細胞すべてが喜んでいるから、いまこのときばかりは、〝ま、いっか〟と流しておくことにする。お姉さんふたりとお洒落しやれな喫茶店に入っているなんて、ちょっと大人な気分も味わえるし。

　いろんなものを〝味わう〟という誘ゆう惑わくに負けてみるのも、たまにはいいだろう。

　亜あ夢むは、程よく冷房のきいた店内でしゃくしゃくとかき氷を食べながら、すずめとルージュの会話に耳をかたむけた。ときどき、小さくうなずくことも忘れない。うんうん。

「ったく、ニョロりってば、見ていてほんとイライラしてくるわ」

「悠ゆう斗とさんとトリプルの間で、いったいなにがあったのか……いまだに謎ですから……彼女の態度をどう解釈すればいいのか……」

　しゃくしゃく。うんうん。確かに謎だ。

　スペードが、身代わりになることで自分を助けてくれた。あのあと、コメディに手を引かれて一目散に逃げたのだが、しばらくして兄の姿が見えないことに気づいた。

　なにかあったのかも、と心配になって引き返したところで、手をとり合って駆けてくる兄とひよりの姿が目に飛び込んできた。

　あのときなにがあったのか、ふたりとも言葉を濁にごすだけで核心部分を話してくれない。おおまかな流れは聞かせてもらえたが、ふたりがギクシャクしている原因は語られていない、と亜夢はそうにらんでいる。それでも、しつこくたずねるつもりはなかった。

　そのうち、思い出したように話してくれるかもしれないから……。

　もちろん、気にはなるけど。

　悠斗とひよりの問題に口を挟むつもりはないから……。

　許されるなら、ちょっとくらい口出ししたいけど。

　兄をとられたくない。

　兄には自由になってほしい。

　兄の煮えきらない態度はよくない。

　兄にはこのまま変わらないでいてほしい。

　いま、亜夢の胸中では様々な感情が押し合いへし合いしている。自分の気持ちは、いったいどんな落としどころを望んでいるのだろう。よくわからない。

「まぁ、あの子の気持ちは……なんとなく、わかってんだけど、さ……」

「うちは、〝わかりたくない〟というのが本音なのですが……」

　顔を見合わせたすずめとルージュが、小さなため息をついた。

　すずめは、運ばれてきたイチゴ味のかき氷にいまだ手をつけていない。暑さなどものともせずブレンドを注文したルージュも、コーヒーカップには見むきもしない。

　亜夢は、かき氷を食べ続けた。しゃくしゃく。

　来週から夏休みがはじまる。しかしながら、海や山へ遊びにいくのも、霊れい障しよう対策部の仕事に精を出すのも、心が晴れていなければ楽しめないし集中もできないだろう。

　霊界からみんな無事に戻ってこられたことは、最高に嬉うれしいことだけど……、ひよりが悠ゆう斗とに対してよそよそしい態度をとるようになってしまっては、喜びも半減してしまう。

　悠斗のほうも、なんだかはっきりしない様子だ。

　だから、ふたりだけで話し合ってもらう機会をつくることにした。言葉を交わすことで、少々からまってしまった関係を解ほどいてもらえれば、周りで見ていることしかできない自分たちも気が楽になる。

「ん～、まぁ、悠斗くんとニョロりの二者面談をセッティングすんのはいいんだけど、もし、万が一、あ～、そのぅ、なんて言うか……こ、告白、なんて展開になっちゃったら、どうすんの？　最近のニョロりってば、悠斗くんを見る目が恋する乙女になってるし」

「最近のぎこちなさを解消するだけにとどまらず、さらにその先まで独断専行いってしまう、ということですか？　お子様なトリプルに限って、そのように大胆なことは………絶対にない、とは言いきれませんね」

　すずめとルージュが、真剣な視線をぶつけ合う。

　亜あ夢むは思わず、口を開いた。

「そ、それなら、それで……いいと思います」

　対面のふたりが、「「え!?」」といった表情をむけてくる。

　亜夢は、唇についた甘かん味みを舌先でペロッとなめたあと、言葉を続けた。

「ふたりが、お互いのことを、いいと思ってるなら……お兄ちゃんは、いつもあたしのことばかり気にしてますから、少しくらいは、自分のことも考えてほしいです」

　すずめが、テーブルに目を落とした。

「悔しいけど、あのとき真っ先に動いたの、ニョロりだったのよね……」

「悔しいですね」

　ルージュが、同意を示すようにうなずいた。

「うん、悔しい。本気で悔しい。思い出したら、なんか腹が立ってきたわ」

「でしたら、提案があるのですが……」

「言わなくていいわ。わたしも、いま考えてたとこよ」

「ふたりは、そろそろ家に帰りついている頃でしょうか」

「そうね。急げば間に合うんじゃない？」

「慌てず騒がず、最大限に急ぎましょう」

　ルージュが、伝票を手にサッと立ちあがった。すずめも腰をあげる。

「あ、も、もう出るんですか？」

　最後のひとサジを口に運んだあと、亜夢も椅子から腰を浮かした。

　もしかして邪魔をしにいくの？　と考えた途と端たん、ついつい笑ってしまいそうになった。

　この一週間、いまひとつ噛かみ合わない悠ゆう斗ととひよりの間を修正しようと三人で話し合い、こうして喫茶店で時間を潰していたはずなのに……。

　ふと思った。

　きっと、なるようになるのだろう。


　　　　　　●　●　●



　一いちノの瀬せ悠斗は、前をいくひよりの黒髪を眺めた。かなり歩調が速いため、毛先がぴょこぴょこ小こ刻きざみに跳ね続けている。

　亜あ夢むは生徒会の会議。ルージュは、そのつき添い。すずめは、霊れい障しよう対策部からの緊急呼び出し。それぞれの理由で、いつものメンバーがバラけてしまったため、放課後、悠斗はひよりとふたりで『ハピネスハイツ』へ帰ることになった。

　なんだか気まずい空気の中、微妙な距離を保ちつつ肩をならべていつもの道を歩いた。が、途中で、「しまった！」とひよりが大慌てで回れ右をしたのだ。

　教室に忘れ物をしたという。忘れたのは、なんと【徒桜あだざくら】だった。五時間目の授業中、蒸れるからとホルダーごと外して机の横にかけたまま……。

　除霊師クリーナーとしてありえないことをした。と自分自身を叱りつけながら、ひよりは足早に学校へむかっている。「悠斗は先に帰っててくれ」と言われたが、「それじゃあ」と彼女を見送るわけにもいかず、いっしょに学校へ戻っている。

　一瞬だけ申し訳なさそうな顔を見せたひよりだったが、それ以上なにも言わず、悠斗がついてくるのに任せている。会話は、ほとんどない。

　悠斗は、ゆれる黒髪を見ながら小さく息をついた。

　炎えん龍りゆうを喪うしなったひよりは、普通の霊刀でしか戦えなくなった。火の粉をまき散らす炎の刀とう身しんを【徒桜】から吐き出させることは、もう二度とできなくなった。

　そのため、霊障対策部では最前線で戦う突撃斑から外された。

　それは悠斗も同じだった。霊界から戻ったあと、悪あく霊りようを殴りつけても一発で消滅させることができなくなったからだ。爆風パンチが打てなくなった、ということである。

　理由はわからない。が、妹の受肉と引き替えにしたと思うようにしている。

　いまの悠斗は、ひよりと同じく、最前線で戦うすずめや霊対部員が討うちもらした悪霊の掃討を主な仕事としている。

　力を失ったのは、悠斗とひよりだけではなかった。

　亜夢に至っては、すべてをなくしていた。霊を視みることも触れることもできなくなり、灯瞳サインもつかえなくなった。それこそ、本当に普通の人間に戻ったのだ。

　いろんなものを失った。それでも、亜夢と飛白かすりは肌のぬくもりや鼓こ動どうとともに人間的な生活を再スタートさせることができた。だから、これでいいと悠斗は思っている。

　それでも、除霊師経験が長いひよりは、違ったうけとめ方をしているようだ。

　六歳の頃から身の内に封じていた炎えん龍りゆうが消え、除霊師クリーナーとして必要な霊力も激減し、誇りをもっていた仕事でも第一線で活躍できなくなった。

　この一週間、ため息が増えている理由は、おそらくそうしたことと無関係ではないだろう。もしかしたら霊界でのキスも関係あるのか……、と考えたりもするのだが、直接たずねる勇気をなかなか絞り出せないまま七日が経過してしまった。声をかけると、怒ったような目でにらまれるか、視線をそらされてしまうから、次の一歩を躊躇ためらってしまうのだ。

　もうすぐ連れん理り学院の校門、というところで……。

　亜あ夢むちゃん、早く早く。

　耳に引っかかった微かすかな声に、悠ゆう斗とは振り返った。

　一〇数メートルほど後ろに、すずめとルージュの姿があった。横道から出てきたのだろう。こちらに気づかないまま反対方向へ小走りに駆けていく。

　あれ？　どうしてふたりがいっしょにいるんだ？

　そんな疑問を胸に、悠斗は彼女たちに声をかけようと足をとめた。が、間を置かずして亜夢が現れたため、とっさに手を振った。

　こちらに気づいた妹が、驚いたように目を見開いたあとすぐに、唇の前で人差し指を立てた。

　静かに、ということ？　なんで？

　すずめとルージュが、どんどん道の先へ駆けていく。

　肩越しに振り返ると、ひよりが校門から学校の敷地内へ入っていく姿が見えた。

　亜夢が、両手でつくったハートマークを左胸にくっつけたあと、素早く校門のほうを指差した。手でハートをつくるというジェスチャーをしたはずなのに、大きな瞳ひとみにうっすらと怒りの色を浮かべているのはなぜ？

　どういう意味だ？　と問いを投げるよりも早く、悠斗にサッと背をむけた亜夢が、ポニーテールと制服のスカートをゆらしながら走り去っていった。

　ついこの間までの妹だったら、兄を見つけるなり、愛らしい笑顔を浮かべて駆け寄ってきたはずなのに。まさか、その背が遠ざかっていく日がこようとは……。

　微かな寂しさを覚えながら、悠斗は青みがかったポニーテールを見送った。




　悠斗が教室に入ったときにはもう、ひよりは忘れ物をふとももに巻き終え、その位置を整えている最中だった。

　二年二組の教室は校舎の東側に位置しているため、夏特有の強烈な西日とは縁がない。カーテンも閉じられている。そのため、放課後になって冷房がとめられても、熱気はそれほどこもってはいなかった。

　薄暗い教室の中で、ひよりがどこかムスッとした表情のまま、スカートの下で【徒桜あだざくら】のホルダーをもぞもぞといじっている。

　悠ゆう斗とは、そんな彼女にゆっくりと近づいた。

　霊界から戻ったあと、ふたりきりになったのはきょうの放課後が初めてだ。いつも、仲間のだれかがそばにいた。そうすることが当然であるかのように、みんなで身を寄せ合っていた。

　でも、いまは……。

　妹がつくったハートマークが、脳のう裏りにちらついている。

　どうやら、亜あ夢むたちが一計を案じて、悠斗とひよりをふたりきりにしてくれたようだけど……。気持ちを込めて話し合え、ということだろうか。

　微妙に重たい空気を掻かきわけるようにして、ふたりだけの空間を進んだ。が、互いの距離が三メートルほどに縮まった途と端たん、

「よ、よし、これでいい」

　ひよりが、どこか慌てたように顔をあげた。そして、

「つ、つき合わせてしまって、悪かったな。霊具を忘れるなんて、まったく、どうかしていた。こんなことだから、アタッカー・チームから外されて……」

　ぶつぶつ言いながら、わざわざ机を回り込み、悠斗から逃げるように教室の出入口へむかって歩いていく。

「少し話そうか」

　なんの準備もしていなかったはずなのに、口から言葉が飛び出した。

「え？」

　ひよりが、驚いたような、それでいてなにかを期待するかのような表情で足をとめた。

「いいから、ちょっと座って」

　悠斗は、ゆく先のわからない大河に飛び込むかのような心地で、近くの机に浅く腰を下ろした。ここまできたら、流れに身を任せるしかない。

　ひよりも、すぐに近くの椅子を引き出し、素直に座ってくれた。が、悠斗の正面ではなく、斜め前だ。

　心に感じた流れに逆らわず、悠斗はするりと彼女の前に移動した。

「ぁ、ぅ」

　と声にならない声を発し、唇を強こわ張ばらせ、ほんのりと頬ほおを紅に染め、上体をわずかに反らしたひよりから目をそらすことなく、悠斗は近くの椅子を引っ張り出して逆むきに座った。そして、背もたれに両肘をのせ、彼女にぐっと顔を近づける。

　目と目の距離は、およそ三〇センチ。

　瞬またたく間まに顔を真っ赤にしたひよりが、ぴたりと揃そろえた膝ひざに両手を押しつけるようにして身を縮めた。顔もあからさまにうつむけている。視線を合わせようとしてくれない。

　流れの先は、岩場か？　それとも巨大な滝か？　恐怖にも似た感情が、胸の奥に溜まっていく。その一方で、甘い痺しびれも確かに感じていて。

　ここで躊躇ためらうのは危険。無言の時間は心に負荷をかけるだけ。

　そう考えた悠ゆう斗とは、間を置かず口を開いた。

「言いたいことがあったら、言ってくれ。オレ、ちゃんと聞くから、さ」

　ひよりが、え!?　と微かすかな驚きを浮かべて顔をあげた。が、すぐにまた視線を落とす。

　いまの反応は、いったいなにを意味していたのだろう？

　悠斗は、すぐ目の前でからだを強こわ張ばらせている女の子を観察した。彼女は、ジ──ッと自分の手を見つめたまま動かない。

「ひより？」

　言いようのない不安を覚えたため、やんわりと彼女の名を呼んでみた。

　途と端たん、ひよりが堰せきを切ったようにしゃべりはじめた。

「言いたいことがあったら、言ってくれ、だと？　なんだ、それは。なんなんだ。なにがどうなったら、そうなるんだ？」

　なんなんだ、って……、こっちが訊ききたいのに……。

「亜あ夢むくんが人間に戻った日から、いろんなことが変わった。その変化についていくのがやっとだというのに……言いたいことなんて、たくさんありすぎて、いや、いまここで言いたいことは、決して多くのことじゃなくて……わたしは、なにが言いたいんだ……」

　ひよりがなにを言いたいのか、もちろん悠斗にはわからない。

「亜夢くんと飛白かすりくんの受肉は、人類史上稀まれに見る快挙なのに……彼女たちがつまらないことに巻き込まれないよう、局にはいまだ秘密にしている。いや、それはいいんだ。ふたりが今後幸せな人生を歩めるのなら、受肉の事実をなかったことにするくらい……わたしはまったくかまわない」

　話がそれているような……、と思いはしても、悠斗は口を挟むことなくひよりの言葉をうけとめた。「聞く」と言ったのは自分だ。

「上位精霊ヴアルゴの能力を失った亜夢くんが、これから先も霊業界のために働きたいと言ってくれたときは、感動した。わたしも、負けてはいられないと思ったものだ。炎えん龍りゆうの力を借りることができなくなったとはいえ、霊力がゼロになったわけじゃない。また、修練を積み重ねればいい。自分を磨みがき続ければいい。やることは、これまでとなにも変わらない。なにも、変わら………いや、なにも変わらないなんて、ありえないな」

　ここで、ひよりの肩があからさまに落ちた。細いからだが、ひと回り小さくなったように見えた。普段ならしゃんと伸びている背筋が、ネコのように丸くなっている。

「状況が変化すれば、やることも自おのずと変わってくるはずだ。亜夢くんは人間に戻った。わたしの霊力は七割以上減ったし、悠斗の対霊攻撃力も激減した。なによりも、いちばん変わったのは……」

　不意に口をつぐんだひよりが、チラッと上目づかいに悠ゆう斗とへ視線を投げてきた。

　なに？

「……バカ」

　細められた彼女の目には、微量の怒りが滲にじんでいる。そして涙も。

　この瞬間、ああ、そうだったのか、と悠斗は気づいた。

『言いたいことがあったら、言ってくれ』だなんて。言わないといけなかったのは、自分のほうだったのに。

　ひよりは、きちんと示してくれていたのに。

　キス、という衝撃的すぎるほどの行為によって。

　ひよりの確かな気持ちに、悠斗はまだこたえを返していなかった。

　キスの衝撃が強すぎて、直視することを無意識のうちに避けていた。彼女とふたりきりで話す時間がなかった……、なんてことは言い訳にすぎない。

　この一週間、ひよりはどれほどの不安を胸に過ごしていたのだろう。

　悠斗は、心の中で自分を殴りつけた。気づいたら、あとは行動するだけだ。

　怖くても、恥ずかしくても、鼓こ動どうのリズムがメチャクチャになっても、大切な女の子を放っておくことなんかできない。

　こんなときなのに、ジト───ッとした目でこちらをにらむ亜あ夢むの顔が脳のう裏りに浮かびあがってきた。

　それでも悠斗は、椅子の背もたれに鳩みぞ尾おちを押しつけるようにして、身をのり出した。

　ひよりの真っ赤な顔が、視界いっぱいにひろがった。

「いいか？」

「き、訊きくな………バカ」

〝バカ〟という言葉がこれほど心に響いたのは、きっと生まれて初めてのこと。







　俺が彼女に迫っキスしても、妹は怒らないよな？












あとがき




［はじまりはじまり］という冒頭の期待感が大好きです。

　どんな登場人物と出会えるのかな？

　どんな世界観を味わえるのかな？

　どんな展開を楽しめるのかな？

　物語世界へ入っていくときの感覚は、もはや病みつきです。活字による中毒症状に陥らないよう、読書時間を日々しっかりと管理しなければならないほどです。あまり重症化してしまえば、他のことをする時間がどんどん減ってしまいますから。




［主人公の運命やいかに！］という展開の緊迫感が大好きです。

　この先どうなるの？

　もしかしてバッドエンド？

　どうか救いを！

　ページをめくる指に思わず力が入ります。それこそプルプル震えてしまうくらいに。もしかしたら、中毒症状が悪化しているだけかもしれませんが……。

　汗を握りしめた手でページをペタペタ触るので、もうなんというか……、フニャフニャになって泣けてきます。




［めでたしめでたし］という結末の安あん堵ど感かんが大好きです。

　当然、バッドエンドのほうが望ましいストーリーもあるでしょう。しかしながら、愛いとしいキャラたちには、笑顔で幕を下ろしてほしいもの。

　鬼ヶ島へ突入した桃太郎とそのお供たちが、返り討うちにされて鬼たちの晩餐にならべられた。一番人気はキジ鍋だった。チョー、ウメー！　というラストでは書き手も読み手も気が滅入ってしまうはず。しかしながら、単純に「ハッピーエンドがいいよね」とそちらへ舵をとるのも、書き手としてはもの足りなくて……。常に挑戦です！




　最後になりましたが、謝辞を。

　武む藤とう此くり史ひと先生とのおつき合いは、この巻で22冊めとなります。乞画集！

　甘い部分や足りないところをしっかりと埋めてくださった担当のＫ様＆Ｓ様。ならびに編集部の皆様。

　そして、このシリーズに興味をもってくださった、心やさしき読者の皆々様。

　ありがとうございましたっ!!
















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）
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　　個人的には、それをことさら責めようとしない働きアリたちの包容力に感動します。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　10月13日生まれ

　　水戸市出身納豆食べられない

　　最近何時に寝ても８時に目覚められる特殊能力に目覚めました。ばんざい
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